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　第七十一章　彼女の理由




「応急処置は施ほどこしましたが、依然、非常に難むずかしい状況と言わざるを得ません」

　と、執しつ刀とう医いは深刻な表情で言った。

「弾丸は頭ず蓋がい骨こつから入って、脳のう幹かんに喰くい込む寸前で辛かろうじて止まっております。レントゲンを見てください。この部分で血けつ栓せんが、大脳を圧迫しております。一刻も早くこれを取り除かねば、患者クランケは終しゆう生せい、深刻な後遺症に悩まされることとなるでしょう。ですが、弾丸の位置が微妙なのです」

「どういう意味だ？」

　と、イツマ・ウエキ・タイラーは尋ねる。

「正直に言ってくれ。君の口から出るのがどんな言葉であろうとも、僕には受け止める準備がある……」

「閣かつ下か、私は大統領の専属医として、並々ならぬ医学知識と技量とを持っておると、今日の今日まで自じ負ふし、誇りを持ってもおりました。ですが──」

　医師はそこで不意に、口くち籠ごもった。彼の中の葛かつ藤とうを、イツマは看みて取った。

「匙さじを投げるか？　ドクター・スズミ」

「悔くやしいですが、お手上げです。こんな難しいオペは、たとえ最先端の精密医療機器の助けを借りても……。弾丸に触れずに血栓及び損そん傷しよう部位を切除することは物理的に不可能なのですが、ちょっとでも弾丸を動かし、脳幹を傷付けるようなことになれば、ドミナント社長は……」

「死ぬ、のだな」

「…………」

　自他共に認める脳外科の泰たい斗と、ドクター・スズミの無言は、消極的な肯定であり、屈くつ辱じよく的な敗はい北ぼく宣言でもあった。

「放置すればどうなる？」

「所謂いわゆる、植物状態になります。生命維持装置の幇ほう助じよにより、ただ呼吸し生存するだけの人間に──」

「もう一度訊きく」

　美び貌ぼうの若き大統領は念押しするように尋ねた。端たん整せいな表情は一見、微動だにしない。

「君には無理なのだな？」

「私でなくとも、無理かと存じます。銀河で誰が、今の彼を救えるでしょうか？　私に無理、ということは、誰にも不可能……それくらいの矜きよう恃じは、私にもありますぞ」

「わかっている。君を呼んだということは、銀河で最高の医師を呼んだということだ。そう思い、私も君に縋すがった。その君が無理だと言うのだ、諦あきらめるしかあるまい……。悪かったな」

「いえ……こちらこそ……大統領閣下のお役に立てなかったことを、心から──」

　それきり、スズミは絶ぜつ句くしてしまった。

　イツマはうなだれたスズミの肩をそっと叩たたいて、その小部屋を辞した。後ろ手にドアを閉めながら、

「だが、僕は諦めないぞ、ドミン」

　と、決意も新たに呟つぶやいた。その言葉通り、彼の表情は絶望した者のそれではなかった。

「閣下……」

　廊ろう下かで待たい機きしていた筆ひつ頭とう補ほ佐さ官かんのアキヅキと、彼と立ち話していた若い医師がさっと彼に向き直る。

「どうでした？」

「自信がない……そうだ」

　とイツマ。

「あの大先生でもな」

「ドクター・スズミが匙を投げましたか」

　あからさまに失望の色を浮かべるアキヅキ。

「ドミンの奴……つくづく運がないな」

「おまえが『運』を口にするとはな……」

「ええ。『神は死んだ』と言った時のニーチェの気分も、きっとこんな感じだったのでしょう」

「伝説の名医も、寄る年波には勝てないということですよ」

　と、彼の傍かたわらで若い医師が言った。

「手が震えて、満足にメスも握れんのでしょうよ」

　吐き棄すてるように、言い放つ。

「君は？」

「エドウィン・ジャンブリン。医師です」

　アキヅキが言った。

「ハイスクール時代の友人です」

「数少ない……ね。キリヒトと付き合うのは、なかなかしんどいのでね。ハイスクールの頃から、そうだったんですよ」

　ジャンブリン医師は苦笑しつつ言った。

「あの頃が、最も人生に絶望していましたからね」

　と、やはり苦笑しながらアキヅキ。

「こいつが偶然、この病院に勤めていたとはね。閣下には悪いですが、想い出噺ばなしに花が咲いていたところでして──」

「そうか。僕が消えようか？」

　あながち冗談でもなしに、イツマ。

「そういう気分だしな……」

「これは失礼……閣下」

　畏かしこまるジャンブリン。

「聞き捨てならぬ事態だと、心から閣下並びにドミナント社長に同情致しておったところですよ」

「そうしゃちほこばるな。君もよく知っているアキヅキの上じよう司しだ。大したものじゃない」

「それもそうですね」

　ジャンブリンは相そう好ごうを崩した。

「それにしてもキリヒトが大統領補佐官になるなんて、あの頃のこいつを知ってる誰が想像したでしょうね。いやいやまったく、ハイスクール時代のダメぶりは、まったくもってフェイントかと勘かん繰ぐりたくもなりますよ。おっと、こいつは余談でしたね」

　どうやら彼も、アキヅキの友人が務まるだけのことはあるようだ。

「エドウィン・ジャンブリンです。ネッドとお呼びください」

「君はドクター・スズミが、銀河で最高の外科医だとは思っていないようだね、ネッド」イツマは単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

「その点、僕と気が合うかも知れない……」

「言いたいことはまさにそれ、ですよ」

　我が意を得たりとばかりに、ネッドはイツマの投げたルアーに喰い付いてきた。

「銀河の白い巨塔……派は閥ばつってやつは、名医を作りますなあ……。名医と書いて文字通り、名ばかりの医者、という意味ですが──」

　スズミ閥に対して含むところ、尋常ではないらしい。

「言ってみろ」

　とイツマ。

「あの自称御おん大たいが有能だったのは、インターン時代までのこと、せいぜい研修医時代どまりじゃないですか？　あとはもう、凋ちよう落らくの一いつ途とですよ」

　歯に衣きぬ着せない。

「もっとも、そうなってからの粘り腰と政治的手腕は、この私も非常に高く評価している訳ですが、外科医としては、どうも……」

「察するに君は──」

　イツマは微笑ほほえんで言った。

「彼の派閥から、零こぼれたのか？」

「零れたなんて……最初から相手にもされていなかっただけの話ですよ。なにしろ、あの人が蔑さげすんでいた教授の、直じき弟で子しですからね、私は──」

　そう言って、窓の外を見た。

「カルテ、見ました……。確かに難しいオペです。あんまり時間もなさそうだ」

「そうなんだ」

　とイツマ。

「だが僕は、なんとしても彼を助けたい。わかってくれるか？」

「わかります」

　とネッド。

「いやもう、痛いくらいに……。あなたのその目を見るのが辛つらいです」

「君は医師としての魂たましいだけは、売り渡してはいないようだな」

「どうでしょうか？　私の魂は売れても安いでしょうから……。それはさておき、いきなりスズミ教授に話を持ち掛けたのは、あなたの失策ですね」

「どういう意味だ？」

「最初にスズミというのは、問題です。彼が断ったとなれば、彼に遠慮して、誰も手術を引き受けてはくれないですよ。特に脳外科の重じゆう鎮ちんと言うか有名どころは、全部スズミの弟子筋と言っても、過言ではないですからね」

「弟子筋以外は？」

「スズミがやらせないでしょう。実際のところ奴に潰つぶされてしまった本当の『名医』は、十人や二十人じゃきかないんです……。まあ、スズミじゃなくてスズミの派閥がやったことですが、奴に責任がないとは言えないでしょう」

「そんな馬ば鹿かなことは、僕がさせない」

　とイツマ。

「ドミンの命を救うのに、何を躊ちゆう躇ちよするというのだ。僕が全力を上げて、場合によっては政治力を駆く使ししてでも、ドミンの手術は行わせる。何なら君が執しつ刀とうするか？　ドクター・ジャンブリン」

「いえいえ……」

　ネッドは尻しり込ごみした。

「ちらっと見ましたが、とても私の手には負えません。スズミよりはマシかも知れませんが、残念ながら彼の言ったことは概おおむね本当ですよ。彼が匙を投げたというのも頷うなずける。神かみ業わざに近い腕が必要です。それが可能な医師は、皆かい無むではないにせよ……私の知る限りにおいては、銀河に一人……」

「誰だ!?」

　イツマはいきなり、ネッドに詰め寄った。

「教えろ！」

「う……」

　正直ネッドは、マジでビビった。イツマは彼が今まで会った人間の中では、飛び抜けて本物だったからだ。異例の大統領人事は気き紛まぐれではない。

「そんなに怖こわい眼めで、睨にらまないでください」

「済まない……。だが、僕が本気であることは──」

「……わかりました」

　ネッドは白衣の下のネクタイを緩ゆるめ、大きく息を吐いた。

「私の……師匠しかいません」

「何ど処こだ!?」

「ここには、いません……」

　とネッド。

「あの世だなんて、たわけたことも言いませんよ。もっとも、あの世より、遠いかも知れないな。少なくとも行くのに関しては、あの世よりも遥はるかに難しい場所にいます」

「まさか……」

　とアキヅキ。

「帝国か？」

「もうひとつの方だ」

　ネッドはアキヅキを見た。

「俺の師匠はいま、ベルファルド・コーポレーションにいる。イーサン・ベルファルドの、嘱しよく託たく医いになったと聞いた」

「『会社』か、まいったな……」

　とアキヅキ。

「まだ正式な国交は、断だん絶ぜつ状態のままだ」

「呼べ」

　と、イツマは言げん下かに言ってのけた。

「ありとあらゆる手段を講じてでも、彼を招しよう聘へいし、執刀させろ。それも、二十四時間以内にだ」

　有う無むを言わせぬ口調である。

「それ以上経たつと、ドミンは脳死状態になってしまう……。生きているというだけでもいいと言うなら別だが、少なくともタイラー・アームズ・コーポレーションは未来永えい劫ごう、有能な社長を失う」

「やります！」

　一いつ旦たんこうと決めた時の、イツマの頑かたくなさを知るアキヅキは、即座に行動を起こした。

「全力を尽くします」

「頼む」

「ただ、私だけでは無理です」

　とアキヅキ。

「ガラティア・ティトー女じよ史しの力を借りても宜よろしいですか？　仮にもグループの会長を、秘書として使うことになりますが──」

「構わん」

　とイツマ。

「彼女も喜んでやってくれるだろう。ガラティアが会長として敏びん腕わんであることは確かだが、依然として銀河一の秘書であることは、もっと確かだからな」

「ありがとうございます……」

　これで助かる、という表情でアキヅキ。

「及ばずながら──」

　と、ネッドも言った。

「俺も力を貸すぜ、キリヒト」

「おまえの尽じん力りよくは、最初から計算に入ってる」

　平然として、アキヅキは言った。

「やっぱ、おまえは大統領補佐官になっても、昔のままのキリヒトだ」

　呆あきれつつも、ネッドは微笑んだ。

「自分本位で他人を巻き込んで平気なところは、昔と少しも変わっちゃいねえよ」




「ドミン……」

　集中治療室で依然として昏こん睡すい状態のドミンの傍らに、イツマは佇たたずんだ。

「待っていてくれ。必ず助ける！」

　嚇かくとして、言った。それは約束であると同時に、自身に対する決意表明でもあった。

「誰が、銀河一勇敢な君を、死なせたりするだろうか……。死なせるものか」

　その動かない右手を抱かかえ、いとおしむように自分の頰ほおに当てる。

　涙が、頰から腕に伝わった。

「ドミン……君を愛している」

　自分の唇くちびるから漏もれた言葉が、自分でも意外だった。

「君が必要だ。君に、ずっと……側そばにいて欲しい」

　その言葉に対する拒否反応は、なかった。あれほど苦しめられ続けてきた、男性という存在に対する本質的な嫌けん悪お感かんも、感じない。憑つき物が落ちたようだ。

「そうか……君が、洗い流してくれたのか、ドミン」

　何も聞こえていないはずのドミンの包帯を巻かれた頭が、僅わずかに頷うなずいたかのように、イツマには見えた。

「だったら──」

　その腕を、いっそうきつく抱き寄せる。

「なおさら君を、死なせはしない！　待ってろ。今、銀河で最高の医者を呼ぶよう、手配した。君は、必ず助かる。きっと元通りになる!!　必ず──」

　ふと、我われに返る。

「そう……。僕がこうと決めたことは、必ずその通りになるのだ。幼おさない頃から、ずっとそうだった。そうしてきたんだ……」

　不意に、イツマの視界の中で、総すべての景け色しきは、セピアがかったモノクロームに沈んだ。




「ジョアンナ!!」

　母親が、金切り声の悲ひ鳴めいを上げている。

「あなた！　ジョアンナが、ジョアンナが!!」

　今にも卒そつ倒とうしそうな母親の悲鳴を聞きながら、しかし当のジョアンナ・ウエキ・タイラー自身は冷静であった。自分でも信じられないほど──。

　僅か十一歳の、少女なのに……。

「どうした？　ドナ」

　騒ぎを聞き付けて、父親のジョナサンがガウン姿のまま駆け付けて来た。そして顔色を失っている妻と、その側にいる娘の姿を見て、絶句した。

「ジョアンナ……」

　オーガンジーを幾いく重えにも豪勢にあしらったジョアンナのドレスは、引き裂かれていた。それ以上に、ドレスの主の体は傷だらけで、心は踏み躙にじられている。

「おまえ……」

「やめる」

　と、ジョアンナは父親の瞳ひとみをまっすぐに見詰めながら、血だらけの唇で凜りんとして言った。

「女なんか……やめてやる。今日でもう、おさらばする」

　戯たわむれではない。梃てこでも動かぬ強い決意が、その端整な表情には宿っている。

「こんな損な性ジエンダーなんか……やめてやる！」

「あなた……」

　おろおろしながら、ドナが夫を見る。

「ジョアンナを、止めてください。この子、ショックのあまり、どうにかなってしまったんだわ」

「僕は冷静ですよ、母さん」

　そう言ってジョアンナは、破れたドレスを自分からかなぐり捨てた。

「ジョアンナ……おまえ……。そんな男の子みたいな口のきき方……」

「ジョアンナという名も、今日限りで捨てます！」

　見るも無残に狼ろう狽ばいする母親を尻しり目めに、きっぱりと言った。

「父さん」

　父親を見る。

「あ、ああ……」

　同族経営とはいえ、歴とした一企業の社長であるジョナサンが、思わず気け圧おされるほどの瞳であった。

「僕が生まれる時、父さんが考えてくれていた名前……。女の子だったらジョアンナで、男の子だったらイツマでしたね」

「あ、ああ……」

「その名前、いただきます」

　言うなり、テーブルの上にあった鋏はさみを取り上げた。

「あ──」

　止める間まもなかった。

　ジョアンナ、いや、イツマは、その鋏でもって何の躊躇ためらいもなく、流れるように豊かな鮮紅色の髪──曾そう祖そ母ぼ譲りのラアルゴンの血が、隔かく世せい遺伝で色濃く出ていた──をバッサリと断ち落としていた。

「ああ……」

「なんてこと──」

　父親は絶句し、母親はその場に昏こん倒とうした。

　唯ゆい一いつ、『彼』独ひとりが平然としていた。異常なくらいに平然と、いや、異常であった。

「今日から僕は……イツマ・ウエキ・タイラーです」

「なんてことだ……」

　ジョナサンは両手で顔を覆おおい、側にあるロッキングチェア──別荘地の必需品──に崩れ落ちた。

「シズマのことだけでも、いい加減頭を悩ませていたというのに、その上ジョアンナまでが──」

「おねえちゃん？」

　ドアが開いて、四つ違いの弟のシズマが現れたのはその時であった。

「どうしたの？　ころんだの？」

　七歳になるのに、シズマには三歳児程度の語ご彙いしかない。先天性の知的障害者であることがわかった時、両親は絶望に浸ひたった。

　しかし、直感だけは異様に鋭するどかった。

「誰かにいじめられたの？」

「なんでもない」

　と、イツマは微笑んだ。

「なんでもないんだ……」

　その時初めて、気丈なイツマの瞳に、じんわりと涙が浮かんだ。その涙は紛まぎれもなく、ジョアンナのものであった。

「今日からは、おねえちゃんじゃない、おにいちゃんだ」

　と、生まれたてのイツマは言った。

「いいね」

「うん……。でも、ジョアンナおねえちゃんは、どうしたの？　どこへ行ったの？」

「殺されたんだ」

　と、イツマ。

「もう、ジョアンナはいないんだよ。父さん……」

　父親に、向き直る。

「すみません。男の服を、お願いします」




「あの時からだ……」

　と、イツマは物言わぬドミンに向かって、そっと囁ささやいた。

「あの時から、何でも独りで決めてきた。思い出したよ……。心から辛いことがある度たびに、あの日のことを思い出すんだ」

　ドミンは応こたえない。

　構わず、イツマは続ける。彼には聞こえていると、信じていた。

「もうひとつ、思い出したよ」

　ふっと、微笑む。

「ジョアンナを殺したのは誰でもない。この、僕だったということを──」

　そう言ってジョアンナは、そっとドミンの唇に、その唇を重ねた。




「ワシに手術をしろと？」

　降って湧わいたような『災難』に、ドクター・セイジューロー・キタグチは寝耳に水とばかり、その髭ひげ面づらをしかめた。

「唐とう突とつじゃのう……。そのためにわざわざ、敵地に赴おもむけと？」

「医は仁じん術じゆつなり。ドクターの座ざ右ゆうの銘めいでしたわね」

　と、ハルミIVが言うのを、

「知らん。聞いたこともない」

　と、ドクターは突っ撥ぱねた。

「生きて還かえれる保証は何もない。ワシゃ、心底この『会社』が気に入っておるのじゃ。ここを離れとうはない！　齢よわい四十七にして、ようやっと辿たどり着いた桃とう源げん郷きようじゃ。誰が今さら、共和国などに戻れるものか!?」

「ドクター……」

　ベルファルドが、静かな口調で言った。

「そんなことをおっしゃっても、お気持ちはもう、固まっておいでなのでしょう？　そうですよね」

「ふ……」

　髭の奥から、白い歯が覗のぞいた。

「お見通しじゃのう」

「よかった！」

　狂喜したのは、エッソである。

「ドミンは、助かるんですね」

「まだそうと決まった訳ではない」

　と、ドクター。

「カルテとレントゲン写真は転送してもらったが、一目見ただけで容易ならざる大手術になるとわかる。おまえの友だちが助かるという保証は、どこにもない……。正直言って、ワシが無事に還って来られる可能性よりも低い」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　と、エッソ。

「ドクターの腕なら、必ず成功します。僕が保証します！」

「おまえさんに保証してもらってものう……」

「及ばずながら、あたしも──」

　ハルミIVが言った。

「助手として、お手伝いさせていただきますわ、ドクター」

「嬉うれしいが……せいぜい可能性が五パーセントから十パーセントになったという程度じゃの……」

　カルテと首っ引きで、ドクターは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす。

「この弾丸を摘出するのは、不可能に近い……」

「あなたの腕をもってしてもですか？」

「過去の苦い経験が、甦よみがえるわい……」

「苦い経験？」

「ああ。連合医師会を、石もて追われることになったオペじゃ」

「ですが、確かドクターは、これまでどんな手術にも失敗したことがないと……。噓うそですか？」

「噓ではない」

　とキタグチ。

「じゃが、『手術は成功、患者は死亡』というのは、ザラにあることでの──」

「…………」

「まあよい。とにかくやると決めた。決めた以上は、全力を尽くす」

　不安を吹き飛ばすかのように、ドクター・キタグチは呵か々か大たい笑しようした。

「ですが──」

　不安はそれだけではない。

　いや、まだしも手術そのものの難しさは、小さい方の不安材料でしかない。

「ドクターを無事に、それも一刻も早く共和国側に送り届ける方が、至し難なんの業わざ……ですよねえ」

　エッソは頭を抱えた。

「ああ、こんな時に、特務部長がいてくれたら──」

「考えるんだ、エッソ」

　と、ベルファルドは言った。

「アンリなら、こんな時どうするか……」

「そうですね」

　と、気を取り直して、エッソ。

「でも、無理くさい……」

「無理なものか。今の君は肩書の上でなら、もう彼より偉えらいんだぞ、エッソ常務」

「ですが──」

「会社の規模だって、あの頃とは較くらべものにならない」

「そうですけど……。くそっ！　まったく後になればなるほど、あの人の偉大さが──」

「素す晴ばらしいことではないか」

　不意に背後から、声がした。

「一いつ生しよう涯がい乗り越えられるかどうかわからぬ目標がある。それだけでもう、志こころざしの高さは死ぬまで保証されたようなものだ」

「バァム！」

　ベルファルドが目を輝かがやかせた。

「どうやら立ち直ったようだな。よかった……」

「敗戦ショックは、大きかった」

　と、ナ・バァム・ドムは苦笑いした。

「だが、おかげで俺にも、生涯勝てるかどうかという目標ができた。ジャスティ・ウエキ・タイラー……、あの漢おとこを越えられるかどうかという、終生の目標がな」

「忘れるでないぞ」

　と、キタグチが言った。

「忘れようがない」

　と、バァムは言った。
















「それに、ベルファルドの顔を見る度に、嫌いやでも思い出す……」

「老ふければ老けるほどのう……」

「ドクターの航路の安全は」

　と、バァムは言った。

「この俺が、命に代えても保証する。往路も、復路もな」

「それは心強い！」

　とベルファルド。

「問題は、手術の最中、それと、その前後ですね」

　と、バァムの忠実な副官であるレーゲルフが言った。

「特に、手術を終えた直後でしょう」

「うむ……。殺やられるとすれば、そこじゃのう」

　真顔で、キタグチ。

「そんな大おお袈げ裟さな！」

　と、エッソ。

「ベルファルド社長ならともかく、ドクターを亡なき者にすることで、連中にどんなメリットがあるっていうんです？」

「メリットなら、ある」

　キタグチは言った。

「少なくとも今後、奴らは『銀河一の名医』をおおっぴらに名乗れるな。それに、もともと共和国の医師会には、ワシの敵が多い」

「なんとなく、わかりますけどね……」

「失礼ながら、こだわり過ぎてはいませんか？」

　レーゲルフが言った。

「どうも皆さん方の話を聞いていると、ドクターがわざわざ、敵地にまで行かねばならぬと思い込んでおられるようだ」

「そうか、その手があった！」

　ベルファルドが、思わず膝を叩いた。

「患者の方をこちらに連れて来れば、よほど問題が少ない！　ドクターはただ、準備して待てばいいわけだし……」

「でも、絶対安静では？」

　とハルミIV。

「そうですよ。下へ手たに動かせば、脳内の弾丸が脳幹部に喰い込んで、取り返しのつかないことに──」

「大丈夫だ」

　とベルファルド。

「エッソ、新しい部署で試作していた、あれを使おう」

「そうか!!」

　エッソは思わず叫さけんだ。

「そうですね。あの超軟なん性せい合ごう金きんを使った、防振コンテナを使えば！　すぐに手配します!!」

「今から送っていて、間に合うのか？」

　とバァム。

「いや、それなら設計図を送って、向こうで組み立てさせよう」

　ベルファルドは言った。

「コンテナを配送するのに最低でも六時間はかかるが、設計図を転送するのは数秒で済む。設計図さえあれば、タイラー・アームズ・コーポレーションの技術力だ。三時間で組み立てることも不可能ではないはずだ」

「なるほど。部品の規格は、完全に一致していますからね」

「ああ。そもそもＴＡＣ社の工作機械の大半は、我が社の製品だ」

「しかし──」

　とエッソ。

「あの新製品の特許を、そう簡単に公開してしまっていいんですか？　あのパテントには、最低でも百兆単位の含み益が見込まれているんですよ。そもそも、開発費だって……」

「エッソ」

　ベルファルドは、最も信頼している部下を見た。

「この先も、僕と一緒にやっていきたいなら、そういう考えは捨ててくれ」

　はっと打たれたように、エッソは感じ入った。

「そうでしたね。そうでした……」

「君の友人の命には、代えられないよ」

　ベルファルドは、諭さとすように言った。

「それと、銀河の平和の前には、社の利益など、小さなことだ。僕とて企業人の端はしくれだ。どうでもいいとまでは言わないが、たとえここでは損をしても、無償の技術提供はいずれ我が社にとっても、計り知れないメリットになる」

　確かに、大きなイメージアップにはなるだろう。しかしそれすらもベルファルドにとってはどうでもよいことだった。今はただ、ドミンを救いたい。それだけだ。

「損して得取れ。そういうことさ」

　微笑む。

「すぐに設計図を転送します！」

　エッソは身を翻ひるがえした。

「だいぶ常務らしくなってきたな」

　その姿を、頼もしげに見送るベルファルド。

「君もそう思うだろ、アンリ……」










　第七十二章　大手術




「悪いこともあれば、慶よいこともあるなあ……」

　と、転送されて来た招待状に目を通し、イツマは微笑ほほえんだ。

「そうか。あのノーイとかいう少女が、皇こう妃ひになるのか……。それにしてもまさかバグジーが、あの若さで結婚するとは思いもよらなかったなあ……」

「スレイも、なかなかやってくれるではありませんか」

　と、アキヅキは言った。

「養子とはいえ、ノーイは正式な手続きを踏んだスレイの娘です。これで彼は、法的には帝国の国こつ舅きゆうということになります。銀河における彼の地位は、ますます揺るがぬものとなるでしょうな」

「スレイにそこまでの計算はないと思う」

　イツマは言った。

「ただ、娘とその夫になるバグジーの幸福を、心から望んでのことだろう。野心からではない。だから僕としても、この結婚を心から祝福したいと思う。実際、似合いのカップルだと思わないか？」

「それに関しては、まったく異論はございません」

　と、やけに事務的な口調で首しゆ席せき補ほ佐さ官かんアキヅキは言い、

「まさか──」

　と、イツマの耳に顔を近付け、囁ささやくように言った。

「御出席されるつもりではないでしょうな？　大統領閣かつ下か……」

「いけないか？」

　意に介さずという表情で、イツマは答えた。

「問題があるか、補佐官？」

「山さん積せきです」

　と、イツマが全ぜん幅ぷくの信頼を置く首席補佐官は言った。

「わざわざ暗殺されに行くようなものです」

「同じ危険を、主催者であるスレイも冒おかすことになる」

　とイツマ。

「おそらくはベルファルドも……。彼の元にも当然、招待状が行っているはずだからね。ベルファルドのことだ。たとえ万ばん難なんを排してでも、出席するだろうな」

「そして殺される……」

　アキヅキは冷徹に言った。

「おわかりのはずです、あなたには」

「それでも敢あえて、出席したいと言っているのだ」

「無茶です。私も敢えて申します。新任大統領としての御自覚があるのなら、大たい概がいにしてください。どうか、この私に名みよう代だいをお命じください。こういう時の為ために、私がいるのです。諸しよ事じ万ばん端たん、滞とどこおりなくやってのける自信があります」

「『諸事』の中には──」

　意地悪く、イツマは言う。

「僕の代わりに殺される……というのも入っているのか？」

「当然です」

　アキヅキは胸を張った。

「あなたが死ぬくらいなら──」

「スレイはわざわざ、中立惑星でやろうと言っている」

　招待状をちらつかせながら、イツマ。

「リスクを平等に……という彼なりの配慮だ。それがわかっていて、招待を無む下げに断るなどという無ぶ粋すいな真ま似ねが、僕にできると思うのか？」

「だからこそ、なお悪いのです」

　とアキヅキ。

「面めん子つに懸かけて、あなたが出席するだろうということは、ちょっと気の利きいたテロリストなら誰でも思いますよ。最悪の場合、銀河三大勢力のトップ３が、枕を並べて仲好く討ち死に……ということにもなりかねません。そうなった時の混乱を、想像してみてください。ようやく、新しい流れの出来かけた銀河を、果てしない混こん沌とんに戻す気ですか？　もっとも、あなたにしてみれば、それこそ最高の友情の証あかし、望むところかも知れませんが──」

「最高の死に方には、違いないだろうね」

　と、イツマ。表情がいつにも増して穏おだやかだ。ずっと一緒にいるアキヅキでさえ、これほど晴ればれしい笑顔を見たことはない。何かが吹っ切れたのか、愛する男が生死の境を彷徨さまよっているというのに──。

「しかし、僕としても、従弟いとこバクジーの結婚式を、血で汚けがしたくはない。まあいい、この話はしばらく保留にしよう。今はもうひとつの懸け念ねん事ごとだ」

「はい」

　アキヅキはひとまず、息をついた。出席云うん々ぬんに関しては、日を置いて徹底的にやり合うつもりだ。たとえ相手が心から尊敬する相手でも、折れるつもりは毛もう頭とうなかった。

「そうです。今はそちらの方が、よほど重大です」

「どうやら手術の目め途どがついた。礼を言うよ、アキヅキ」

「礼ならガラティアに言ってあげてください。新任会長として多た忙ぼうな中、わざわざベルファルド・コーポレーションとのアポイントを取ってくださったんですから……」

「しかし彼女は、喜々としてやったのではないか？」

「それはそうですけどね。おかげで重役連中には恨うらまれましたよ」

「彼女がお飾りでなく、本当に会長として必要とされている証拠だ。まずはよかった」

「さっそく、移送用のコンテナを造らせました。突貫作業で、そろそろ完成します」

「特許を無償で公開してくれるとは、ベルファルドにはお礼の言葉もないな」

「何か、代償を考えないといけませんね」

「こちらの特許の中から二、三、お返しに提供してやろう。手術が済んでからのことだが──」

　敢えて『成功したら』とは言わない。結果は問わず、誠意には誠意で、という訳だ。

「そうですね。取り敢えず、感謝の辞じは大統領の名で、送信しておきました」

「できればベルファルドに直接、言いたいくらいだ。さて、患者の輸送方法はそれでいいとして、『敵地』までの護衛はどうする？」

「チョン中将がやってくれるそうです」

「ソヨンが？」

「はい」

「よく引き受けたな」

「ガラティアが自みずから、依頼しましたからね」

　アキヅキも微笑んだ。

「二つ返事でしたよ」

「なるほど──」

「あの二人、案外早いかも知れませんね」

「どうかな？」

　とイツマ。

「なんとなくその気があることは確かだろうが、そこまで踏み越えるだけのきっかけがあるかな？」

「さあ……。逆にゴールインしてしまうなら、今しかないかも知れませんよ」

「そうかも知れない」

　イツマは頷うなずく。

「ソヨンはともかく、ガラティアがこの先暇ひまになることは、未み来らい永えい劫ごうない！」

「言えてます……。あの手腕と才気なら、状況の方が彼女を放ってはおかないでしょう」

「ソヨンが護衛してくれるなら、大だい丈じよう夫ぶだな」

　と、イツマは安あん堵どした。

「帰って来たら、大将に昇進させよう」

「首尾よく成功したら、いきなり元げん帥すいでもいいくらいです。それくらいでないと、今のガラティアとは釣り合わない」

「だな」

「あとは、手術がうまくいってくれれば──」

「それだよ」

　イツマは真顔に戻った。

「そうなんだ……」

「きっとうまくいきます」

「希望的観測なんて、おまえらしくもない……」

「うまくいってくれないと、困るんです」

　アキヅキは、言った。真顔であった。

「万が一のことがあったとき、大統領の行かず後ご家けのような表か情おを、一生見ながら過ごすことは、私には到とう底てい耐えられないんですよ、想像するだけで──」

「そうか……」

「せっかく、彼のことを──」

「気付いていたか」

「何年あなたの側そばにいると？」

「悪かった……」

「いずれにせよ、大手術になることは間ま違ちがいないですね」

「ああ」

　頷くイツマ。

「しかし、手術が必要なのは、ドミンだけではない。この銀河にこそ、大手術が必要かも知れない……」

「執しつ刀とう医いは、あなたですか？」

「いや」

　イツマは首を振る。

「僕だけでは、無理だ。執刀医だけで、三人。切せつ開かいの達人のスレイと、縫ほう合ごうの名人であるベルファルドと、そして生命維持を担当するこの僕と──。アシストも多数必要だ。もちろんアキヅキ……君もその一人だぞ」




「やあ、師匠。おひさしぶりです」

　キタグチを見るなり、ネッドことエドウィン・ジャンブリンは微笑み、握手を求めた。

「不ふ肖しようの弟で子しながら、光栄です。今回、あなたの助手を務めさせていただくことになりました」

「などとうまいことを言いよって、ワシの腕を盗ぬすみに来よったな」

「ええ。共和国にも、いい外科医は必要ですからね」

「盗めるものなら盗んでみい。側はたで見るほど、簡単ではないぞ」

「はい……」

　キタグチと肩を抱き合ったネッドであったが、異臭に気付き、顔をしかめた。

「師匠……また飲んでますね」

「当然じゃ」

　酒臭くさい息をぷんぷんさせながら、セイジューロー・キタグチは言った。

「酒はワシの、エネルギー源じゃよ。どうじゃ？　オペ前の景気づけに、おまえも一杯やらんか？　ちょうど『星の寒かん梅ばい』の、純米吟ぎん醸じようがあるぞ。ちと、おまえには勿もつ体たいない逸いつ品ぴんじゃが、特別に一合、いや、五勺しやくばかり分けてやらんこともない」

「あなたのそういうところだけは、見習わないことにしておきます」

「では永久に、このワシを超えることは無理と心得よ」

「超えなくていいです。酒量だけは──」

　遠路はるばる運ばれて来た患者輸送用のコンテナが、慎重にステーションに接続・搬入される。

「我が社の新製品の具合はどうかね？」

「最高です。途中、何度も激しい宇宙嵐に巻き込まれましたが、コンテナの内部ではコップの水も揺れませんでした」

「ベルファルド・コーポレーションの技術力には恐れ入ったじゃろう？　言っておくが、医療機器だけではないのじゃぞ」

「それを図面だけから短時間に組み立てた、我が共和国の技術も侮あなどれないのでは？」

「それは、共和国の中でもタイラー・アームズ・コーポレーションに限ってのことです」

　現れたエッソが言った。

「どうにか我がベルファルド・コーポレーションと提てい携けい可能な水準に達しているのはＴＡＣ社だけ。あとはおしなべて、問題外ですよ」

「この少年は？」

　怪け訝げんそうにエッソを見るネッド。

「ケーゼギンク常務じゃよ。我が社の重じゆう鎮ちんじゃ」

「失礼ですが──」

　ネッドはエッソを見下ろし、言った。

「ベルファルド・コーポレーションという企業国家には、労働基準法はないのですか？　それとも学徒動員の少年まで重役に任命しなければならないほど、人材が枯こ渇かつしているのでしょうか？」

「僕は大人ですから──」

　努めて平静に、エッソは言った。

「これしきのことで我われを忘れるほど怒ったりはしません。ですが、手術が終わったら、この人の身み柄がらを拘こう束そくして、強制労働させてもいいですか？　そうすれば我が社の労働条件がいかに素す晴ばらしいか、身をもって知ることになるでしょうから」

「師匠であるワシの顔に免めんじて、赦ゆるしてやってくれい」

　赤ら顔のドクター・キタグチは、エッソに謝罪した。

「この漢おとこ、一ひと言こと多いのは昔からでなあ……。悪気はないんじゃよ」

「傷付いたなあ……」

　頭脳は天才でも、まだ心は少年のエッソである。

「医者として、腕はいいんでしょうね？」

「ワシの教えを、忠実に守っておればな」

「研修医時代にあなたから教わったことは、綺き麗れいさっぱり忘れましたよ」

　と、ネッド。

「ということはつまり、医者として一人前になったということですよねえ？」

「強制労働を、許可しよう」

「はい」

　エッソは笑って、後ろ手にキタグチと握手した。

「患者の容体はどうだね？　ネッド」

「かなり危険です」

　医師の表情に戻り、ネッド。

「三時間以内に弾丸を摘出するか、血栓を切除しないと──」

「どちらか一方だけというのは、無理じゃ」

　とキタグチ。

「到着するまでの間、レントゲンを何度も検討した。その結果、同時に両方を取り除かん限り、ドミナント社長を脳死から救うことは難むずかしいという結論に達したよ」

「そんな──」

　エッソの表情が、蒼そう白はくになる。

「ドクター……ドミンを助けてやってくださいよ！　お願いします!!　あいつは、とってもいい奴なんです！　在学中から僕を一人前扱いにしてくれたのは、あいつだけなんですよ！」

「手は尽くそう」

　とキタグチ。

「特に難しいのは、弾丸じゃ」

　ネッドを見た。

「こいつは細心の注意に加え、絶妙のメス捌さばきを要する」

「はい」

　頷くネッド。

「銀河広しといえども、そのオペが可能なのは師匠だけです。適度にアルコールが入っている時の……」

「わかっておるようじゃの」

　キタグチは笑って、

「それに較くらべれば、血栓を取り除くのは易やさしい」

「易しいと言われましても……」

　程度問題である。

「いや、易しい。師匠の教えを忘れた不肖の弟子にも、務まる程度にはな」

「自分がやるのですか!?」

「そうじゃ」

　とキタグチ。

「ワシの技術を、盗みに来たのじゃろう？　だったらそれくらいの芸当は、やってみせい」

「同時オペなんて……」

「どうした？　尻しつ尾ぽを巻いて共和国に帰るか？」

「や、やります！　やりますが──」

　膝ひざが震えた。

「俺のせいで失敗したら、殺される……」

「イツマ大統領はそれほど冷酷ではないと思うが？」

「たとえ大統領は赦ゆるしてくれても、大統領に心しん酔すいしているアキヅキ補佐官……キリヒトは、絶対に赦しちゃくれない。あいつはそういう奴なんだ」

「ふうん……。大人のしがらみって、色々あるんですねえ」

　感心したように呟つぶやくエッソ。

「でも安心してください。万が一手術に失敗しても、あなたは殺されることはありません。そもそも共和国には帰れないでしょう。我が社で一生、死ぬまで無給労働です」

「成功したら？」

「強制労働は免除してあげます。こう見えて僕、寛かん大だいなんですから──」

　エッソ、会心の笑み。

「おまえの負けじゃ、ネッド」

　キタグチも笑う。

「どうやらエッソは技術面だけでなく、人間的にも急速に成長しつつあるようじゃのう」

「どうやらこの国では、世間ずれすることを『成長』と言うらしいですな」

　ネッド、せめてもの反撃。

「ええ。でも、まだまだ目標とする人には、遠く及ばないんですけどね。手腕でも、毒どく舌ぜつでも──」

　エッソの言葉は、謙けん遜そんではない。

　もっともその目標とする人物が、その言葉を聞けば『俺の後あと釜がまなど百億年早え！』と、草葉の陰で苦にが笑わらいしたかも知れないが──。

　とにかく、彼の目標は定まったようだ。

「私が……やるのですか？　あなたのアシストを？」

「アシストではない」

　と、キタグチ。

「難易度はともかく、重要性から言えば、同じくらいの大仕事じゃよ。どちらが欠けても、ドミンは救えない……」

　不肖の弟子の、肩を叩たたいた。

「おまえならできる、ネッド」

「本当に？」

「ああ。何な故ぜならおまえは、ワシの数ある弟子の中では、いちばんマシな弟子じゃからな……」

「私の記憶では、師匠の弟子は私も含めて数えるほどでは？」

「なんの、心の弟子も多い。ざっと数えただけで百人はおるな。医師免許を持たない者が大部分というのが癪しやくに障さわるが、大した問題ではない」

「はあ……」

「数人しかおらん医者の弟子の中では、おまえはピカイチじゃよ」

「褒ほめているんですよね……それ？」

「そのつもりじゃが」

「やります」

　ネッドはようやく、その気になった。

「しかし、なにぶんにもステーションでのオペというのは、初めての経験でして──」

「何を言うとる。下へ手たな地上の病院より、数段整った設備じゃわい！　それに、揺れる軍艦の医務室でのオペでさえ、何度となく成功させてきたおまえではないか」

「まあ、アッペ（盲腸）が大半ですけどね……」

「ここの設備を見れば、気も変わりますよ」

　と、エッソ。

「断言してもいいですが、宇宙でいちばん最先端設備の整ととのった医療施設です。それに、なにしろ宇宙空間ですから無菌状態も万ばん全ぜんです」

「手術の失敗を、設備のせいにはできんということじゃ」

　とキタグチ。

「やるか？」

「はい」

　ネッドは、頷いた。

「その前に、一杯……」




「おまえの友だちの、ドミンが撃たれたらしい」

　というスレイの言葉に、ユーリア・ヒープは顔色を失った。

　見るも無残に狼ろう狽ばいし、たっぷり五分も経たってから、

「それで……容体は？」

　と尋ねるのが、精せい一いつ杯ぱいである。

「よくねえ」

　と、いつもながら端たん的てきに、最小限の言葉で伝えるスレイ。それでいて、気持ちは余すところなく伝える達人である。

「死線を彷徨さまよってる」

「助かるの？」

「わからん」

　スレイは目を伏せた。

「俺は……神様じゃねえよ」

「なんで……」

「イツマを庇かばって、撃たれたらしい。咄とつ嗟さに……。奴は、本物だった」

「わかってたわ」

　と、涙ながらにユーリア。

「彼はおとなしいし、暴力は嫌いだけど本物だって……大学の頃から──」

「だろうな。勇気あるぜ。助かって欲しいが……」

　祈るしかない。

「これでイツマの出席は、微妙になったな」

「そんなことより、今はドミンの生死でしょう？」

　咎とがめるように言う。

「俺にできることは、ねえ。イツマが彼を、ベルファルド・コーポレーションに運んだ。最高の医療スタッフで手術するらしい。国境を越えて──。望み得る最高の医者がメスを握る。それで納なつ得とくしな」

「納得できないわ！　ドミンにもしものことがあったら……」

「死ぬか？」

「死にはしないけど──。悲しいわ、きっと。死ぬほど……」

「安心しろ」

　とスレイ。

「哀かなしいことに、悲しくて死んだ人間はいない。この俺がいい例だ。悲しいことの連続なのに、まだ生きてる……」

「誰もあなたほど、強くないわ」

「俺なんか、少しも強くねえ！」

「スレイ……」

「あのな、ユーリア」

　スレイはユーリアの眼鏡めがねを、太い指先でそっと外はずした。
















「本当に強い奴らとは、イツマやベルファルドのことを言うんだ。ドミンは特別強いな。彼は死を恐れなかった……」

「あなたも恐れないでしょう？」

「違う」

　とスレイ。

「俺は、いつだって死ぬほど怖こええ……。怖くて怖くてたまらねえから、死に物狂いで暴れ回る。我が武む者しや羅らにな。それだけだ……。少しも勇敢じゃねえ。臆おく病びよう者ものの極きよく致ちさ。それが幸いしてか、まだこうして生きてる」

「そう……」

　ユーリアは、そのスレイの肩に手を回した。

「でも……あたしは、そんな臆病なあなたが好きよ、スレイ」

「あの、お取り込み中……」

　衝つい立たての陰で、咳せき払ばらいがした。

「失礼します」

「おう、プラティープか」

　さっと離れる二人。

「構うこたあねえ、入へえんな」

「どうも……」

　ユーリアに『悪いね』と目配せして、スレイに向き直り、

「手術が始まったようです」

　と報告した。

「そうか……。よかったな」

「まだわかりませんよ」

「いや。あのドクターだろ、以前エッソを手術したというのは？」

「はい」

「なら、ドミンは助かったも同じだ。な、厚生大臣？」

「え、ええ……」

　咄嗟に官職名で呼ばれて自分のことと気付かず、頷くユーリア。

「そうですね」

「しっかりしてくれよ、厚生大臣」

　微笑んだ。

　これが自称『臆病者』の笑顔とは思えぬほどに、魅力的である。

「しっかし、イツマもベルファルドも、さすがに度量が大きいなあ。面めん子つを捨てて、一人の人間を全力で助けようとするなんざ、見上げたもんだ」

「計算かも知れませんよ。イツマ大統領は国民に対する、ベルファルド社長は社員たちに対する……」

「計算としても、大したもんだ。俺もいいとこ見せなきゃな」

「結婚式、出席してくださるでしょうか？」

「ベルファルドは問題ねえ。何があろうと出席してくれると信じてる。問題はイツマだ。今度のことで、臆病になるような奴じゃないが──」

「キリヒトは、出席させたがらないでしょうね」

「ああ」

　頷く。

「有能な補佐官なら、体を張ってでも止めるだろうよ。プラティープ、おめえが体を張ってでも、俺の行動を諫いさめるのと同じように……」

「私はどちらかと言うと、あなたと一緒になって馬ば鹿かやるタイプですがね」

　苦笑した。

「だからこうして、顰ひん蹙しゆく覚悟であちこちに、招待状を発送してます」

「御苦労。で、返事は集まってるかな？」

「回収率は、三〇パーセント弱といったところです」

「少ねえな」

「ちゃんと届いているのかどうかも怪あやしいですからね。もっとも、回収できたものに関して言えば、返事は概おおむね『喜んで出席させていただきます』ですが──」

「そうか。やはり鍵かぎはイツマだな。あいつが出席を表明すれば、迷っている連中の大半は、出席に傾く」

「ええ。大統領自みずから出席なさるのなら、出ないとまずい……という雰囲気が出来上がりますからね」

「しかし……」

　と、スレイは言った。

「俺が本当に出席して欲しい人物は、それとは別にいるんだ」

「わかっています」

　とプラティープ。

「三人とも血の繫つながっている、あの御お方かたですね」

「ああ」

　頷いた。

「なにしろ、諸悪の根源はあの爺じいさんだからなあ……。あいつがいなかったら、そもそも物語は始まっちゃいなかった。あの人には、這はってでも出席する義務がある」

「私もそう思います」

　宰さい相しようプラティープは頷いた。

「おそらくキリヒトの奴も、その一点に限っては私と同意見だと思います」

「希まれに合うんだな、おまえたちって……」

「ええ。そしてその合ったところでは、なまじな親友よりも結び付きは強固なんですよ。昔からそうです」

「そういうもんなんだよ、本物の友だちってやつはな」

　頷くスレイ。

「本気で喧けん嘩かもできないようなやつを『親友』とは言わねえんだよ」

「じゃあ、ドミンやエッソは──」

　ユーリアは呟つぶやいた。

「親友だわ、やっぱり……」




「これより、患者クランケオリヴァー・ナサニエル・ポコ・カイゼル・ドミナントＶ世の頭部切開、弾丸摘出、並びに頭ず蓋がい骨こつ内部血栓切除のオペを行う」

　両手の洗浄を終え、グリーンの手術着に着替え終わったドクター・キタグチが、物もの々ものしく宣言する。いつになく真剣だ。

「その前に、いつもの儀式……」

　と思っていたら、看護婦に持たせたぐい吞のみから、いきなり日本酒をぐびっと啜すすった。

「うむ……上等！　やや甘口じゃが、嫌いや味みがなくて宜よろしい」

　マスクをかけさせ、やはり手術着姿のネッドに目配せした。

　無言で頷く、ネッド。

　師匠と弟子の呼吸は、長いブランクにも関わらず健在であった。

「切開……患部頭蓋骨切除」

　既すでに丸まる坊ぼう主ずに剃そられ、その上にダーマトグラフで線引きされてあったドミンの頭部に、レーザーメスが当てられる。

「慎重にな」

　と、ドクター。

「ちょいとでも衝撃を与えたりしたら、わざわざこれだけの手間をかけてここまで運んだ意味がなくなるぞ」

「師匠……」

「なんじゃ？」

「三年前、どうして医師会をお辞やめになったのです？」

「唐とう突とつじゃのう……」

　本当に唐突そうにキタグチ。

「それに、オペ中はもっと他た愛あいのない話をするというのが、外科医の不ふ文ぶん律りつではなかったか？」

「ですが、それを聞きたくて、ここまで来ました」

「わざわざその為ためにか？」

　呆あきれたように、不肖の弟子を見る。

「はい」

　頷くネッド。

「それだけのために、わざわざ志願して『敵地』に来ました」

「呆れた馬鹿じゃ」

「あなたの弟子ですから……」

「こいつめ」

　メスを握りながら、苦笑した。それでも手先は寸分乱れない。

「さすがですね……」

「誰に言うとる。そこらの医者と一緒にするな」

「そのあなたが、何故？」

　刺すように師匠を睨にらんだ。

「スズミ一派の誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようが、それほどこたえたのですか？」

「あんな藪やぶ医者、端はなから相手にしとらん」

「では、何故──」

　レーザーメスの出力を調整しながら、突っ込む。

「逃げたのですか？」

「逃げたのではない」

　とキタグチ。

「断じて逃げたのではない。自分から辞めたのじゃ」

「私には──」

　三年前、思っても言えなかったこと、この三年間、胸にわだかまり続けてきた想いのたけを、ネッドは師匠に叩き付けた。

「逃げたようにしか見えませんでした……。私はそれが、悔くやしかった……」

「手術中に泣く医者があるか」

　窘たしなめるキタグチ。

「看護婦……涙を拭ふいてやれ」

　看護婦が無言で、滅めつ菌きんガーゼをネッドの頰ほおに当てる。

　手術中に『汗』と命じて拭かせる医者は多い。しかし『涙』を拭かせた外科医は、おそらくネッドが初めてではなかろうか。

「師匠……」

「ちょっと待て」

　と、キタグチの表情が変わった。

「難しいところに入った。これが済んだら、納なつ得とくのいくまで説明してやるわい」

「はい……」

「涙を拭いて、しっかり患部を見ろ」

　キタグチは言った。

「おまえが今、取り除くべきはその患部であって、無用な軋あつ轢れきではない！　今はそれだけを考えろ。医者とは、患者の命を救う者、それだけじゃ!!　何度言うても、覚えん奴め。だからおまえを、不肖の弟子と言う」

「は、はい！」

「涙！」

「…………はい」




「遅いな」

　食事はおろか一睡もせずに、報告を待つイツマ。

「もうそろそろ、結果が出てもよさそうな頃なのに──」

「お休みになってください、大統領」

　アキヅキが言った。

「限界です。あなたが参まいってしまうようでは、この先共和国は──」

「おまえが次の大統領になるという野心はないのか？　アキヅキ」

「私の才能は、アシスト向きなんですよ。あなたという天性のストライカーが面おも白しろいようにゴールを決めてくれるので、パスに生き甲が斐いを見み出いだしてます」

「つまり、司令塔は自分だと言いたいのだな」

「さすがにおわかりですか」

　ニヤリと嗤わらう。

「こいつめ……」

　憔しよう悴すいしきった貌かおで笑うイツマ。これが男性であったら、不ぶ精しよう髭ひげだらけになっていたところだ。

「食事も……あ、お薬も服のんでいらっしゃらない」

　準備された食事はほとんど手付かずで、僅わずかにミネラルウォーターのボトルが半分空あけられているだけ。その横には、定期服用している薬がやはり封を切らずに置いてある。

「ああ」

　思い出したように頷く。

「アセレナミンを服用するのは、やめたんだ」

「やめた？」

　アキヅキは怪け訝げんそうに薬の効能書きを見る。

「アセレナミン……月げつ経けい抑よく制せい剤ざい……」

「もとよりその薬では、月のものは止められても、それに伴うイライラまでは解消してくれない。副作用も決して小さくはない。ならばもはや、女であることを無理に隠す意味はない。だからやめた」

「はあ……。そうですか」

　アキヅキには積極的に反対する理由がなかった。

「確かに健康的には、その方が宜よろしいかも知れませんね……。なにぶんにも私は、それで苦労した経験がないので……失礼」

　ちょっと政治的に正しくない発言だったかなと、反省した。

『でも、気のせいかな、以前より綺き麗れいになったような……。こんなに窶やつれていらっしゃるのに──』

　以前にはなかった、丸みが出てきたように思える。

『不ふ謹きん慎しんだが、もっと綺麗になっていくこの人を見ていたいもんだ。こりゃ、是ぜが非でもドミンには助かって貰もらわないと──』

「失礼します！」

　不意に現れたのは、なんとガラティアである。

「ティトーくん!!」

「これはこれは、会長自ら──」

「閣下!!　手術は成功しました」

「本当か！」

　イツマの微笑ほほえみが、弾はじけるのがアキヅキには見えた。

「はい。術後の経過も、極きわめて順調です。もう暫しばらく様よう子すを見てから、共和国に帰還させるそうです。もちろん帰路の安全は、ベルファルド社長の名に於おいて保証するそうですわ」

「よかった……」

　安あん堵どのあまり、へなへなとソファーに崩れ落ちるイツマ。

「本当に……よかった。嬉うれしい……」

　感かん極きわまって、泣き始めた。

　嗚お咽えつがいつしか、号ごう泣きゆうになる。

　もちろんアキヅキは、これほどの短時間に表情を急変させるイツマをかつて見たことがない。

『ありがとうよ、ドミン……。おまえが社長を、癒いやしてくれた』

　彼は心の中で、彼に手を合わせた。



















　第七十三章　カルテル




「企業国家ベルファルド・コーポレーションを、独立国家に準じるものと認定し、正式に国交を結ぶ」

　との大統領発言が、朝刊の第一面を飾ったのと同じその朝──、

　一人の老人が、長い昏こん睡すい状態から奇跡的に回復した。

「正直、今度ばかりはもう駄だ目めかと思いました」

　と、詰め掛けた報道関係者に主しゆ治じ医いは語り、こう述じゆつ懐かいした。

「こと難むずかしさという点では、かのドミナント社長のオペに較くらべても何ら劣おとるものではなかった。むしろ、若く健康体の彼と違って、こちらの患者クランケは齢としが齢でもあり、いつ死んでも不思議ではなかったのです。世間ではドミナント社長のオペばかりが『奇跡』ともてはやされているようだが、我々に言わせれば、こちらの方がよっぽど奇跡だ。いや、奇跡どころか『絶望からの生せい還かん』と呼んでも、過か言ごんではない」

　もちろん、この不ふ遜そんともとれる発言の裏には、奇跡の大手術を成功させたキタグチ、ジャンブリンの師し弟ていコンビに対する職業上の対抗意識もあったと思われる。事実、老人を蘇そ生せいさせた医師団は、かのドクター・スズミの派閥に属していた。

　もとより、話題としてはこれほど世間の興味を惹ひくものも他になく、クオリティー・ペーパーを自認する各紙は一いつ斉せいに『御おん大たい、奇跡の生還』と報じ、また、三流ゴシップ誌は、スズミ閥とキタグチ師弟の確かく執しつを、有る事無い事取り混まぜて派は手でに書き立てた。そのかまびすしさたるや、肝かん心じん要かなめの独立承認問題への論点がぼやけてしまったほどである。

　結果としては済なし崩し的に、なんとなくベルファルド・コーポレーションの独立は容認されてしまった。そんな感じだ。

「当然でしょう」

　と、アキヅキは言う。

「帝国の時とは違って、世論の大半はあの『会社』に好意的です。その上、ドミナント社長の命を救ってくれたというのが大きい。その上、特許である患者輸送コンテナの無償公開というおまけ付きだ。結局いちばん株を上げたのは、ベルファルド社長ですな」

「彼の『常じよう套とう手段』だ」

　と、イツマは微笑ほほえむ。

「なんだかんだ言って、敵だった者まで味方にしてしまうんだから……。考えようによってはスレイよりも恐ろしい相手だよ」

「まったくその通りです。しかし、誰が反対したところで、遅かれ早かれ結局は承認されたことでしょう。『会社』からの優秀な加工精度のパーツや工作機械、基盤がなければ、我が共和国の諸企業は、軒のき並み倒産していたところです」

「民間レベルでの闇やみ取引も、けっこうあったと聞いているが──」

「黙認状態ですね」

　と、ガラティア。

「事実上、野放しです。なにしろ、政府機関や軍の備品でさえ、重要部分には『会社』からの『密輸品』を使っているんですから……。ほとんど江戸時代の抜け荷と一緒です。ソヨン大将の言うところでは、ある主力戦車のパーツの実に七〇パーセント以上が、ベルファルド・コーポレーションの製品でした」

「共和国の主力戦車が、共和国製の部品を三〇パーセントしか使っていないということですか？」

　とアキヅキ。

「いいえ」

　と、ガラティア。

「残りの三〇パーセントは、ベルファルド・コーポレーションの製品の、粗悪なコピーです」

「やれやれ……」

　苦笑するイツマ。

「真っ先に国交を回復させたのは、大正解だったな」

「しかし、困ったこともあります」

　ガラティアは言った。

「今までは、密輸のお陰で安く入手できた部品が、正式な流通ルートに乗ることで、かえって高くついてしまいます。主力戦車を例に取れば、一輌りようあたりの単価は、実に三倍にもなってしまうという試算が──」

「案ずるな」

　とイツマ。

「僕が就しゆう任にんして二番目の大きな仕事は、工業製品に関する関税の全面撤てつ廃ぱいだ」

「その法案なら、すんなりと通ることでしょう」

　とアキヅキ。

「それこそ、国民が最も望んでいることですから──」

「ですが、それでも完成品の製造単価は、平均一・三倍になってしまいます」

「中間マージンをなんとかしないと、と言う訳だね」

「はい。流通ルートを、見直していただきたい」

「わかった」

　頷うなずくイツマ。

「それにしてもティトーくん。そんな数字がすらすら出てくるところをみると、僕がすべきことはもう君の頭の中では決まっていたようだね」

「恐きよう縮しゆくです」

「さすがだ……。君にグループを任まかせたのは間ま違ちがいではなかった。同族経営の弊へい害がいには、いい加減うんざりしていたところだ」

「とにかく関税撤廃法案は、一日も早くお願いします」

「わかった。早ければ今週中にも議会に提出できよう。来月には施し行こうだ」

　イツマが大統領になってから、世の中の流れが早くなった。一事が万ばん事じ、この関税撤廃法案のように進むので、今まで滞とどこおっていた政治と経済とが、一いつ斉せいに堰せきを切ったようである。

　若い大統領への、期待は大きかった。

「しかし──」

　アキヅキはしみじみと感かん慨がいを述べた。

「これではまるで、ベルファルド・コーポレーションと我々とは、とても宿しゆく敵てきとは思えませんな。国家同士で談合しているようではありませんか」

「その通りだ」

　とイツマは言った。

「言ってみれば、我々は国と国とで、カルテルを結んだ。いずれこの提てい携けいに、もう一か国、加わるかも知れない」

「帝国が？　まさか……」

「いや。僕は本気なんだがな」

「バグジー＝スレイ帝国と共和国とでは、政治形態が違い過ぎます」

　とガラティア。

「とはいえ……心情的にはかなり近いことも事実ですが──」

「鍵かぎとなるのは、やはり次のイベントだな」

　イツマは微笑み、言った。

「どう思う？　アキヅキ補佐官」

「まだ諦あきらめていらっしゃらないのですか……」

　呆あきれたようにアキヅキは言う。

「万ばん難なんを排して、結婚式に出席すると？」

「当然だ」

「どうやらあなたには、何を言っても無む駄だのようですな」

　肩を竦すくめた。

「そうさ。僕は誰よりも頑がん固こなんだ」

「しかし、私は諦あきらめませんよ」

「僕もだ」

　根こん較くらべになった。

「どちらも強ごう情じようですからねえ……」

　とガラティア。

「ところで、私にも招待状は届いているのですが──」

「そうだったのか？」

「はい、先週、メールで……」

「で、どうなさるおつもりですか？」

　というアキヅキの質問に、

「もちろん、出席します」

　ガラティアは当然という表か情おで答えた。

「一世一代のドレスを着て、行くつもりですの。おととい、採寸しました。できれば、花嫁の投げるブーケを狙ねらっております……」

　次は自分が、という訳だ。

「はあ……」

「そうですか。あなたも出席される」

　アキヅキは目を細めた。

「では、私と同じテーブルになる可能性大ですな」

「なにっ!?」

　これにはさすがのイツマも仰ぎよう天てんした。

「さんざん人の出席には反対しておいて、自分はのこのこと行くつもりなのか!?」

「当然でしょう」

　しれっとした表情で、アキヅキ。

「私はあなたの名みよう代だいですよ。私が行かなくて、どうするんです」

「ずるい……」

　これほど子供っぽい、拗すねた表情のイツマを見るのは初めてだった。

「狡ずるいぞ、アキヅキ」

　泣きそうな表か情おになった。

　面おも白しろいからこのまま、もう少し反対し続けてやろうと、アキヅキは思った。




「あなた……」

　枕まくら辺べに花を飾りながら、ユリコが言う。

「あなたが眠っている間に、それが届いておりましたのよ」

「ほう……」

　二週間に及ぶ昏睡から奇跡の生還を遂とげたジャスティ・ウエキ・タイラーは、その純金箔はく押しの招待状を押し抱いだくように手に取り、呟つぶやくように言った。

「ようやく……来よったわい」

　一足飛びに、二十歳もタイラーは老ふけ込んだ。あのベルファルドとの一戦で体力と精神力のほとんどを消しよう耗もうしてしまったのだ。逆に言えばようやく、歳とし相そう応おうの外見になったとも言える。

「あれしきのことで、寝込むとはのう……。歳は取りたくないものよ」

「仕方がありません」

　とユリコ。

「あなたはそれだけのお仕事をなさったんですもの……。ゆっくりと休んで、結婚式までにはせめてご自分の足で歩けるようになってくださいね」

「出て……よいのか？」

　てっきり反対されると、覚悟していた。

「本当に、出てもよいのか？　バグジーの披ひ露ろう宴えんに──」

「寿じゆ命みようを縮めてでも、出席なさるおつもりなんでしょう？」

「ああ……」

「だったら、止めても無駄ではありませんか。伊だ達てに一世紀も、あなたの妻をやってはおりませんもの……」

「暗殺される危険もあるのじゃぞ？　わかっておるか？」

　言ってから、しまったと思った。

「構いませんよ」

　とユリコ。

「あなた、それだけ生きればもうお釣りがくるでしょう？　今さらあなたを暗殺するなんて、貴重なエネルギーと人材の無駄ですわ」

「言うてくれよる……」

「それに、あなたを暗殺するくらいなら、もっと恰かつ好こうのターゲットが他にいくらでもいるじゃありませんか。わたしが見てもそう思いますよ。あなたが殺されるとしたら、あくまで彼らの『ついで』です」

「く～っ！　ジャスティ・ウエキ・タイラー、ついに孫どものついでに殺される身分にまで落おち魄ぶれたか……」

　自覚してはいたが、やはり愛妻の口から直じかに言われるとこたえる。

「悔くやしかったら、主要ターゲットとして狙われるまでに回復してごらんなさい」

「するとも！　回復せいでか!!　絶対元気になってやる！」

「その意気よ……」

　ユリコは微笑んだ。

「おまえは老けんのう、ユリコ……」

「あら、皺しわだらけですよ」

「もうワシには、そこまで細こまかくは見えんよ。おまえは美しい」

「耄もう碌ろくにも、少しはメリットがあるものですね」

「こいつ……」

　結婚して百年。ようやく本当の意味で夫婦になれたような気がする。さて？　結婚百周年は何婚式だろう。ものの本を見ても、七十五周年のダイヤモンド婚式までしか載のっていない。プラチナ婚式か？　イリジウム婚式か？　はたまたイッテルビウム婚式とでも命名するか？

「それから、もちろんわたしも出席しますからね」

「おうおう。いいとも」

　老人は目を細めた。

「こうなったら一いち族ぞく郎ろう党とう引き連れて、乗り込むぞい」

「楽しみですわね」

「しかし、バグジーの奴、えらく早かったのう……」

「きっと──」

　と、ユリコは言った。

「間に合わせてくれたのではありませんか？」

「間に合わせるというのは……つまり、このワシにか？」

　無言で微笑み、頷うなずく妻。

「なにを！　ワシはまだ生きてやる!!」

　ムキになる。

「バグジーの孫の仲人なこうどをやってやる！　だからそれまでおまえも頑がん張ばれよ、ユリコ」

「そこまではともかく、バグジーの子供の顔は見てから死にたいですわねえ……」

「まったくじゃ」

　頷く老タイラー。

「玄孫やしやごの子……来らい孫そんか。そのまた子は、昆こん孫そんと言うらしいの」

「そんなものを、実際に我が目で見られた者はおりません」

　ユリコは笑って。

「それにあなたはもう、曾ひ孫まごの名前だって半分しか覚えてはいないでしょう？」

「いいや」

　と、タイラー。

「せいぜい三分の一じゃ。名前と顔が一致するのはな……」

「そういうものですよ。いいじゃありませんか。それでもう、充分に幸せなんですから……。バグジーの幸福さえ、見届けられれば──」

「そうじゃな……」

「ねえ、あなた」

「ん？」

「百年前のことを、覚えていらっしゃいます？」

「忘れるものか……。あの結婚式のこと。昨日のことのように覚えておるわ。仲人はアンダーソン長官で、スピーチの順番まで。最初がヤマモトくんで、次がキム女史……そうそう、フジ参さん謀ぼう総長のスピーチは、笑わせてくれたなあ……。泣きながら長ちよう広こう舌ぜつを振るっていたっけ。彼は本当は、ワシのことが好きだったんじゃ。そうに違いない」

「みんなあなたが、好きだったんですよ」

　と、ユリコ。

「あの頃は……みんな。最後の最後まで迷っていたのは、わたしくらいのものです」

「そうだったのか？」

「ええ……。ヤマモトさんに背中を押されて、決心したようなものです」

「それは初耳じゃわい」

「もう、お休みなさい」

　ユリコはカーテンを閉めた。特別病室には大量の届け物──フルーツ籠かごやら、生せい花かやら──が雑然と並べられており、窓辺まで歩くにもユリコの足では苦労する。

「それだけ話せば、今のあなたには重労働のはずですよ、ジャスティ……」




「タイラー翁おうが御出席されます！」

　その朗報を、真っ先にスレイに告げたのはやはりプラティープであった。

「そうか!!　よしッ！」

　瞬間、スレイは膝ひざを叩たたいた。

「でかした！　これで披露宴は、成功したも同然」

「ええ。あの御お方かたまで出席されるとなれば、無視することはできないという空気が支配的になりますからね」

「バグジーには、陛へい下かにはもう奏そう上じようしたか？」

「はい。既に……。飛び上がらんばかりに喜ばれておいででした」

「そうだろうそうだろう。あいつは何と言っても、ひいひいおじいちゃんっ子だからな」

「なにしろ亡ぼう命めいされた時には、もう一生逢あえないのではないかという悲ひ壮そうな御ご覚かく悟ごでいらっしゃいましたからねえ……」

「ああ。それが叶かなっただけでも、よかったぜ」

「他にも、令夫人のユリコさん、御ご息そく女じよのキサラさん、御ご嫡ちやく孫そんのエドさんなど、タイラー家の主おもだったところは、皆慶よろこんで出席されるそうです。やりましたね」

「ああ……。ところでイツマは？」

「イツマさんの名は……ありませんねえ」

　プラティープの眉が、僅わずかに曇った。

「やはり、現職の大統領が、敵対する帝国皇帝の華か燭しよくの典てんに参列するというのは、問題があるのでしょうねえ……」

「そんなこたぁ、端はなっからわかってる！」

　スレイは語気を荒げた。

「それでも出てくれると、信じていたんだ。いや、今も信じてるぜ。イツマは必ず来る。来たいに決まってる。やはりあいつなしの結婚式じゃ、画が竜りよう点てん睛せいを欠くってもんだ」

「まったくです」

「まあ、まだ時間はある。信じて待とう。ところでよ」

　曇っていたスレイの表情が、今度は不意ににやけた。

「ウェディングドレスの仮縫いは、確か今日だったな」

「はい」

「見に行こうぜ」

「それは結構なことですが、国政の方は宜よろしいのですか？」

　とプラティープ。

「確か、閣僚会議の時間と、もろバッティングしていたのでは──」

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　雷いかずちの如ごときスレイの一いつ喝かつ。

「野や暮ぼなこと言うな!!　娘の晴れ姿を見ねえ父親が何ど処この世界にいるかよ。優先順位ってものを考えろ！」

「そう言えばあなたは……」

　思い出したように、プラティープは呟つぶやく。

「エグゾゼカンパニーにいた頃から、幹部会議すっぽかしの常習犯でしたなあ……」

　まだスレイと敵対する立場にいた頃から、彼は『ドン・レオ・スレイ』と書かれた名札の置かれた席が虚むなしく空席だった光景を、何度も見ている。

「今にして思えば、あれにはことごとく、正当な理由があったということなのですか？」

「まあな。それと、あれは自じ重ちようしていたんだ」

「自重？」

「そうよ」

　と、スレイ。

「どういう訳か、俺が出席した幹部会議には必ず血の雨が降る。いつも俺がらみで、大量の人死にが出るんだ。俺とおまえが出逢った……そう、バグジーもだ……あの襲しゆう名めい披ひ露ろうパーティが、いい例よ」

「なるほど」

「俺はああやって会議をすっぽかすことで、無用の流りゆう血けつを避けてきたんだ。しかし、今度の結婚式ばかりはそうもいかねえ。なにしろ出席者が錚そう々そうたるお歴れき々れきだ。何事もなく済むとは、到とう底てい思えねえ。もちろん俺は体を張ってでも阻そ止しするが、さて、無事に滞りなく、娘の晴れ姿を見られるかな？」

「スレイ……」

　プラティープが言った。

「見損なわないでください。何のために、私がいると思っているんです。あなたにもしものことがあるような時には、私だって、生きてはいませんよ。そうじゃないですか。二人で一緒に、ノーイの花嫁姿、見ましょうよ。私だって半分くらいは、ノーイの父親のつもりなんですから──。あのイサーンで犬っころと遊んでた、小娘のノーイの」




「気分はどうだね？」

　と、目を開けた途と端たんに飛び込んできたのは、サングラスを掛けた髭ひげだらけの、魁かい偉いな容貌であった。

「この指が、見えるかね？　数の概念は、あるか？　何本に見える？」

「あの……」

　と、どぎまぎしながら、ドミンは尋ねた。

「ここは……。大統領は……イツマさんは無事ですか？」

　あの夜、噴水の前でイツマを庇かばって撃たれて以来、ドミンの意識は途と絶ぜつしている。

「彼なら大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、ドクター・キタグチは言った。

「かすり傷ひとつなく、ピンピンしておるよ。もっとも、ここからは二百光年ばかり離れた場所におるがね」

「よかった……」

　心から安あん堵どするドミン。頭に巻かれた包帯が痛々しい。

「先生が……僕を？」

「ああ。ちいとばかり難むずかしい手術じゃったが、もう大丈夫じゃ」

「ありがとうございます……。ところで、ここはどこです？」

「知りたいか？」

「はい」

「わかった。お～い、常務」

　キタグチは、隣室に控えている人物を呼んだ。

「お友だちが、お目覚めじゃ」

「ドミン？」

　彼が現れた。

「エッソ……エッソじゃないか!?」

　我が目を疑う。

「君がどうしてここに？　君はベルファルド社長と一緒に、マイオリンガへ行ったはずじゃないのか？」

「違うよ」

　と、涙目で、エッソ。

「君が、マイオリンガにいるんだよ」

　やにわにがばっと、ドミンに抱き付くエッソ。

「よかった、ドミン……本当によかった」

「こら、まだ衝撃を与えてはいかん!!」

　ドクターが叱しつ咤たしたが、エッソの耳には届いていない。

「君が……君がいなくなってしまうなんて──」

「エッソ……」

　二人はきつく抱ほう擁ようした。

「しかし、驚いたなあ……」

　声を詰まらせながら、ドミン。

「目が覚めたら、ベルファルド・コーポレーションにいるなんて……。夢をみているようだ。そうそう、僕は結婚するんだよ、エッソ」

「寝耳に水だな」

「寝ていたのは僕だよ」

「まあ、そうだけど……。で、お相手は誰だい？　寝たきり社長さんプレジデント」

「大統領プレジデントさ」

「へ──？」

「彼女は僕のプロポーズを、受け止めてくれたよ。天にも昇のぼる気持ちだったなあ……。危あやうく本当に、昇天してしまうところだった……。まさか、ここは天国じゃないだろうね？」

「安心せい」

　と、キタグチ。

「ここが天国であるはずがない。このワシがおるのが、何よりの証拠じゃわい」

「じゃあ、地獄？」

「どうやら脳に、重大な損そん傷しようはなさそうじゃの。それだけ頭が回れば、心配あるまい」

　ドクターは、ひとまず安堵した。

「しかし、驚いたのう。おまえさんがプロポーズした直後じゃったとは……」

「人生いいことばかりはないという、見本ですかね？」

　苦笑いするドミン。

「あの人の肩越しに、銃じゆうを構えた奴が見えて、咄とつ嗟さに……そうだ！」

　思い出したという風に、ドミン。

「僕は犯人の顔を、見たんです!!」

　居ても立ってもいられないという表情で、ドミン。

「先生、お手数ですが警察の方を呼んでいただけませんか？」

「呼べと言われてものう……」

「こうしている間にも、あいつはまた、イツマさんを狙ねらって──」

「うむ、それは放置できぬことじゃろうが、いかんせん、ここは共和国ではないからのう……」

「じゃあ僕を一刻も早く、共和国に戻してください!!」

「まだ無理じゃ」

　とキタグチ。

「最低でも一ひと月つきは安静が必要じゃ」

「僕……どれくらい意識がなかったんですか？」

「ちょうど一週間だよ」

　とエッソ。

「撃たれてから──」

「冗談じゃない！　急がないと……。あいつはきっとまた、大統領を狙って。畜ちく生しよう！　あの貌かおは忘れないぞ」

「ドクター」

　エッソが提案した。

「取り敢あえずモンタージュだけでも作成して、共和国に転送しましょう」

「そうじゃな。しかし、今はあまり無理をさせん方がいい」

「そんな悠ゆう長ちようなこと、言ってられません。あの人が殺されるくらいなら、僕が死んだ方がよっぽどましです。噓うそじゃありません。咄嗟にあの人のことを突き飛ばした時だって、僕は本当にそう思っていたんです」

「わかるよ」

　頷うなずくエッソ。

「よくわかるよ、ドミン……」

「でも、さすがに今はもう、死ぬのは嫌いやだな……」

「とにかく、犯人のモンタージュを──」

「誰か、専門家がおったかのう……」

「そうだ！」

　エッソが手を叩たたいた。

「ルナール課長がいい!!」

「ルナール？　ああ、あの自称コンピューター神学者のサン＝ルイ・ルナールか」

「はい。彼に頼んでみましょう。彼ならモンタージュ作成など、お手のものでしょう」

「見るからにそういうのが、好きそうじゃしな」

　一時間後──、

　コンピューター神学の権威──もっとも、コンピューター神学などという卦けつ体たいな学問を専門に研究しているのは、ほとんど銀河で彼一人だが──サン＝ルイ・ルナールが、押おっ取とり刀がたなで病室に現れた。

「モンタージュを作成して欲しいというのは、君か？」

　ドミンを見て言った。

「はい」

「よく僕に声をかけてくれた。こういう機会を待っていたんだ！」

　喜き々きとした表情で、ルナールは言った。いつもの無ぶ愛あい想そうな様よう子すが、まるで別人のようだ。

「課長の専門のコンピューター神学とは、違うような気もするのですが──」

　とエッソが言えば。

「いいんだ」

　と、ルナールは切り返す。

「コンピューター神学は趣味でもあるが、あくまで本業だ。その点、モンタージュやコラージュは、純然たる趣味。どっちがより燃えると思う？　それに、コンピューター神学に目覚めたのはつい五年前だが、パソコンを使ったコラージュは、もう十年以上やっているんだ。年季はもちろん、のめり込み具合だって違うよ」

「もしかしておまえさん」

　キタグチが言った。

「中学生の頃、アイドルの顔をヌードピンナップのボディーにコラージュしてはおらんかったか？」

「御ご名めい答とう。昔取った杵きね柄づかってやつですよ」

　苦笑いするルナール。

「誰でも一度はハマりますけどね、でもそんじょそこらのアイコラ（アイドル・コラージュ）おたくとは一緒にして欲しくないですね。銀河広しといえども、３Ｄ可動映像でアイコラをやれるのは、私くらいなものと自じ負ふしているんです」

　持じ参さんした器材をてきぱきとセットしながら、ルナールは言った。

「さあ、始めようか」




「ドミンもエッソも、あたしたちを見たらきっと仰ぎよう天てんするわよ」

　病室への廊ろう下かを歩きながら、ユーリアは言う。

「まさか帝国から、はるばるお見舞いに来ただなんて、思いもしないでしょう」

「そいつはいいんだけどな」

　彼女の付き添い兼護衛役という名目で嫌いや々いやながら来ているリカルド・ゴメスはぼやくように言った。

「ちゃんと帰れるって保証は、あるんだろうな」

「さあ、どうかしらね。このまま抑よく留りゆうってことにならなきゃいいけど──」

「その可能性はあるぜ」

　とゴメス。

「なにせ、おまえさんは一応帝国の厚生大臣、俺は警察長官、一応ＶＩＰだ」

「一応は余計よ」

「ったく、御ご大たい層そうな友情だぜ。ま、友だちと腐くされ縁えんは大事にしなきゃな。将来食いっぱぐれた時、何と言っても役に立つのは、その二つだ」

　骨身に染しみるような、ゴメスの名めい言げんである。

「ドミン……元気かなあ」

　花束を抱かかえ、ドアの前に立ち止まる。

「失礼ですが──」

　ドアの前に立っていた私服の女性が、彼女を見み咎とがめて言った。おそらくセキュリティーだろう。

「その花束を、改めさせていただけますか？」

「失礼ね！」

　と、ユーリアは目を剝むいた。

「あたしはドミンとは、同窓の親友よ。そんなことする訳ないじゃない！」

「規則ですから……」

　低い声で言う女性ＳＰ。

「規則規則って、あなたねえ──」

「そうともよ。その花束の中に、銃じゆうや爆弾が隠してあるとでも……え!?」

　ゴメスは一瞬、目を疑った。

「あんた──まさか!?」

「ゴメス！」

　ボニー・リトラ・カーライル巡じゆん視し正せいは仰天した。

「ゴメスなの!?　あっきれた。こんなとこで、何やってんの？」

「親善訪問さ」

　と、ゴメス。

「これでも今や、警察長官様さまなんでね。そういうあんたこそ、何ガードマンの真ま似ね事ごとやってんですか？　確か、まだ共和国に残っていたはずじゃ……」

「今は大統領直属の特務機関、ＳＳＳＳＳフアイブ・エスのエージェントよ」

「そいつはまた、御ご大たい層そうな出世で……」

「ドミナント社長が、狙そ撃げき犯はんの顔を見ているの」

　リトラは言った。

「モンタージュを作成するそうなので、妨害されないように共和国から急きゆう遽きよ派は遣けんされたのよ」

「御苦労なこった」

「悔くやしいのよ……」

　リトラは唇くちびるを嚙んだ。

「ドミナント社長が撃たれたのは、私の責任……。犯人は大統領を狙ったの。もし狙い通りに命中していれば、私の首が飛ぶくらいじゃ済まなかったわ。あの犯人だけは、必ず私の手で……捕つかまえてやる」

「頑張ってくれ。陰ながら応援させてもらうぜ。じゃ、ちょっくら通してくんな」

　擦すり抜けようとする二人を、

「待ちなさい」

　呼び止めるリトラ。

「その前に花束を、チェックするわ」

「だ・か・ら、この中に銃や爆弾は入ってねえって言ったろ！」

「そう……」

　冷ややかな目で、リトラ。

「じゃあ、これは何？」

　リトラの指先が、薔ば薇らの蕾つぼみの中から『それ』を摘つまみ出した。

「盗とう聴ちよう器きね……」

「だから言ったろ。銃や爆弾じゃねえって」

「あのね……」

「たはは、やっぱりバレちまったか、ついでにって思ったんだが、さすがですなあ……リトラ警視正……って、今は違うか」

「あなた、セコいところはちっとも変わっちゃいないのね。哀かなしいくらいに──」

　呆あきれるリトラに、

「言っておきますが、こいつは私の一存でやったことですからね」

　と、ゴメスは言った。

「ヒープ厚生相は全く、与あずかり知らぬところですから……」

「わかってるわよ。油断も隙すきもありゃしない。抜けてるけど──。とにかく、あなたたちだけを中に入れる訳にはいかないわ」

　手を叩いて部下を呼んだ。

「ラルゲユウス監かん査さ部長、ゴーガ監査。ここを頼むわ」

「はっ！」

「誰も入れないでよ」

「心得ております!!」

　敬礼する二人。

「大の男を顎あごで使うところは、相変わらずだなあ……」

「皮肉のつもり？」

「褒ほめたんだぜ」

「相変わらず素直じゃない……」

「ドミン？」

　ユーリアがドアを開けた。

「ちょっと違うな」

　ドミンはユーリアが入って来たことにも、気付いた様よう子すはない。それくらい、没ぼつ頭とうしていた。

「もうちょっと顎が細かったような気がする……」

「じゃあ、これでどうだ？」

　バンクの中から別の顎を持って来て、画面上で嵌はめるルナール。

「別の角度に回してみるぞ」

「う～ん。前から見た幅はいいけど、こんなにはしゃくれていなかったような気がする……。あ、思い出した、横を向いた時に、耳の形が見えたんだ。すごい副耳だった」

「大した記憶力だ。お陰ではかどるはかどる……」

　微笑ほほえむルナール。

「じゃあ、顎の角度をこう変えて……耳はこんなもんか？」

「うん。ちょうどそれくらいだ。いや、ちょい大おお袈げ裟さかな？」

「若じやつ干かんデフォルメした方がかえって似るんだけどな……。ま、こんなもんだろう」

「あ、そう。その耳！　よく見付けてきたね」

「あらゆるパーツを、サンプリングしてあるのさ」

「大したもんだ……」

「じゃあ顎と耳と、それから髪形を修正して、一緒に合成してみるぞ」

　マウスをクリックする。

「すごい！　さっきより一段と似てきた。うん！　こいつだ。間ま違ちがいない!!」

「こんなもんか……」

　一息つく。

「ちょっと休んだら、次は服を着せてみるか？」

「帽子を被かぶってたな……。ここまでやったんだ。一気にやっちゃわない？」

「無理すんな。君の体力が心配だ、社長。それに、俺にもコーヒーくらい飲ませろや」

「済まないね」

「いや。楽しいぜ。おっと、お客さんか……」

「ドミン……」

「ユーリア！」

　ドミンは狂きよう喜きした。

「いつ来たの？」

「今しがた……。元気そうね」

「元気出ちゃったよ。どんどん犯人像が出来上がっていくんで、楽しくてさ……」

「ユーリア……」

　エッソが声をかけた。

「エッソ!!　凄い！　三さん羽ば烏がらすが揃そろったわ」

「デアウラ……オメガＧ─[image: ]以来か」

「そうなるわね」

「とにかく、生きてこうして、また逢えてなにより」

「社長に常務に、厚生大臣かあ……」

「科学技術庁長官も兼任なの」

「そうか。みんな、再会する度たびに出世していくなあ……」

「この分じゃ、三人ともトップに立つ日も遠からずね」

「それはないと思うな」

「うん。僕としてはいつまでもイツマさんが大統領でいて欲しい」

「僕だって、我が社もベルファルド社長あったればこそさ」

「そうね……。スレイのいない帝国なんて、意味ないものね……」

　期せずして、同窓会が始まってしまった。

「やれやれ……」

　いきなり暇ひまになってしまったゴメスが、何なに気げなくモニターを覗のぞき込む。

「さてと……、イツマを狙そ撃げきしようとした奴は──」

　彼の表情は、いきなりそこで凍こおり付いた。

「どうしたの？」

　リトラがモニターを見た。そして絶ぜつ句くした。

「知ってる……よな」

「ええ」

　頷くリトラ。

「知ってるわ。ブラックリストで、嫌いやというほど見た顔よ」

「こりゃ、もうひと波乱あるぞ」

「ひと波乱で済めばいいけど──」

　リトラは唇くちびるを嚙かんだ。

「次にこいつらが動くとすれば、やはり……」

「結婚式！」

　二人は顔を見合わせ、頷き合った。










　第七十四章　本日は御ご多た忙ぼう中……




「大統領に聞け！」

　オープニングテーマとともに、華はな々ばなしいタイトルロールが画面に現れ、やがて一人の人物が、画面に大アップになった。今や銀河でその名を知らぬ者は人間をやめた方がいいと言われるまでに有名な、新大統領その人である。

「大統領閣かつ下か……。本日は御ご多た忙ぼう中、この特別番組に御出席くださって、誠まことにありがとうございます」

　インタビュアーのブルース・スウェインが、珍めずらしく社しや交こう辞じ令れいから入った。それだけ彼も、この若きリーダーには敬意を払っているということだ。

「いえ。私とて、物事の優先順位くらいは心得ていますよ。今はこの番組に出演することが、有権者の皆様に私のスタンスをわかっていただく最も有効な手段だと思えばこそ、こうして出演にも応じた訳です」

　いつもながら、涼しい表情に涼しい声。またファンが増ふえるだろう。それと同時に、番組の視聴率も──。

「しかし、同じような引合いは、いくつもあったでしょう？　その中から、特に我がゴアテレビを名指しで選ばれたという真意を、まずお聞かせください。差さし支つかえなければ……ですが」

「勝手知ったる……というのが偽いつわらざる理由でしょうか」

　イツマはその指先で髪の毛を弄もてあそびながら微笑ほほえんだ。

「もちろん、ゴアテレビがタイラーグループの傘さん下かメディアだという事実は否定しようもない。お手盛り、手て前まえ味み噌そという批判は覚悟しています。しかし、それ以上に、私はゴアテレビのスタッフを信頼している。それが大きかった。特にミスター・スウェイン、あなたの些いささか口は悪いが誠実なキャラクターと、この企画のプランナーでもある敏びん腕わんプロデューサー、ケンゴ・フジキ氏の公正中立なスタンスが、広く国民にアピールしたいという私の趣旨に合がつ致ちする……ということでしょうか」

「それは、具体的にはどのような？」

「以前、フジキ氏はまだ新体制樹立以前のイーサン・ベルファルド社長を特集した特別番組で、娯楽番組でありながら、放映終了まで中立のスタンスを守り続けました」

「はい。あの時は、彼はまだＡＤ（アシスタント・ディレクター）でしたが、驚異的な視聴率を上げ、国民の支持も得て、いまや押しも押されもせぬ『視聴率の魔術師』です」

「ええ。よく存じておりますよ」

　頰に指を添え、優美な仕し種ぐさで微笑む。人類史上、これほど絵になる政治家はかつてなかった。ヴィジュアル系大統領というその異い名みようも伊だ達てではない。

「ですが、私は彼の手腕もさることながら、一見受け容いれられ難がたい彼の意見を、最後まで放映し続けた彼の英断をこそ、より高く評価したいのです。視聴者も馬ば鹿かではない。結果は視聴率となって跳はね返り、彼の地位を不動のものにしましたね」

「大統領も、あの番組を──」

「ええ。リアルタイムで観みていました。ベルファルド社長とは、個人的にも肝かん胆たん相あい照てらす仲なものですから……。今も、その気持ちは変わっておりません」

「あなたとベルファルド社長との友情は、有名ですね」

「ええ。悪い評判も随ずい分ぶんとあるようですね」

　微笑む。この笑顔は利きいた。スタジオ脇でモニターを見ていたアキヅキが、一瞬、

「よしッ！」

　と、思わず拳こぶしを握って小さく叫さけんだほどである。

「今ので支持率が、さらに２ポイントは上がったぞ……」

「あのう……、こんなことを訊いて宜よろしいのでしょうか？」

「どうぞ」

　とイツマ。

「その為に、来ました」

「あなたはベルファルド社長ばかりではなく、帝国の事実上の独裁者であるあのドン・レオ・スレイ氏とも、知ち己きだったそうですね」

「過去型にする必要はありません」

　とイツマ。

「今でも知己です。少なくとも私は、そのつもりです」

「今のは問題発言……ですね」

「はい。ですから問題発言をそのままノーカットで放送してくれる番組として、あなた方を選びました」

「なるほど──」

　スウェインは思わず唸うなった。

「そこまで深しん謀ぼう遠えん慮りよあってのことですか……。これは『どうぞお手て柔やわらかに』と、我われ々われの方こそお願いしなければなりませんね」

「いや。お手柔らかにはやはり私の台詞せりふです。今日は色々と、話したくて参まいりました。時に視聴者の皆様には、耳の痛いことや、聞きたくないことも申し上げる覚悟で参ったのです」

「何か……インタビュアーである私の口からこう言うのもおかしいとは思いますが、非常にワクワクしてきました」

「ええ。楽しみにしてください。決して皆様の御期待は裏切らないと思いますよ。反面、予想は大いに裏切りたい」

『この人は天てん性せいの演出家だな』

　と、スウェインは思った。下へ手たをすると自分も、プロデューサーであるフジキも喰われちまうぞ。本気でぶつかる覚悟を決めないと……と自然襟を正す。

　真剣勝負だ。

「時間一杯、やりましょう」

「エンジンがかかりましたね」

　もう誰も、チャンネルを変えられなくなった。

「まず──」

　と、イツマは開かい口こう一いち番ばん、言った。

「国民の皆様を偽いつわり続けてきたことを、この場を借りてお詫わび申し上げたい」

「偽り？」

「はい」

　イツマは頷いて、言った。

「今まで隠してきましたが、私は……女です」

　その瞬間、視聴率の針は振り切れた。




「女……女性……あなたが……!?」

「はい。理わ由けあって、今まで男性として生きてきました。しかし、このまま自分を偽り続けていくことができなくなったのです。あまりにも万ばん人にんに対し、不誠実な生き方ではなかろうかと──」

「信じられない……。いや、失礼。私も長いことこの世界で生きてきましたが、これほど驚かされたことは──」

「私を男と信じて投票してくださった皆様に、まず……」

　頭を下げた。

「深く、お詫びしたい」

「カミングアウト……と申し上げて宜しいのでしょうか」

「はい。言葉は人それぞれでしょうが、私なりのカミングアウト……けじめです」

「大統領、今この放送を見ている人の驚きまで伝わってくるようですが……」

「はい。おそらく政界、財界、あらゆる層、銀河のあちこちで、大変なことになっていると思います」

「覚悟を決めて告白された、今の率直なお気持ちをお聞かせください」

「軽くなりました」

　とイツマ。

「それと同時に、せいせいしました。不ふ謹きん慎しんでしょうか？」

「いえ……」

「こんなにあっさりと済んで、気が晴れるものなら、今まで男として生きてきた十五年間は何だったんだろうと……。青春を返せといったところですね」

　口調と表情に、微妙な変化が現れたのを、さすがにスウェインは見み逃のがさなかった。

「今、画面の向こうではあなたを見る目が変わったと思います」

「覚悟していました」

　微笑む。
















「はたして一人の若い女としての男性諸氏の評価に、耐え得る外見でしょうか？」

「それは──全く問題ないと思います」

「むしろ、同性の評価が怖こわいな」

「それも……問題ないと思います。そう思って改めて眺ながめると、あなたなら、むしろ下手な男性よりも、よほど女性に──失礼！」

「いえ。当然その辺りのことは、計算しています。確信犯なんですよ、私は……」

「そこまであけすけに言われると、私には言葉がありません」

「しかし、政治は別です」

「そうですね」

　とスウェイン。

「カミングアウトされたまま、大統領を続けられると？」

「はい」

　とイツマ。

「もちろん、今まで国民を騙だましてきた罪は大きい。女に大統領はやらせられないというのであれば、辞やめるしかない」

「辞めないでください！」

　スウェインの口から咄とつ嗟さに出た言葉は、おそらく大多数の意見を代弁していたろう。

「そんなつまらないことで……と敢あえて申し上げます」

『その通りだ』

　と、果たして何億人が、頷うなずいたであろうか。

「それは……有権者の皆様が決めることですよ」

「ですが、今こそ我々は、あなたの抜きんでた指導力と、若さと、男性をも凌りよう駕がするパワーと……その、カリスマとが必要だと思うのです」

「さあ……そこまでは」

「カリスマと言うよりは、アイドル性ですかね」

「貌かおだけで大統領やっていけるとは思わないな」

　苦笑した。




「やれるよ」

　と、画面を見ながら、スレイは頷いた。

「トップってのは、貌だぜ。外見だけで大たい抵ていのことは、なんとかなっちまうものなのさ」

「至し言げんですな……」

　プラティープが頷いた。

「ま、あなたの場合の貌と、あの人の貌とでは、同じ『貌』でも意味がまるっきり違いますが──」

「言うなよ」

　スレイは苦笑した。

「気にしているんだからよ……」

「まあ、どちらも『いい貌』には違いありませんけどね……」

「フォロー・サンキュー。だけど、ちょいと黙ってろ」

　軽く手を振ると、スレイは再び画面に没ぼつ頭とうした。




「もしも宜しければ──」

　スウェインもプロの意地で、突っ込まない訳にはいかない。彼の疑問は国民全員の疑問なのだ。

「あなたが『女性』であることをやめられた理由と、そのことを隠すことをやめた理由とを、お聞かせ願えないでしょうか？」

「はい」

　イツマは頷く。

「十一歳の時に……レイプされました」

「──!?」

「忘れたかったが、今日まで一日たりとも忘れられない……」

　その頰を涙がつっと伝わるのを、カメラは逃のがさず捉とらえた。

「その時に、表向き女であることをやめました。ギリギリでした。あと一年遅かったら、この手は使えなかったでしょう。既に第二次性徴は始まりかけていましたから──。その発現を経けい口こう薬やくとホルモン注射によって可能な限り抑おさえ、男性として振る舞うことにしました」

「…………言葉が、ありません」

　とスウェイン。

「私は男性ですが、性的暴力に常に脅おびやかされている世の女性の中には、身につまされる方も多いことと思います。ですが、あなたの親おや御ごさん方は、あなたのその選択に反対されなかったのですか？」

「もちろん心の中では大反対だったことでしょうね」

　微笑む。すっかり普段のイツマの表情に戻っていた。

「ですが、その時の私の迫力が、両親をして有う無むを言わさず認めさせてしまったのだと今にして思います。実際、我ながら不退転の決意でしたから──」

「察するに余りあります」

「また、その決意の強さが、私に『ただの男に負けてなるものか』というパワーを与えてくれたのだと思います。絶対に赦ゆるさないし赦すこともできませんが、そういう意味では私を汚けがしたその漢おとこのことを、今になってみれば感謝しています。皮肉ではなく……」

「それにしても……伝記を書けばベストセラー間ま違ちがいなしですね。予定はないのでしょうか？　俗な感想で済みません」

「いえ。そのうち自分で書いてみたいと思っております。私がこれまでに出した本を上回る売り上げでしょう。こんな美お味いしい仕事を他人の手に委ゆだねるつもりはありません。ですが、当分は無理でしょうね」

「ここを一歩出たら、もみくちゃですよ、あなたは……」

「セキュリティーはしっかりしておりますから、どうか御安心を──」

　さらに微笑む。もう誰にも、彼女への共感を止められない。

「ですが、話すべきことはこの場で、全部話してしまいますから……」

「あなたの秘密を知っていた人は？」

「ほんのひと握りの側そつ近きんと、身内……。それに、スレイとベルファルドです。彼らの口の固さには、いくら感謝してもし過ぎることはないでしょう」

「ジャスティ・ウエキ・タイラー……あなたの曾ひい々ひいお祖じ父いさんは、もちろんそのことを？」

「高こう祖そ父ふは、私の意志を最も尊重してくれた一人です」

　とイツマ。

「あらゆる方面に手を回して、箝かん口こう令れいを敷いてくれたのも、あの人です……」

「そうですか。では、今日の衝撃のカミングアウト……重ねがさねも俗っぽくて申し訳ございません……告白に至られた直接のきっかけは？」

「私を女性だと知っている数少ないスタッフの一人から、プロポーズされました」

「ほう……」

「その直後に、彼は私を庇かばって撃たれました」

「では──」

「はい。私の後任でＴＡＣ社の新社長に就しゆう任にんした、ドミナント氏です。命を賭としてまでこの私を想ってくれる、彼の誠意に向き合うためには『このままではいけない』と思ったのです。本当に、あらゆる意味で、彼には感謝しています。見ているか……ドミン？」




「やるじゃん」

　と、ユーリアが病びよう床しようのドミンを見た。

「へ～っ、そういうことがあったのね……。ドミンもこう見えて、隅すみに置けないなあ」

「この、この！」

　エッソがドミンを、肘ひじでつっ突く。

「もう超有名になっちゃってから、このお兄さんは──」

「あとでゆっくり、なれ染めを聞かせなさいよ」

　ドミンには二人の言葉が、聞こえてはいなかった。

　ただ画面を見て、うるうると泣いていた。

「大統領……それだけで、僕は、僕は……」




「イツマめ。難むずかしい時期にカミングアウトしおって」

　と、もう一人の病床の主は渋じゆう面めんであった。

「万ばん事じが解決するまで、何な故ぜ待てん？」

「あら、わたしはいいと思いますよ」

　タイラーの寝ね間ま着きを着替えさせながら、ユリコ。

「むしろ、今しかなかったのではありませんか？」

「どうかな？　状況は相当に厳しいぞ。なにしろひとつひとつでも難しいものが、いっぺんに来てしまうのじゃからな」

「むしろ一度に片かた付づいて、結構なことじゃありませんか」

「そう思うのは、おまえが現実の厳しさを知らんからじゃよ」

「あなただって、女であることの大変さを、少しもわかってはいらっしゃらないのでしょう？」

　そう言われては、タイラー老には反論できない。

「それにしても、十五年前のあの事件の時といい、今といい、あいつはいつも、一人で勝手に決めてしまうんじゃのう……。どうしてこのワシに、相談せん」

「あなた」

　窘たしなめるように、ユリコは言った。

「いつまで自分の時代だと、思っているのですか？」




「カミングアウトした理由は、実はもうひとつあるのです」

「ほう……」

　とスウェイン。さっきからイツマのペースに翻ほん弄ろうされっ放しだ。空前の視聴率が稼げているからいいようなものの、プロとしてのプライドは、やはり傷付く。

「聞かせてください」

「ドレスをね……」

　と、イツマは、言った。

「着てみたくなったのですよ」

「と、おっしゃいますと？」

　スウェインの表情が、思わず緩ゆるむ。

「やはり、女性なら誰でもあこがれるという、あの純白の？」

「いえ。いきなり自分の番というのも、怖いので……。なにしろ、もう何年も女の格かつ好こうはしたことがなかったので──」




「噓つき……」

　と、ホテルのスイートルームで、ガラティアは微笑んだ。

「私と一緒にやった、あの看護婦のコスプレは一体何？」

「えっ!?　おまえが、看護婦のコスプレを!?」

　脇にいた、ソヨンの目の色が変わった。

「知らなかったなあ……」

「わたしは女医。看護婦は大統領……超ミニの」

「ほとんどイメクラじゃねえか」

　ワインのゴブレットを傾けながら、バスローブ姿のソヨンは言った。

「へええ……。おまえのはともかく、そいつは見たかったな」

「殴なぐるよ」

　ガラティアはすねて、毛布にくるまった。側そばの椅い子すの上には、スーツが乱雑に投げてある。

「おいおい、どうしたよ？」

「地じ雷らい踏んだ～」

　と、女子高生よろしく拗すねてみせるガラティア。

「やっぱり、今日はやめとく！」

「おいおい、ここまで来てそいつはないぜ。俺は実に一ひと月つきぶりの休暇……。おまえに至っては──」

「もう怒っちゃったもんね～。大統領に頼んで、看護婦ごっこでもすれば～」

「済すまん！」

　ソヨンはバスローブのまま、床に土ど下げ座ざした。

「俺が、悪かった……。おまえの方が断然、魅力的だ」

「百万回、言え！」

　ガラティアは一瞬女王様になりきったので、イツマが次に言った肝かん心じんの台詞を、聞き逃した。




「なにしろ、もう何年も女の格好はしたことがなかったので、いきなりぶっつけ本番というのは自信がないのです」

　イツマは言った。

「だから、その前に、取り敢あえず今招待状の来ている式には、タキシードではなくドレスを着て出席したいと思ったのですよ」

「ほう……」

　とスウェイン。

「それは、是ぜ非ひとも見てみたいものですな。さぞや……」

「ええ。告白した以上、堂々とドレスで出席できるでしょう」

　イツマはその瞬間、完かん璧ぺきに女の表情になっていた。

「楽しみだなあ……」

「駄だ目めです！」

　無ぶ粋すいな声が、いきなり割って入った。

「それは駄目です!!　大統領！」

「ちょ、ちょっと何ですか、あなた……」

　フロアディレクターの慌あわてた声。

「今、本番中ですよ！」

「離せ！」

　と、声の主。

「私は大統領閣下の、首しゆ席せき補ほ佐さ官かんだぞ!!」

「あちゃ～」

　イツマは顔を覆おおった。

「もう少しだったのになあ……。アキヅキの奴」

　自みずからの参列を、国民的コンセンサスとして取り付けることで、済なし崩し的に諒りよう承しようさせようというイツマの目もく論ろ見みは、脆もろくも崩れ去った。

「私の全存在を懸かけてでも、あなたをバグジー陛へい下かの結婚式に出席させる訳にはいかないのです！　絶対に!!」

　ともかくアキヅキの声は、全銀河ネットで流れてしまった。

「とにかく、下がって……」

「いいじゃないか」

　意外な助け船を出したのは、舞台裏にいたフジキだった。

「アキヅキ補佐官を、カメラ前にお連れしろ」

「ですが──」

「いいから!!」

　とフジキ。

「視聴率が最優先だ！　いいだろう？　な、ブルース」

　スウェインに目め配くばせする。

「ああ」

　もちろんスウェインに、異存のあろうはずがない。

「ささ、補佐官。どうぞこちらへ──」

「では……」

　アキヅキはネクタイを直し、カメラの前へ。

「みなさんこんばんは。首席補佐官の、キリヒト・アキヅキです」

　渡されたマイクを手に、律りち義ぎに挨あい拶さつした。

「う～ん……」

　自分でそうしておきながら、フジキは首を捻ひねらざるを得なかった。

「いまひとつ、メディア向きの素材じゃないなあ……」

「あの大統領と較くらべれば、誰だってそうでしょう？」

　フロアディレクターが言う。

「アキヅキ補佐官、今、あなたがおっしゃられたことですが──」

　すかさずスウェインが突っ込む。イツマよりも遥はるかに、馭ぎよし易やすいとみたのだ。

「大統領がドレスで御出席されたいとおっしゃられたのは、バグジー一世陛下の結婚式のことだったのですね」

「はい」

　とアキヅキ。

「とんでもない話です。私の威信に懸けても、絶対に出席などさせません！」

「ですが、ねえ……」

　スウェインはイツマに目配せしながら、言った。

『ここはひとつ、私に任まかせてくださいよ』

　と、その目が語っている。

　イツマは無言で、頷いた。

「その結婚式は、もちろん全銀河に中継される訳ですよねえ」

「そうなるでしょうな」

　とアキヅキ。

「ですが、何があろうとも絶対に、イツマさ……タイラー大統領の出席だけは、駄目です」

「何な故ぜです？」

「危険過ぎます」

「危険は承知だ」

　とイツマ。

「それをなんとかするのが、おまえの仕事だろう、アキヅキ」

「駄目なものはダメなんです！」

「敏びん腕わん補佐官ともあろう者が、能無し野党のようなことを──」

「私の目の黒いうちは、あなたをどんな結婚式にも出席させません！」

　自分でも意識していなかろうが、今やアキヅキは銀河で最も好感度の低い人物に成り果てていた。

「まあまあ……」

　スウェインが宥なだめる。

「落ち着いてください、補佐官……」

「これが落ち着いていられるか。私の職務は、大統領の安全を護まもることだ」

「ですが、それが『国益』に反することでも？」

「『国益』？」

「ええ。『国益』を護ることこそ、大統領の、ひいてはあなたの職務でしょう？」

「閣下が結婚式に出席されることと『国益』と、どんな関係があるというのだ!?」

「大ありです」

　と、スウェイン。世論誘導は、お手のものだった。弁護士上がりの補佐官など、彼にかかれば敵ではない。

「みんな、見たいんですよ。全銀河中継で、大統領閣下のドレスアップした艶あで姿すがたをね」

「へ──!?」

　アキヅキの口が、大きく開かれた。

「そう言うあなただって、本当は見たいんでしょ、ね？」




「よくぞ言ってくれた！」

　と、スレイは叫さけんだ。

「偉えらいぞ!!　断然おまえのファンになったぜ、スウェイン」

「あのアキヅキの馬ば鹿か面づらときたら……」

　プラティープも、笑いが止まらない。

「ひさびさに見たぜ。しかも、全銀河ネットで間ま抜ぬけ面づらを晒さらしやがった。いい気味だ」

「これで──」

　と、スレイは満足げに頷いた。

「イツマの出席を妨さまたげる、いかなる障害もなくなったな」




「では、改めてお聞きしますが──」

　アキヅキを軽くうっちゃったスウェインのマイクが、再びイツマに向けられた。

「大統領、あなたが敵対する帝国の元首であるバグジー一世陛下の結婚式に出席される意味を、お聞かせください」

「公こう人じんとしては、友好親善のためです」

　とイツマ。

「帝国と、よりよい関係を結ぶためにも、最良の外交だと信じています」

「なるほど……」

「また、私し人じんとしては、私はバグジーの従いと姉こです。出席は当然のことでしょう」

「なるほど……」

「出席しない、いかなる理由も見み出いだせません」

「御多忙中にも拘かかわらず……ですか？」

「はい」

　イツマは頷いた。

「多忙中ならばこそ、最優先事項なのです」

「なるほど。あなたの決意の程、よくわかりました」

「もっとも……」

　イツマは静かに微笑んで、言った。

「その紋切り型で言えば『御多忙のところ』に加えて、結婚式の当日は『お足あし下もとの悪い中』ということになるでしょうねえ。万ばん人にんに祝福されてとは言い難がたい結婚式であるだけに、尋常でなく、足下は悪くなることでしょう」










　第七十五章　鉄てつ壁ぺき同盟




「見ましたか？　あの花束の山」

　若い女性オペレーターが尋ねる。

「見たよ」

　と、大統領特別艦『ロードアイランド』の艦長であるイウラジ少将は頷うなずく。

「全部、大統領にだろ。凄すごい人気だな」

「あのう……」

　オペレーター嬢は、おずおずと尋ねた。

「艦長は、以前にも大統領と同じ艦ふねに？」

「ああ」

　頷くイウラジ艦長。

「まだＴＡＣ社の私設艦隊にいた頃にな。あの人が会長で、その頃からの縁さ」

「あの……こんなこと訊きくの変かも知れませんけど──」

「なんだね、ムトゥー少尉？」

「その頃から、気付いていらっしゃいました？　大統領が、実は女性だったということに……」

「気付いてね～よ！」

　と、艦長。

「こちとら、いつだって戦闘のことで頭が一杯だっちゅ～の！　そんな余裕なんてねえ。だが、まあ、今にして思えば、なるほどなあって思うくらいさ。男にしちゃ、いささか線が細すぎたからな」

「ですよねえ……」

「だが、胆たん力りよくでは、そこいらの男どもには負けちゃいなかった。少なくとも、俺よりは提てい督とくの器うつわだったかな」

「惚ほれちゃいますよねえ……」

「う～ん、女であることがわかっても、そういう感情はないな。なにしろ家柄が家柄だ。おや、少尉？　まさかおまえさん、大統領に？」

　無言で頰ほおを赤らめるムトゥー少尉。

「よせやい。相手は女だぜ」

「女性だということがわかってから、好きになったんです」

　少尉はうっとりとした目で、心ここに在あらずといった表情。

「このときめきは、何なのでしょう？」

「こっちが知りたいよ」

　イウラジは苦笑した。

「言っとくが、大統領の前でそういう表情は通用しないぞ。あの人は外見とは裏腹に、仕事に関してはとても厳しい方なのだ。一いつ切さいの妥だ協きようを赦ゆるさない」

「心得ております」

　ムトゥー少尉はオペレーターの表情に戻って、

「任務に私情を挟はさむようなことはありません。これでも士官学校首席ですから」

「ふ～ん……。最近士官学校も、質が落ちたんじゃないのか？」

「それは働きぶりを見て、御判断願います。しかし、大統領と同じ艦で働けるということが、今は嬉うれしくて──」

「おいおい、頼むぜ」

　イウラジは段々と心細くなってきた。ついこの前までルーズソックスを穿はいていたのではないかと思える新しん米まい少尉が、艦隊の目と耳を預かるのだ。いくら首席でも、不安になる。

「我々の任務は、大統領とその一族御一行様を、無事に結婚式場まで送り届けることだ」

「重じゆう々じゆう承知しております」

「だといいがなあ……」

「大統領のためなら、命かけちゃいます、あたし」

「いずれにせよ、人気は凄いな」

　その大統領が、特別座乗艦の艦長として、名指しで自分を指名してきた。これは軍艦乗りとして、素直に嬉しい。

「あの放送の最中は、どうなることかと思ったんだが──」

　イウラジ自身、あの生放送で初めてイツマが女性であったということを知り、仰ぎよう天てんした口だ。

「しかし、確かにあれが女なら、惚れるよなあ……。男でも、女でも──」

　より正確には、ファンになるといったところだろうか。さしずめイウラジなどは、親衛隊を仕切る立場にある。変なストーカーが付かないように、追い払うのも自分の仕事だ。なにしろ、年季が違う。

「そもそもあの人が女だということがわかって、がっかりしている奴なんて銀河にいるのか？」

「さあ、どうでしょうね」

　ムトゥー少尉は微笑ほほえんだ。

「少なくともあたしは、いないと思います」

「だといいが……」

　イウラジの表情は、何な故ぜか冴さえない。

「銀河中があの人のファンなら、そもそも護衛なんて必要ないはずだしな」




「がっかりだぜ」

　と、アントン・ブルミンは心底落らく胆たんした表情でぼやくのだった。

「イツマが女だったなんてなあ……。あれが男だったら、腰の細さといい、顎あごのラインの華きや奢しやさ加減といい、かぶりつきてえくれえにいいオトコだったのになあ……」

「まったくですよ」

　と、副官のドールマンも落胆の表い情ろを隠せない。

「女なら女と、最初に断ってくれてれば、こっちも妙みような期待をせずに済んだのに──」

「ま、確かに男にしちゃ、髭ひげの剃そり跡あともねえし、仕し種ぐさもどこか女っぽかったなあ……」

「自分はその女っぽい仕種を、その気けあり……と勝手に解釈してました」

　とドールマン。

「こいつは絶対、我われ々われの『お仲間』に違いないぞと。だから、裏切られた分、ダメージも大きくて……」

「あんたたち、本っ当に馬ば鹿かねえ」

　ケラケラ笑いながら現れたのは、ドロシーことジョナサン・ベルグマンだ。

「だからゲイって、ＩＱが低いって思われちゃうのよ。ま、もっとも二人して思いっ切り平均値を下げているのは、あなたたちでしょうけど……」

「そういうおまえは、失望しなかったのかよ」

　ブルミンは憮ぶ然ぜんとして、ニューハーフの提督を見上げた。

「え、ドロシーちゃんよ」

「あたしは最初から、アウト・オブ眼がん中ちゆう」

　美しさではイツマにもひけはとるまいと思われるベルグマンは、確かにショックを受けた形けい跡せきなど微み塵じんもない。

「ああ、やっぱりなって思っただけよ」

「え、すると──」

　ドールマンが驚いて反応した。

「ベルグマン提督は、イツマが女だと、気付いていたんですか？」

「そうよ。もう直観的に、わかってたわ」

「何故？」

「同じ『贋にせ物もの』の、勘かん……かしらね」

「なるほど。女装マニアであればこそ見抜けた、男装の麗れい人じんの正体ってことか……」

「あなたたちも性的倒とう錯さく者の端はしくれなら、そのくらい気付きなさいよ」

　相変わらず毒どく舌ぜつのベルグマン。

「言ってくれるぜ。だが、俺たちゃ別に倒錯している訳じゃねえ。ただ、女には興味が持てなくて、オトコにそそられるだけさ」

「そうですよ。それに、イツマ大統領にしても、倒錯している訳じゃないと思いますよ」

「どうかしらね？　彼女が心に深い傷を持っているのは確かだけど──」

「それを言うなら、俺たちだって、なあ……」

　ドールマンを見る、ブルミン。

「心に深いトラウマを持ってるぜ」

「低次元のね」

　とベルグマン。

「なにっ!?」

　目を剝むくブルミン。

「じゃあおまえの心の傷は、高こう尚しようだとでも言いたいのかよ、女装マニアのドロシーちゃん」

「心の傷のひとつやふたつなら、誰にだってあるわよ。自慢するほどのものじゃないわ」

　そう言って、フッと嗤わらった。

「でも、あたしのはちょっと特別かなあ……。なにしろ、両親が女の子を熱望していたのに、生まれたのは男……。おかげでノイローゼ気味の母親に、女の子として育てられちゃったんだから──」

「知らなかったぜ」

　とブルミン。

「あたし、女の子にもオチンチンがあるもんだって、大きくなるまで信じてたわ」

「いつ気付いた？」

「ハイスクールに入って、最初の体育の授業でよ」

　そう言って、ベルグマンは思い出したくもないという表情で、顔をしかめた。

「女子校だったの……」

「そいつは凄すげえパニックだったのと違うかい？」

「いちばんパニックになったのは、あたしよ」

　と、ベルグマン。

「犯罪者扱いされるわ、警察は飛んで来るわ、矯きよう正せい施設には送られるわ、揚あげ句に両親は別院送り……。思えば十五年間も、よく『娘』を騙だまし続けてきたとは感心するけどね。結局は自分たちが壊れちゃってただけだし……」

「そうか。おまえも苦労してたんだなあ……」

「いいえ。後悔したことなんて微塵もないわ」

　ドロシーの表情は明るい。

「むしろパパとママには、感謝してるの。こんな人生、二つとないわ。何ど処こへ行っても、女王様になっちゃうし……」

「まあ、ちょっと勝てんわな」

「イツマにだって、負けないくらい数すう奇きな人生だわ」

「確かに……」

　ブルミンはドールマンを見た。

「よかったな、俺たち、まだ『普通』だぞ」

「ええ、そうですね、提督」

　手と手を握り合う。

「おまえたち、ここにいたのか」

　スリチャイだった。

「軍務大臣！」

　三人は、立ち上がってさっと敬礼した。性的には普通でなくても、軍人としては普通人など足元にも及ばぬほど有能な連中なのだ。

「陛下から直じき々じきの、出撃命令だ」

「待ってたぜ」

「式場までの航路の安全を、確保せよ。特に共和国、並びにベルファルド・コーポレーションからの参列者の送迎の護衛は、帝国側主催者のそれよりも重視せよ、だ」

「心得ております」

「帝国の面子メンツが、懸かかっているものねえ……」

「ああ。来らい賓ひんにもしものことがあったら、今日まで営々として築き上げてきた帝国の威い信しんが失しつ墜ついするってもんだぜ」

「陛下も、おまえたちの能力には、大いに期待しておられる」

　スリチャイは言った。

「その御期待を、裏切らぬように──」

「結果として出します」

　と、ベルグマンは真顔で言った。

「そうか、私も諸君の働きには期待している」

「そうですか」

　ブルミンは頷いた。

「ところで閣下」

「ん？」

「我々の働きぶりを、直ちよく截せつその目で見られては？　今なら『ピライバーII』のＶＩＰ用シート、空あいてますよ」

　思わせぶりに、ウインクした。

「いや……それは──」

　たちまち言葉に詰まる、軍務相しようスリチャイ。

「今回は、遠慮しておく」




「『ピライバーII』、発進！」

　操そう舵だ手しゆが叫さけび、改『キャットフィッシュ』級潜せん宙ちゆう艦かん『ピライバー』は静かに、帝都のあるセランテ衛えい星せい軌き道どう上のドックを滑すべり出る。

「うむ」

　頷くブルミン。

「二番艦『コリドラス』は？」

「発進しました」

　と、オペレーター。

「そうか……。ドールマンの奴、艦長としては初うい陣じんだから、さぞや張り切っているだろうなあ……」

　満足げに言う、ブルミン。

「その分、こっちは有能な副官がいなくなって、ちょいと寂さびしいかな……」

「ドールマン艦長の方も、提督がいなくて寂しいのではないですか？」

「だといいが──」

「三番艦『プレコ』、四番艦『ロリカリア』、五番艦『オトシンクリス』、続々と発進中!!」

「よし、全艦の発進を待って、輪型陣を組め！　そのまま亜空間に潜せん航こう!!」

「アイ・アイ・サー！」

　これら潜宙艦は、いずれも旧惑星連合宇宙軍の『キャットフィッシュ』級──ブルミンとベルグマンが帝国への亡ぼう命めい時に乗って来た『ピライバー』と『マツブッシー』がそれ──をベースに、帝国独自の技術力で改良を加えたものだ。原型よりも若じやつ干かん大型になり、攻撃力は強化され、航続距離も増している。

　なにより潜宙艦だけで編成された艦隊としては、空くう前ぜん絶ぜつ後ごの規模を誇る。

　その数、三十二隻──。

「それにしても、潜宙艦で航路の安全を確保するとは、考えたなあ」

「本当はその逆の、通商破壊の方が得意なんですけどね……」

「まあ、適任と言えるかも知れねえ」

　ブルミンは苦笑した。

「少なくとも、ずっと栄はえある任務であることには間ま違ちがいねえや……」

「第二潜宙艦隊旗艦『マツブッシーII』、出ます！」

　との、報告に。

「ふっ、ドロシーの奴……」

　と、ブルミンは北ほく叟そ笑えんだ。

「提督になっても、相変わらず対抗意識を剝むき出しにしてきやがる」

『それはこっちの台詞せりふよ』

　不意にスピーカーから、ベルグマン提督の声。

「ありゃ、聞こえてたか……。いつの間に？」

『ＩＱの低い提督の大声を傍ぼう受じゆするなんて、簡単よ』

「相変わらずだな。だが、戦果では負けねえぞ」

『こっちもよ。でも、今回だけは戦果よりも、航路の安全を確保する方が先決だからね』

「わかってるって。ギャアギャア言うな」

　第二艦隊の方も旗き艦かん『マツブッシーII』を先頭に『グラスキャット』『シノドンティス』『レッドテール』と続々発進し、艦隊を組む。

「じゃあ俺は、共和国からのお客さんを、迎えに行くからな。そっちはベルファルド・コーポレーションの方を頼むぜ」

『偉そうに……』

「ふん。ポカすんじゃねえぞ」

『誰に向かってお言いだい？　この不ぶ精しよう髭ひげへちま！』

「調子こいてんじゃねえぞ、脱毛ナスビ!!」

　口くち汚ぎたなく罵ののしり合って、それぞれの航路へと別れる。

「ったく……。せめて性格の方も外見並なら、俺だって少しは食指が動くのによ」

『ブルミン提督』

　ドールマンの声が、通信機から聞こえた。

『本当はベルグマン提督のこと──』

「よしてくれ！　おれはあくまで、まっとうなゲイよ。あんな女装オカマに興味はねえぜ」

『ゲイにまっとうも邪じや道どうも、ありませんよ』

　ドールマンは言った。

『我々はみんな心に傷を持つ、お仲間同士じゃありませんか』




「どんなことがあっても、この結婚式は阻そ止しする！」

　と、その超絶美び形けいの若者は言った。

「特にイツマの艦ふねだけは絶対に、この手で沈めてやるのだ」

「フロイ様……」

　彼の側そつ近きんで、豊かな金髪ブロンドを持つ若者が言った。

「既に、タイラー老の提てい唱しようする『銀河三分の計』は、ほぼ達成されております。もはや我々が、しゃしゃり出ることもないのでは？」

「違うな、ミヒャエル」

　フロイは琥こ珀はくの瞳ひとみで、ミヒャエルを見た。

「我々の本当の仕事は、これからだよ」

「これから？」

　もう一人の、漆黒ブルネツトの髪の若者が尋ねる。

「これからとは、どういうことでしょうか？　フロイ様……」

「わからぬか」

　フロイは言った。

「イツマ、スレイ、ベルファルド……この三人が築いた三大勢力の基盤、我々がそっくりいただこうと言うのだ」

「まさか──」

　もともと抜けるように白いミヒャエルの肌が、さらに蒼そう白はくになった。

「そのような……」

「まさかではない」

　と、フロイは二人の側近を交互に見た。銀河に名だたる、美形トリオと言っても過か言ごんではないだろう。

「ミヒャエル、ガブリエル……我ら三人で、その玉ぎよく座ざに君くん臨りんしよう。奴らがせっせと働いて築き上げた白はく亜あの城に住むのは、我々だ」

「あまりにも……虫がよすぎはしませんか？」

「賢かしこいやり方だと言え！」

　フロイの白はく皙せきの貌かおが歪ゆがみ、唇くちびるがねじ曲った。

「我々は、そのために雌し伏ふくしてきた。今日まで、泥水を啜すすってな。あの屈くつ辱じよくの日々を忘れたのか？」

「それは……」

　ミヒャエルは口くち籠ごもった。

「確かに。しかし、我々の崇すう高こうであった志こころざしとは、結局のところ、こんなものだったのですか？　我々の存在意義とは──」

「不足か？」

「いえ、ただ……哀かなしくて」

　ミヒャエル・カトリは言った。

「偉そうなことを言うな、ミヒャエル」

　フロイは嘲ちよう笑しようした。

「イツマの狙そ撃げきに失敗しておいて……。自称銀河一のスナイパーが、聞いて呆あきれる不ふ始し末まつではないか」

「その場でイツマに、二発目を打ち込む自信はありました」

「では、何な故ぜそうしなかった？」

「自分が、哀しかったのです」

　と、ミヒャエル。

「撃つ寸前、あのドミンという若者と一瞬目が合いました。あの真しん摯しな瞳ひとみ……愛する者を命に代えても護ろうという何の打算もない瞳を見てしまったのです。その彼に較くらべ、自分のしていることは何だろうと、自分はなんと卑ひ小しようなのだろうと、哀しかったのです」

「戯たわ言ごとを──」

　フロイは吐き棄すてた。

「そんな一時の気の迷いで、貴き様さまは任務を放ほう擲てきしたというのか。崇高な任務を──」

「崇高？」

　ミヒャエルは目を剝むいた。

「他人が血を流し、多大な犠牲を払って築き上げた仕事を、完成直前になって横から奪うことのどこが、崇高なのですか」

　ミヒャエルは背中を向けた。

「これまでです……」

「どういうつもりだ？　ミヒャエル」

「あなたには……ついていけません」

　ミヒャエルは言った。

「総すべての罪を、タイラー老に打ち明け、赦ゆるしを請こいます！」

「いや……」

　と、フロイは微笑ほほえんで言った。

「その必要は……ない。裁さばきは俺が、くれてやる」

　純白のガウンの下から、撃った。

　崩れるようにミヒャエルは倒れた。

「もちろん……有罪だよ」

　それから、もう一人の側そつ近きんを見た。

「おまえはどうする、ガブリエル？」

「私は、フロイ様と一緒に参まいります。何があろうとも──」

「そうだろう。おまえはミヒャエルよりも賢いと、前から思っていた」

　フロイはぞっとするような冷れい徹てつな笑顔で言った。

「タイラー老も、それをお望みなのだ。我々がどう振る舞おうとも、総すべてはあの老人の、掌たなごころの中で踊っているに過ぎんのだよ」




「スレイを最後に見てから、もう一年以上経たつんだな」

　と、ベルファルドは呟つぶやいた。

「そもそもこの前の時は、直じかに逢あっていない。ただ擦すれ違っただけだし……。早いものだ。どう変わったかな？」

「変わりようがないのではないのか？」

　と、バァムが言った。

「あの漢おとこだけは、何があろうとも変わりようがあるまい」

「いや」

　と、ベルファルド。

「彼はああ見えて、日々進歩している。今日のスレイは、昨日のスレイではない。もし、今度闘たたかったとしても、僕は彼に勝てないだろうな」
















「いや、そんなことはない」

　バァムは言った。

「おまえの側そばには、この俺がいる。俺も昨日の、俺ではない」

「そうか、忘れていた」

　ベルファルドは微笑む。

「ありがとう、バァム。だがもう僕は当分、スレイと闘うことはないだろう。もちろんイツマとも──」

「だといいがな……」

「ところでバァム……。礼服は持って来なかったのか？」

「礼服？　そんな物必要ない」

　バァムは笑って、

「俺は披ひ露ろう宴えんには出席せん。ずっと護衛役に徹てつするのだ」

「そんな……。君にも出席する権利、いや、義務があるよ。なにしろ君はバグジーの……」

「そう」

　バァムは頷うなずいた。

「俺は陛へい下か第一の側そつ近きんだ。立場の変わった今も、それは変わりない。だからこそ、今回は裏方に徹したい。陰ながら皇帝陛下をお護りする。それが我が曾そう祖そ父ふであるル・バラバ・ドムと、ゴザ十六世陛下との頃からの、ドム家の人間の使命なのだ」

「頭が下がるよ」

　とベルファルド。

「でも、それでも僕は、君に出席して欲しいな。礼服を着た君は、きっと絵になるよ」

「その気持ちだけは、有り難がたく受け取っておこう。しかし、俺は……ああいう晴れがましい席よりも、軍艦のブリッジの方がよほど寛くつろげる漢おとこなのだ」

「それは知っているけど──」

「社長……」

　ハルミIVが現れ、報告した。スーツに身を包んだ秘書姿である。

「先乗りで会場の下準備をしているエッソ常務から、定時連絡が入りました。作業は極きわめて順調。今のところ、特に問題はないそうです」

「御苦労だ」

　頷くベルファルド。

「エッソもよくやってくれている。そろそろ専務に昇格させてやってもいいかな？　いや、実際には副社長と言ってもいい働きぶりだよ。しかし、こう何もかもすんなりと決まると、かえって不ぶ気き味みだねえ」

「好こう事じ魔ま多おおしと、言うからな」

　とバァム。

「そうだ、ハルミさん」

「はい？」

「君に頼みがあるんだ」

「何でしょうか？」

「バァム部長の──」

　と、彼を見た。

「礼服を、手配してあげて欲しいんだ」

「い、要いらん……」

　バァムはうろたえた。

「そんなもの──」

「まあ、いいから」

　微笑む。

「今は着なくても、持っていればきっといつかは、役に立つ」

「そう言う社長は、服はございますの？」

「もちろんさ」

　と、ベルファルド。

「三年前に作ったモーニングが、あるよ」

「三年前？」

　ハルミIVは首を傾かしげた。

「失礼ですが、社長……」

「ん？」

「それでは、入らないかと存じます」

「え!?」

　思わず、自分の下腹を見る。

「そうか……少し肥ふとったんだ」

　実は社長に就しゆう任にんしてから、七キロも体重が増ふえた。重責からくるストレス、それと、会食の機会が増えたことも大きな原因だった。

「学生の頃は、五〇キロそこそこで、万年栄養失調とまで言われていたのになあ……」

「作り直しましょう」

「採寸している、暇がないよ」

　とベルファルド。

「やることが多過ぎて──。吊つるしので間に合わせるか……」

「仮かりにも国家元首が、他国の皇帝の祝しゆく賀が披ひ露ろう宴えんに既製品では失礼です」

「確かに……」

「それに、仮に前のが入ったとしても、結婚式は午後です。モーニングでは、場違いですよ。いずれにせよ、作り直しですね」

　ハルミIVは微笑ほほえんで、言った。

「バァム部長と仲好く、採寸なさってくださいな」

「たはは……」

「社長!!　部長！」

　血けつ相そうを変えたレーゲルフが飛び込んで来たのは、その時だった。

「どうした課長？」

「騒がしいぞ。軍人はいつも、沈着冷静に──」

「その許容度を超える事態です」

　と、努めて冷静に、レーゲルフ。

「当日の料理を担当するシェフ数十名と、大量の食材を乗せて、セランテから結婚式場であるカナンへ向かっていた帝国の輸送船団が、何者かに襲撃されました！」

「何だって!?」

　仰ぎよう天てんするベルファルド。

「それで、輸送船団は？」

「護衛艦隊が交戦中！」

　と、レーゲルフ。

「ですが、正体不明の敵艦隊は数が多く、なにぶんにも苦戦です」

「よしッ!!」

　と、バァムの表情が一変した。

「陛下の御ご成せい婚こんを妨害するとは赦ゆるし難がたき暴ぼう挙きよだ。レーゲルフ！　直ただちに出撃するぞ!!」

　まさにこういう機会をこそ、彼は待っていた。

「はっ！」

　さっと敬礼するレーゲルフ。

「そうおっしゃるだろうと、既に出撃準備は整ととのえております」

「そういう訳だ、ハルミ殿」

　申し訳なさそうに、しかしいくらかはほっとした表情で、バァムはハルミIVに言った。

「礼服の採寸は、またの機会に──」

「待ちたまえ」

　意外にも、ベルファルドが待ったをかけた。

「バァム、君は採寸に行け」

「なに!?」

　目を剝むくバァム。

「この非常時にか？」

「ああ。これは社長命令だ」

「いくら社長命令でも、こんな理り不ふ尽じんな命令には従えんな」

「いや……。いつもいつも、君にだけ任せておく訳にはいかない」

　ベルファルドは言った。

「これは、僕自身の問題でもある。僕らの友情が、脅おびやかされている。放ってはおけない」

「すると──」

　バァムが、ベルファルドを見る。

「ああ」

　強く頷いて、ベルファルドは言った。

「僕が、自みずから行く！」










　第七十六章　オールスター夢の戦場




『ＳＯＳ、ＳＯＳ！　所属不明の艦隊……。少なくとも戦艦クラス十隻を含む!!　駆く逐ちく艦かん中心の護衛艦隊だけでは到とう底てい太た刀ち打うちできない!!』

　悲痛な緊急通信の発信地点は、ここからごく近い。

「急げ！　すぐそこだ!!」

　戦艦『アグリッピナ』のブリッジに仁に王おう立だちとなり、スレイは叫さけんだ。

「披ひ露ろう宴えんの目玉は、あの豪華フルコースだ。あれ無しでは、舌の肥こえたお客さん方をもてなせねえ!!　何としてでも護まもり抜け！」

「しかし、盲もう点てんでしたね」

　とスリチャイ。

「我われ々われは出席者の安全にばかり心を砕く余り、料理のことはお留る守すになっていました。こちらに回せる艦艇は、手薄になってしまった……」

「ああ、迂う闊かつだったぜ」

　とスレイ。

「だがその分、食い物の恨うらみは深ふけえんだ。何者かは知れねえが、思い知らせてやるぜ」

「見えました！」

　と、オペレーターが叫ぶ。

「もう肉眼で、閃せん光こうが確認できます!!」

「おう！」

　スレイの躍動感溢あふれる巨体が、ほとんど飛び出さんばかりに前方に傾いた。

「派は手でにやってやがる。大だい丈じよう夫ぶかな？」

「護衛艦隊は、あらたかやられてしまったようです」

　とスリチャイ。

「ですが、肝かん心じんの食材とシェフたちは……無事です」

「ようし！　一匹も逃がすな」

　とスレイ。

「泥どろ棒ぼう猫ねこどもを、一いち網もう打だ尽じんにしろ。包囲して、一挙殲せん滅めつだ!!」




「スレイの誘い出しに成功しました」

　と、ガブリエル。

「ふふ、見事にかかったな」

　フロイは北叟笑んだ。

「思った通り……。スレイは滅めつ法ぽう強いが、単純だ。こんなあからさまな餌えさにもたやすく飛び付く」

　フロイの脳のう裏りには、大昔の漫画にでも登場するような、紐ひもを結んだつっかえ棒に被かぶせた笊ざるの下に米を撒まき、紐を引っ張ってスズメを獲とるような『罠わな』が思い描かれていた。これほどうまくいくとは、正直予想していなかった。拍子抜けするほどだ。

「あとは……紐を引くだけ。始めるか」

　フロイは右手の指を、パチンと鳴らした。




「真ちよく上じよう！　新あら手てです!!」

　オペレーターが叫ぶ。

「しまった!!」

　天を仰あおぐスレイ。

「食材を襲わせたのは、陽よう動どうか！」

「来ます！　戦艦含む、三百隻以上!!」

「こっちの三倍かよ……」

　臍ほぞを嚙かむスレイ。

　死命を分かつ決定的な数秒を、押さえられた。

「回避──」

「駄だ目めだ!!」

　唸うなるように叫んだ。

「今から回避しても、無防備な横腹を敵に晒さらすだけだ。もう闘たたかうしかねえ！　反撃開始!!」

　最初の火か線せんが、その直後に交こう錯さくした。双方の艦かん艇ていが爆発四し散さんしたが、スレイ艦隊の損失の方が六倍も多かった。

「このままでは全滅は必ひつ至しかと……」

　スリチャイの声に、

「まったく、俺としたことが迂闊だったぜ」

　と、唇くちびるを嚙むスレイ。

「何もかも、一人でやろうとしてよ……」

「こんな時、バァム提てい督とくがいてくれたら──」

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　スレイは一いつ喝かつした。

「そいつは言わねえ約束だぜ」

「敵艦隊、回り込みます！」

「まずい!!　包囲されちまう」

　スレイにしては珍しく、焦あせった。

「くそっ……まず退路を断ってから、ゆっくり料理しようって肚はらかよ」

「料理を護りに来て、こっちが料理されていては世話はありません」

「料理の方は？」

「さあ……もうやられてしまったのではありませんかね」

　とスリチャイ。

「申し訳ございません……私の作戦ミスです」

「馬鹿野郎、謝あやまるこたぁねえぜ」

　と、スレイ。

「命令を下したのは、俺だ。これはあくまで、俺の責任。スリチャイ……おまえまで巻き添えにしてしまって、済まなかったなあ……。この通りだ！」

　スレイはスリチャイに向け、深々と頭を下げた。

「すまん！」

「やめてくださいよ、執しつ政せい官かん……」

　照れるスリチャイ。

「楽しかったですよ。あなたと一緒で……」

「馬鹿野郎！」

　不意に怒るスレイ。

「誰が諦あきらめると言った。少なくとも俺は、まだ諦めちゃいねえぜ。反撃を続けろ！」

「はっ、はい！　それでこそ──」

　目を輝かせるスリチャイ。

　絶望的な反撃ではあったが、それでもフロイ艦隊の数隻が炎ほのおに包まれた。




「往おう生じよう際ぎわの悪い奴め」

　フロイは歯ぎしりした。

「まあ、これくれいでないと面おも白しろくないがな……」

　圧倒的な戦力で包囲しながらなかなかとどめを刺せない負け惜おしみとも取れる。

「陽動部隊に連絡」

　ガブリエルに命じた。

「より完かん璧ぺきを期すために、こちらに合ごう流りゆうさせろ」

「輸送船団の方は？」

　と、ガブリエルは尋ねる。

「ようやく、護衛艦隊を片付けたところですが──」

「構わん！　捨ておけ。標的はあくまでもスレイなのだ。そんなもの、いつでも料理できるわ。後で拿だ捕ほしてもいい……」

「わかりました」

　通信機に向かったガブリエルであったが、その表情が愕がく然ぜんとなる。

「陽動部隊との、連絡がつきません!!」

「なに!?」

「呼べど叫べど、反応なしです」

「馬鹿な……。三十隻はいたろう」

「妨害電波でしょうか……」

「にしては、ノイズがなさ過ぎる」

「……ですね」

『お生あい憎にくさま』

　通信機に飛び込んで来たのは、まったく予想もしなかった声であった。

『君たちの別動隊は、たった今、全滅したよ』




「その声は──!?」

　不思議な通信は、スレイ艦隊にも届いていた。

　それを聞いたスレイの表情が、文字通り一変する。

「ベルファルド！」

　まさに地獄で仏。

『スレイ、随ずい分ぶんと苦戦しているようだね』

　と、ベルファルドは言った。

『だが、もう大だい丈じよう夫ぶだ。大たい切せつな料理は護ったぞ』

「ありがてえ……」

　手を合わせる。

「持つべきものは……だなあ」

　涙が出てきた。

『すぐ、応援に駆け付ける。十分、いや、五分で行く！　それまで何とか、持ち堪こたえてくれ』

「悪いが、その必要はねえぜ」

　とスレイ。

「料理さえ無事とわかれば、勇気百倍よ。今まで一方的にやられ、堪こらえに堪えた堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが、切れたぜ。反撃開始！」




「させるか！」

　と、フロイも叫ぶ。彼にとっても正しよう念ねん場ばになってきた。

「こうなればベルファルドが駆け付ける五分以内に、スレイを殺せ！　奴の旗き艦かんに集中砲火を浴びせて、あとは一いち目もく散さんに離り脱だつする」

「あまり美しくない勝ち方ですな……」

　と、ガブリエル。

「体たい面めんなど気にしていられるか、今は勝てばいいのだ！」

「はい……」

　不ふ承しようぶしょう、頷くガブリエル。

「照準、『アグリッピナ』にセット。ロック・オン！」

「よし、撃──」

　不意に彼らの艦隊が、大きく揺さぶられた。

「後方の数十隻が──」

　ガブリエルは顔がん面めん蒼そう白はくとなった。

「消滅……しました」

「馬鹿な！」

　フロイは思わず振り向く。

「ベルファルド艦隊が駆け付けるまで、あと三分はあったはずだ。ワープでも使ったのか!?」

「違います！」

　と、ガブリエル。

「あれは、あの艦隊は──」

　百隻を超える艦隊だ。先頭に立つ戦艦の舳に描かれたのは、丸に『タ』の字の、タイラー家の紋もん章しよう。

「げえっ!!」

　フロイは叫んだ。

「イツマ……」




「卑ひ怯きよう者ものめ」

　と、『ロードアイランド』のブリッジで、涼しげな表情のイツマではあるが、その瞳ひとみは怒りに燃えている。

「私の最も嫌いなタイプだ。一いつ切さい容よう赦しやするな」

「心得ております」

　と、イウラジ艦長。

「しかし、大統領が自みずから陣頭指揮に立たれるとは、驚きましたなあ……」

「何を言う」

　と、イツマ。

「そもそも大統領とは、軍の最高指揮官でもあるのだぞ。まして銀河の恒こう久きゆう平和への近道ともあれば、当然だろう」

「そうですね」

　イウラジは改めて教えられたような気がした。

「確かに、教科書にはそう載のっています。形けい骸がい化かしておりますが……」

「私が大統領になったからには──」

　と、イツマ。

「形骸化した大たい義ぎ名めい分ぶんを、どんどん復活させてやるぞ。攻撃!!」

「ターゲット！　ロック・オン!!」

　新しん米まいオペレーターのムトゥー少尉が叫ぶ。

「撃てます！」

「早い!!」

　イウラジは舌を巻いた。

「どんなベテランでも、この倍はかかるのに……。本当に、有能だったんだ。この小娘……」

「早く！」

　叱しつ咤たするように、艦長を咎とがめるムトゥー。

「あ、ああ……撃て！」

　さらにフロイ艦隊の数十隻が火か球きゆうと化す。

「やりましたね、大統領！」

　にっこり微笑ほほえむ、少尉。

「ああ、よくやった」

　イツマも微笑みを返す。

「これからは、女の時代か……」

　思わず呟つぶやくイウラジの言葉に、

「いやですねえ」

　と、ムトゥー少尉は、思わず突っ込んだ。

「もうとっくに、そうですよ。まだこんな時代遅れのオヤジがいたんですねえ。信じられます？　大統領……」

「ああ」

　二人の女性は視線を交かわし、頷うなずき合って、微笑んだ。




「イツマ大統領の艦隊が、間かん一いつ髪ぱつで間に合いました！」

　と、快哉を叫んだのは、艦長のフランク・マコト・ロイドであった。

「ああ」

　頷くベルファルド。

「彼は……いや、彼女はきっと来ると思っていたよ」

　三人、揃そろい踏ぶみだ。

「こうなれば、我われ々われも一刻も早く、助すけ太だ刀ちに入りましょう」

　そう言ってベルファルドを見るのは、ブルーノ・リュンツラー砲ほう術じゆつ長ちよう。

「でないと、いいところは全部、あの二人にさらわれてしまいますよ」

「そうです。全速力だ」

「待ってくれ」

　ベルファルドは言った。

「ロイド部長、リュンツラー次長、コース変更だ」

「変更？」

「解げせませんな……」

「今から行っても、もう間に合わない。コースを変える。ハルミくん、機関室に繫つないでくれ」

「はい……」

　社長秘書のハルミIVが、機関室への回線を開いた。

『機関室です』

　と機関長のウンベルト・グロッシが答えた。

「やあ、グロッシ次長。突然だが、ワープするぞ」

『ワープですか？　どこへ？』

「これから言う、座標へだ。エンジンの調子はどうだい？」

『絶好調です！　我が社の製品は、トラブルとは無縁ですよ』

「そうだね。頼むぞ。さて──」

　呆あつ気けに取られている、ロイドとリュンツラーを振り向く。

「聞いての通りだ」

「わかりません、社長……」

　と、リュンツラーはぼやく。

「何な故ぜみすみす、チャンスなのに──」

「だから」

　と、ベルファルドは言った。

「そのチャンスを、拾いに行くんだよ」




「は、挟はさまれました……」

　と、狼ろう狽ばいするガブリエル。

「こんなに早く、形勢が一変するなんて……。両方の艦隊を併あわせても、まだ我々の方が、数の上では上回っているのに──」

「いいえ……」

　と、オペレーターが深刻な表情で告げた。

「たった今……数でも逆転されました」

「何故だ!?」

　と、フロイは呟く。

「何故、こんなに見事に連れん携けいできるのだ。ついこの前まで、あの二人は敵同士だったはず……。いや、今でも敵のはずなのに──」

「この、絶ぜつ妙みようの、コンビネーションは……。訓練を重ねた艦隊でも、こうはいかない。これが、立場的には敵対関係にある二人の提てい督とくによるものだというのでしょうか？」

「ガブリエル……」

　と、フロイは言った。

「かくなる上は、最後の手段だ」

「はい」

「逃げるぞ……」

「御ぎよ意い……」




「ふふ、さすがに気き脈みやくは通じているってか」

　スレイは微笑む。

「なまじな味方より、いいコンビじゃねえか」

「そう言われてみれば、イツマさんとの共同作戦は、これが初めてでしたね」

　とスリチャイ。

「信じられない。どうしてこんなに、互いの考えていることがわかっているように完璧に連携できるんだ。何の連絡も、合あい図ずさえもしていないのに……」

「そうか……言われてみれば初めてか。そういう気がしねえな」

　とスレイ。

「よし。そこで右に回り込め。敵はイツマに追い込まれて、そっちに逃げるぞ」

「わかっていらっしゃるんですか!?」

　と、仰ぎよう天てんするスリチャイ。

「イツマさんの、考えていらっしゃることが──」

「わかる！」

　とスレイ。

「わからいでか。この前やり合った時に、あいつの手は全部読んだよ。あいつの好みも、得意技わざも、何もかもだ。敵に回ってもいいライバルだが、味方にすると、これほど気心の知れた相あい棒ぼうもねえぜ」




「スレイの攻撃パターンを分析しておいて、本当によかったよ」

　とイツマ。

「おかげであいつがやり易やすいように、最高のトスを上げることができる」

「さっきからアシストばかりに徹てつしておられるようですが、宜よろしいのですか？」

　とイウラジ艦長。

「一方的勝利は疑いのないところでしょうが、少しはこちらも、いいところを見せておかないと……」

「艦長、大統領閣かつ下かには、もっと深い考えがあってのことのようですよ」

　窘たしなめるように、ムトゥー少尉。

「ね？」

「ああ。今日のところは彼に、花を持たせてやるさ」

　微笑むイツマ。

「ムトゥー少尉、スレイの艦隊機動のデータは──」

「もちろん、全部採とっています」

　と少尉。

「完かん璧ぺきです。次にやる時は、スレイ艦隊の手の内はバッチリですね」

「そう簡単にはいかないさ」

　とイツマ。

「でも、今日は攻撃を最小限に控え、こちらの奥の手は見せていないから、次回は断然有利になることは間ま違ちがいないだろうな。次にもし、彼と闘たたかうことになれば、の話だが……」

「女は怖こわい……」

　と、イウラジ艦長は呟つぶやいた。

「ほら、最後の敵の残党だ」

　と、イツマ。

「スレイの撃ち易い場所に、追い立ててやれ」

「はい！」




「全滅……寸前ではないか」

　段々と、追い詰められていくフロイ。

「どうしてこうもこうも、こちらの逃げる方逃げる方に、常に敵がいるのだ!?」

「さあ……」

「このままでは、身一つで逃げることさえ覚おぼ束つかない……」

　ガブリエルを見る。

「ガブリエル……」

「はい、フロイ様」

「悪いがおまえには、私を逃がすための盾たてになってもらう」

「ふ、フロイ様……」

　ガブリエルの膝ひざが震えた。

「私を──」

「栄はえある犠牲だ。喜べ」

「は、はい……」

　がっくりと床ゆかに崩れ落ちる、ガブリエル。

　また一隻、近くで戦艦が爆発した。




「最後の戦艦だ」

　と、スレイ。

「あれに、敵の親玉が乗っていやがるんだろう」

「はい」

　頷うなずくプラティープ。

「今までの汚きたないやり口からして、生かしておく道理はありませんな」

「ああ。だが、最後の一隻くらいは、助けてくれたあいつに花を持たせてやるか」

　スレイは呟いた。

「イツマ艦隊の前に追い込め。それでわかってくれるだろう」

「はい」

　プラティープは頷いた。

「そうします」




「私は嫌いやです！」

　と、ガブリエルは最後の最後で、フロイを裏切った。

「死にたくなあい!!」

　抑おさえ込もうとする主人の顔を蹴け飛とばし、脱出カプセルに逃げ込む。

「ガブリエル！」

　フロイは脅おどすように叫んだ。

「地獄に墜おちるぞ！」

「あなたの側そばにいる方が、私には地獄だ！」

　カプセルのハッチが閉まる。

「おさらばです、フロイ様……」

「さようなら、ガブリエル」

　と、フロイは嗤わらった。

「それでいい……。予定通りだよ」




「脱出カプセルだ！」

　とプラティープ。

「戦艦から、脱出カプセルが──」

「そいつに敵の親玉が乗ってる！」

　とスレイ。

「撃て！　イツマ!!」

『わかってる』

　静かに微笑むような、イツマの声が返ってきた。

『撃て！』

　一撃で、カプセルは消滅した。

　と──、

　カプセルを射ち出した戦艦が、揺らぐように輝き始める。

「しまった！　カプセルは囮おとりか!!」

　スレイは叫ぶ。

「逃げられるぞ！」

　だが、イツマ艦隊とスレイ艦隊の濃厚な火線が交こう錯さくする中、間一髪でワープする戦艦。

「ちいっ！　最後の最後で、詰めが甘かったぜ」

『あまり贅ぜい沢たくは言えないぞ、スレイ』

　イツマの笑い声。

『最初の大だい失しつ態たいを思えば、これでも上じよう首しゆ尾びだぞ』

「まあ、な」

　照れ笑いする、スレイ。

「危あぶないところを、ありがとうよ」

『どう致しまして』

「ところで、ベルファルド艦隊は、どこだ？」

　とスレイ。

「さあ……」

　と、首を傾かしげる、スリチャイ。

「さっきまで、その辺にいたと思うのですが──」

「五分で来るとかぬかして、もう三十分以上経たってるぞ」

　しかしスレイの口調に、咎とがめるような雰囲気は微み塵じんもない。

「レーダーからも、消えてしまいました」

「ちょっ。あいつにも、礼を言いたかったのになあ……」

　釈しやく然ぜんとしない。

「まあいいや。とにかく、料理は無事だった……」

　イツマ艦隊に、目を戻す。

「さあて、御ご一いつ緒しよに、カナンへと参まいりましょうか？　レディー」




「危ないところだった……」

　たった一隻でワープアウトした戦艦のブリッジで、フロイは冷汗を拭ぬぐった。

「もう、私一人になってしまったか……。ガブリエル、おまえの犠牲は、せいぜい無む駄だにしないでおいてやるよ」

　安あん堵どの気持ちがかえって、彼の傲ごう慢まんな心を裸にした。笑いながら彼は、踏み付けにした最後の腹心に対する心にもない感謝の言葉を述べた。

「さて、これからどうしてやるか。イツマ、スレイ……殺しても余りある奴らだが、今は暫しばらく、その首を預けておいてやる。だが、いまや私の手て許もとにあるのはたった一隻の戦艦と僅かな部下ではあるが、それでも貴き様さまらが楽しみにしている結婚式を、台無しにしてやるくらいのことはできるのだ」

　復ふく讐しゆうの鬼と化したフロイは、白はく面めんの悪魔よろしく、笑いながら長ちよう広こう舌ぜつを振るい続ける。

「貴様らが泣いて悔しがるようなことをしてやらねば、気が済まん。さて、どうしてくれよう。取り敢えずはこの戦艦を、式場であるカナンの教会に、ぶつけてやろうか。それも、誓ちかいの言葉の最中に──」

「フロイ様……」

　部下が言った。

「それとも──」

「フロイ様！」

「貴様らの──」

「フロイ様!!」

「ええい、五月蠅うるさい！　何事だ!?」

　楽しい妄想を邪魔されて、フロイは思わず怒鳴った。

　が──、

　その表情が、たちまち固まる。

「な……なんだ!?」

　琥こ珀はく色の目が、大きく見開かれた。

「この戦艦の群れは──!?」

「艦隊です……」

　と、美少年の部下は茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで震えながら呟つぶやいた。

「敵艦隊の密集地帯に、ワープアウトしてしまいました……」

「な──」

　戦艦に鮮やかなグリーンで描かれたマークを見て、さらに愕がく然ぜんとなる。

「あの……ＢＣのロゴは……ベルファルド・コーポレーションの、社章……」

「待っていたのです」

　と、部下は言った。

「彼らはここで、網を張って……」

「何故だぁ!?」

　フロイは絶ぜつ叫きようした。

「何故、こんな処ところに、ベルファルドがいるのだぁ!?」

　直後──、

　艦隊の一いつ斉せい砲ほう火かが集中し、白熱した戦艦ごと、フロイの意識は途と絶ぜつした。




「あらら……」

　と、ベルファルドは呆あきれつつも、言った。

「適当な場所で待ち伏せしてたら、本当に飛び込んで来ちゃったよ。あの戦艦も、運がないねえ……」

「違います」

　と、ハルミIVは言った。

「彼らに運がなかったのではありません。ベルファルド社長、あなたの強運が、桁けた外はずれなのです」

「そうかなあ……」

「ともかくこれで」

　ロイドが言った。

「最後の障害も、片付きましたな」

「うん」

　ベルファルドは頷き、微笑ほほえんで言った。

「さあ、世紀の結婚式に向かうぞ!!　みんな、礼服に着替えるんだ！」

　その瞬間、艦隊中が怒ど号ごうのような歓声に包まれ、戦艦の装そう甲こうさえ震わせたのだった。










　第七十七章　ライスシャワー




「やあ、ベルファルドさん」

　結局、サイズの合わないモーニングスーツでの参列となったベルファルド。そんな彼を目め敏ざとく見付けたのはプラティープであった。

「なんだかんだあった割には、お早いお着きで」

「うん。結局、服を新調する暇ひまもなかったけどね」

　きついウエストの辺あたりをしきりに気にしながら、ベルファルド。

「おかげでこの数年間の不ふ摂せつ生せいに、逆襲されてるよ」

「いえいえ。それ以上の仕事を、あなたはなさいました。先程の働き、我われ々われとしても、心から感謝しております。しかし、何よりも我々が感謝しているのは、あなたがわざわざ、この式に出席してくださったということです。言葉には尽くせないほど、感謝しています」

「当然のことだよ」

　と、ベルファルド。

「親友の娘の結婚式だもの。何があっても出るさ。それ以上に、楽しみにしていたんだ。この、一大イベントをね。もしかしたら、これだけのゲストが一堂に会することは、もうないかも知れない……」

　些いささかしんみりとしながら、言った。

「もし、宜よろしければ──」

　プラティープは言った。

「控えの間に、各種礼服が用意してございます。燕えん尾び服ふくでも、メスジャケットでも、お好きなのをどうぞ」

「僕のサイズ？」

「はい。現在のあなたのサイズで、数着用意させていただきました。差さし出でがましいようですが、私共の、ほんの心こころ遣づかいです」

「嬉うれしいね」

　ベルファルドは微笑ほほえむ。

「どうにもこのままじゃ、長時間の緊張と、ましてやその後の飲み食いには到とう底てい耐えられそうにもないと思っていたところだ。これで思う存分、食べられるな」

　また肥ふとって、チッコリーナに文句を言われるなとベルファルドは思った。

「失礼ですが……」

　と、ベルファルドの護衛役でもあるハルミIVが一礼して言った。

「万が一の為ために、更こう衣い室しつを改めさせていただきます。これも社長の安全の為。何なに卒とぞ御ご無ぶ礼れいをお赦ゆるしください」

「どうぞどうぞ」

　と、プラティープ。

「当然ですよ。お役目、御苦労さまです」

　ベルファルドが更衣室に入るのと入れ替わりのように、純白のタキシードを着たイツマが現れた。

「あれ？　男装なのですか？」

　がっかりしたというように、プラティープ。

「皆さん、楽しみにしていらしゃいますのに……」

「そう露骨に、嫌いやそうな表か情おをしなくてもいいだろう」

　わかっているよという表情で、イツマ。

「こっちにも色々とあるんだ。段取りとか、心の準備とか……。迷ったけど結局、式の間はこれでいくことにしたよ。披ひ露ろう宴えんを楽しみにしてくれ」

「お願いしますよ。スレイががっかりする表情を、見たくないですからね」

「ああ」

　頷いた後、イツマはプラティープの耳に顔を近付けた。

「会場係は全員、武ぶ道どうの心得があるようだな」

「ええ。警戒体制は万ばん全ぜんですよ。今日の慶よき日を、血で汚けがす訳には参まいりません」

「僕の方でも、何人か配置しておいた。いずれもＳＳＳＳＳフアイブ・エスの精せい鋭えいだ」

「あの、ドリンクを配っている女性もそうですか？」

「さすがだな」

「視線の配り方を見ればわかりますよ。実は彼女は、ちょっとタイプですね」

「任務が終わったら、君からそういう打診があった旨むね、伝えておこうか？」

「お願いしますよ、私もこのまま生しよう涯がい独身というのは辛つらいなと、思い始めていたところなんです」

「おや？　君はスレイの『恋女房』じゃなかったのかい？」

「ははは……逆セクハラですな」

　苦笑するプラティープ。

「それより、ドミナント社長が回復されて、本当によかったですね」

「ありがとう。本人は今日の式にも出席したいと言っていたんだが、さすがにね……」

「次は、あなたの番ですな。何があろうと、出席させてくださいよ。スレイ共々ね」

「わかってる」

　イツマは笑って、

「じゃあ、後で──」

　と手を振った。

「ボーイさん」

　イツマと別れた途と端たんに、声をかけられた。

　どうも、黒服姿が似合い過ぎて、式場関係者に見られてしまうようだ。よくて幹事といったところか。

『ま、やってることは大差ないけどな……』

　自じ嘲ちようしつつ、振り向いた。

「はい？」

「この子がお漏らししちゃったの？　何ど処こかに着替える場所はないかしら？」

「それは大変……えっ!?」

　その婦人の顔を見るなり、絶ぜつ句くする。

「奥さん！」

「まあ、あら、嫌だ……。あたしったら、どうしましょ？」

　婦人はベルファルド夫人のチッコリーナだったのだ。

「プラティープさんじゃありませんか……。裁判の時には、ひとかたならぬお世話になりました……。なのに、とんだ失礼を！」

　頭を下げる。

「いいんですよ。それより坊っちゃんの方が大問題だ」

　膝ひざを屈かがめて、泣きじゃくる子供と同じ目の高さになる。

「ほう……この子が噂うわさのＪＪダブルジエイですか」

「有名なんですか？」

「一部の間では超有名ですよ。特に、銀河のＶＩＰの間ではね」

　だが、今の彼は、文字通り単なる小しよう便べん垂たれのガキである。

「おいおい、泣くなよ御おん曹ぞう司し……」

「せっかくドレスアップさせたのに──」

「子供なりに、緊張感に耐えられなかったのでしょう。怒おこらないであげてください」

「ええ……」

「ええと、君はいくつかな？」

「ふたつ……」

「ほう、もうそんなに──。おととい生まれたような気がしていたのに……。子供の成長を見ると、歳月の流れを感じますなあ……。いちばんそれを感じさせるのは、外ほかでもない今日夫婦めおととなる二人ですが──」

「困りましたわ……もうじき式ですのに……」

「さすがに、このサイズの着替えはないなあ……」

　苦笑するプラティープ。

「あたし、是ぜ非ひとも花嫁さんを一目見たいのに、この子のせいで見み逃のがしてしまいそうですわ」

「ＪＪを責めないでください」

「ＪＪのンこたれ、いつものことだよ」

　母親に寄り添うように立っていた活発そうな女の子が、母親を見上げて言った。

「ねえママ、こんなのほっといて、花嫁さん見ようよ」

　ドレスの裾を、引っ張りながら言う。

「ねえ、ねえ」

「そういう訳にもいかないでしょ、ハルミ」

　窘たしなめるチッコリーナ。

「笑わないでくださいな。小さな悪魔が二匹もいると、この体ていたらくですのよ。銀河一の社長とやらも、子育てには大した役には立たないし……」

「誰が笑うものですか」

　だが、これも『結婚』の偽いつわらざる一面なのだった。ある種理想的な、新しん婦ぷの成れの果てとも言える。

「そうだ、もし宜よろしかったら──」

　プラティープは言った。

「式の間、私にＪＪの面めん倒どうを看みさせていただけませんか？」

「え、でも……」

　さすがにそれは悪いと思うチッコリーナであったが、

「やりぃ！」

　と、母親よりも早くその申し出に飛び付いたのは、姉のハルミであった。

「超ラッキーじゃん。それじゃおじさん、よろしくね」

「これ……」

「いいんですよ」

　とプラティープ。

「私もちょうど、ベルファルドさんの息子と、銀河の将来について語り合いたいと思っていたところです」

「そうですか……では……」

　幾いく重えにも頭を下げる。

「本当に、申し訳ございません」

「お気になさらず。ほら、早くいかないと……」

「はい」

「おじさん、恩に着るね」

　四歳のハルミが、手を振る。

「ああ、いつかこの借りは、返してもらうよ」

「バイバイ……」

　だが、いったい誰が想像したであろうか。この十五年後、実の親子よりも歳としの離れたこの二人が、銀河を股またにかけた『不倫』をやらかすことを──。

「さあ、ＪＪ……」

　御ご令れい息そくに向き直る。

「取り敢あえず残ったおしっこ、全部出しちゃおうね」

「おじさん……」

　一転した笑顔で、小さな悪魔は元気よく言った。

「待ってる間に、ウンコもぜんぶ出た！」




「シズマ！」

　祖父のエドが、彼を呼んだ。

「何をしているんだ。早く行かないと、式が始まってしまうぞ!!」

「いいんだ」

　屋根の上に登ったままのシズマは、タキシードを絵具だらけにしながら叫さけぶ。

「僕は、ここが気に入っちゃったんだ。エドおじいちゃん、行ってていいよ」

「おまえ……何をしているんだ!?」

　仰ぎよう天てんするエド。

「こら、教会の壁に、落らく書がきしてはいかん！」

「落書じゃないよ！」

　と、シズマ。

「フレスコって言うんだよ」

「怒られるぞ！　とにかく降りて来なさい」

「いえ……」

　誰かが、エドの袖そでを引っ張った。

「構いませんよ」

　法衣を着た、初老の男性であった。

「これは……オノレ大だい司し教きよう！」

　エドは恐きよう縮しゆくした。

「孫が……大変な失礼を」

「失礼どころか、大歓迎です」

　大司教は目を細め、穏おだやかに言った。

「シズマ画が伯はくの御ご高こう名めいはかねてより……。その彼が、わざわざフレスコを描いてくださる。それも、この晴れの婚礼の日に……。最高の記念ではありませんか」

「はあ……。そう言っていただけると……」

「お孫さんは、主しゆからの御ご啓けい示じを受けられたのです。主のお声に、閃ひらめかれたのです。これは吉きつ兆ちように違いありません……。この教会の誇れる宝が、またひとつ増ふえるということで、我々としても素直に嬉うれしい」

「どうでしょうか……」

「私は、障害を持つ者ほど、主のお声がよく聞こえると思っております。心から、そう信じております」

「はい。私もそう思います」

「あの人は──」

　と、シズマを見上げた。

「今日ここにいる誰よりも、神に近い……」

　そう言うと、くるり、踵きびすを返す大司教。

「失礼……主の御お前まえで、夫婦の契ちぎりを結ぶ若い二人が、私を待っております」

　その大司教の背中に、エドは深々と頭を下げた。

「おおい、シズマ」

「なあに、おじいちゃん？」

「絵具と筆は、足りているか？　なければ、運ばせるか？」

「じゃんじゃん持って来て！」

　と、夢中で壁に向かいながら、シズマ。一いつ旦たん着想を受けた時の彼は、凄すごい。

「もう筆が止まらないよ！　そうだ……足りない色がある」

「何色だ？」

「黄色！」

　と、シズマは叫ぶ。

「おひさまの色が足りないよ。いくらあっても、ちっとも足りない！」




「う──」

　父親役のスレイに腕を取られて現れた花嫁のあまりの可か憐れんさに、参列者たちは一いつ斉せいに息を吞のんだ。

「なんて……綺き麗れいなの」

　と、ガラティア。

「負けたわ……」

「張り合うつもりでいたのか？」

　隣となりでイツマが笑う。
















「若さに勝てると？」

「いいえ」

　ガラティアにもプライドはある。

「若さに負けたのでは、断じてありません。花嫁の素質に負けたのです……。大統領、あなたでも、太た刀ち打うちできないかも知れませんよ」

「ああ。だが、負けないぞ」

　とイツマ。

「披露宴を、見ていろ。ところで、本日の花嫁のお色直しは、何回だ？」

「予定では──」

　手渡されたプログラムに、素す早ばやく目を走らせる。

「都つ合ごう八着です！」

「凄いな……」

「順に……ド打色ドド色ド打……となっております」

「それは楽しみだ」

　因ちなみに、ドはドレス、打は打掛け、色は色打掛けの、それぞれ略である。

「因みにベルファルドの時は？」

「打ド……でおしまいでした」

「ははは。せめて僕の時は、ド打色ドドくらいにはするぞ。あ、ド打色タドというのもいいな……」

「タってなんです、タって!?」

「タキシード……」

「新婦がタキシード着て、どうするんです？」

「いや、そういうのも、ありかなと思って……」

　趣向としては、悪くない。問題は、その時の新しん郎ろうの格かつ好こうであろう。

「ところで、ティトーくん……」

「はい？」

「着こなしは、さすがに完かん璧ぺきのようだが──」

　足元を見た。

「靴を、忘れたのか？」

　なんと、フリル付きのシースルーを着こなしながら、ガラティアの履はいているのはパンプスではなくて、バスケットシューズではないか。なまじドレスが煽せん情じよう的てきなだけに、余計にミスマッチが目立つのだ。

「いいえ」

　と、極きわめて冷静に、ガラティアは言った。

「これは、これで宜しいのです」

「わからんな。君ほどのドレッサーが……」

「今にわかります」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごす、ガラティア。

「それにしても、スレイの奴……」

　イツマはさっきから、別のことも気になってしかたがない。

「いつになく緊張しているな。もしかして、あんなに緊張している彼を見るのは、初めてかも知れない」

「そりゃあ緊張しますよ」

　アキヅキが言った。

「絶対に失敗の赦ゆるされない、一生に一度のことなんですから……」

「確かに──」

　娘のこととなると、自分の生死より重大だ。

「い、いいかノーイよ」

　とスレイは愛まな娘むすめに囁ささやいた。

「足を出す順番は、打ち合わせ通りだ。間ま違ちがえるなよ」

「それは、こっちの台詞せりふでしょう」

　と、ベールの下から、ノーイ。

「とちらないでよ、パパ。あれだけ練習したのに、ちっとも直らないんだから……」

「いや……」

　と、スレイ。

「なんだかこう、頭ン中、真っ白でよ」

「しょうがないパパ……」

　下を向いて、笑う。

「それにしても、ノーイよ」

「え？」

「綺麗……だぜ」

「いやだ……泣かさないでよ」

　涙が零こぼれた。

「スレイは本当に、ノーイのことが好きなんだなあ……」

　と、ベルファルドはその様よう子すを見ながら思った。

「あんなに理想的な関係なんて、本当に血の繫つながっている親子でも難むずかしいかも知れないぞ」

「血が繫がっていないからこそ──」

　エッソが囁いた。

「理想的な親子でいられるのかも知れませんよ。血なんてロクなもんじゃない……と、アンリ部長がいたら、言ったことでしょうね」

「ああ、そうかも知れないね」

　あれほど練習したにも関わらず、ヴァージンロードを進む間に、スレイは都合七回も、出す足を間違えた（それだけヴァージンロードが長かったということもある）。しかし、誰もそんなことなど問題にもしなかった。そもそもビデオで見直すまでは、誰一人として気付きもしなかったというのが本当のところである。

　それほど、誰もが花嫁に見とれていた。

　ヴァージンロードを進む都つ度ど、その両脇で叫び声にも近いため息が漏れる。

「いやあ……」

「綺麗ですなあ……」

「いやまったく……」

「これはこれは──」

「それに、よく見ればあのドレス……」

「高そう……」

「純プラチナ繊維ですってよ」

「まあ、プラチナ……」

「それを、七枚重ねて──」

「それに、ダイヤだろ、あれ全部……」

「いくらしたんだ？」

「でも──」

「ドレスも凄いが……」

「そんなもの、問題にならないくらい、花嫁は綺麗だ……」

「うん……」

「あんな素す晴ばらしい花嫁を貰もらえる亭主は──」

　その新郎は、壇上で待っている。

　こちらはまた──、

『お人形さんのような』

　と、誰もが形容したくなる。

　それにしても──、

　若い。

　そう言わざるを、得ない。

　花嫁は、芳ほう紀きまさに十八歳であり、花はな婿むこに至っては、たったの十一歳でしかない。

「まあ、姉あねさん女房は長続きすると言うけれど──」

　と、自分も姉さん女房のキサラが呟くように言った。

「今の時点では、ちょっと離れ過ぎかねえ……」

「何を言うか」

　と、その隣となりで羽は織おり袴はかまに身を包み、車椅い子すに乗った彼女の父親が言った。

「あと百年もしてみい。そんな違い、どうでもよくなる」

「う～ん。あんたなら、そう言う資格もあるよ」

　とキサラ。

「でもあたしが気になるのは、政略結婚の臭いがするということかね……」

「笑しよう止し！」

　と、老タイラーは問題にもしない。

「政略結婚などと、誰にも言わせるものか。誰にも──。二人はまさに、銀河で最高の、カップルじゃ」

「それは認めるよ」

　とキサラ。

「しかし、前ぜん途とは多難だろうね。バグジーがこれから先、あの小娘の尻しりに敷かれる苦労を思うと……」

「おまえが言うか、おまえがッ!?」

「自分は自分、曾ひ孫まごは曾孫さ。バグジーは誰よりも可か愛わいいよ」

　キサラは泣いていた。

「負けるんじゃないよ、バグジー……。ひいおばあちゃんが付いてるよ」

「とにかく──」

　タイラーは言う。

「あの二人は、若い、この先百年、いや、百五十年の円満を期待してよかろうな」

　賛さん美び歌か斉せい唱しようが始まった。

「♪慈いつくしみ深き、友なるジェスは……」

　リードして歌うのは、なんとドロシーことジョナサン・ベルグマン提てい督とくである。

「なんて綺麗なカウンターテノールなの」

　と、聞き惚ほれる、ユーリア。

「知らなかった……。ドロシーが、こんなに綺麗な声の持主だったなんて──」

「違うよ」

　彼女の隣で、ブルミンが囁いた。

「あいつは声変わりする前に、取っちまってる。つまり、カウンターテノールじゃなく、正しよう真しん正しよう銘めいの、カスティラートなのさ」

「天使の歌声だわ……」

　続いて、厳おごそかに壇上に現れたのは、オノレ大司教だ。

「主の御前に於おいて、本日、夫婦の契りを結ぶ二人……」

　新郎新婦を、見た。

「ノーイ・ライオネス・スレイ」

「はい」

「バグジー・マローン・ウエキ・タイラーＶ世＝ノワール・ド・エル・クラン・ライクン」

「はい……」

「若いな」

　と、大司教は、しみじみと二人を見た。

「特に……君は」

　わけても、バグジーを見る。

「本来ならここで『富める時も貧しき時も、病める時も健すこやかなる時も……死が二人を分かつまで……』と、型通りの誓いの言葉を述べるところなんだろうな」

　若い頃は、さんざん放ほう蕩とうし尽くしたという大司教は、そう言ってニヤリ、嗤わらったのだ。

「だけど、それでは、この二人には無理があります。特に、若い皇こう帝てい陛へい下かには、そもそも誓いの言葉の意味が、わからないでしょう。なのに、無理やり主の前で誓わせるというのは、フェアではありません」

　会場がざわついた。当然だろう。

「それはまるで、善良だが世間知らずの人間を、騙だまして借金の保証人にするようなものでしょうね」

「あの大司教！」

　思わず身を乗り出す、クックマイヤー。

「やっぱり、喰くわせモンだ！　厳げん粛しゆくな婚礼を、茶ちや化かしやがった!!」

「待て！」

　スリチャイが彼を制した。

「あの人は……真剣だ。心から二人のことを、祝福してくれている……」

「でも……」

「いいから──」

　強ごう引いんにクックマイヤーを、席に引き戻す。

「見てろって」

　大司教の一風変わった誓いの儀は、なお続く。

「皇帝陛下……」

「はい」

「あなたは、この、ノーイを妻としたが最後、一生逃のがれられませんよ。わかっていますか」

「はい」

　バグジーは頷うなずいた。

「ようく、わかっています」

「今は、わかっていても──」

　さらに参列者が軒のき並なみ仰天するようなとんでもないことを、彼は口走った。

「後になって、もっと若くて綺麗な女が現れて、『しまった！』と思っても、もうやり直しはききませんよ」

　誰もが、絶ぜつ句くした。色を失った者もいる。

「それでも、後悔しませんか？」

「後悔……しません！」

　バグジーは凜りんとして、言った。

「するものか！　見み損そこなうな!!　朕ちんはノーイを心から愛しておるのじゃ！」

「陛下……」

　ノーイが、涙ぐむ。

「微み塵じんも後悔などせぬ！　皇帝の名に懸かけて!!」

「結構……」

　大司教は、満足げに頷いた。

「その言葉が、聞きたかった……」

「よかったな、ノーイ」

　スレイが呟くと、やおらハンカチを取り出して、ズビーッと盛大に洟はなをかんだ。

「いいなあ……」

　と、イツマが微笑ほほえむ。

「僕もあの大司教に頼もう」

「では……新婦ノーイ」

　新婦に向き直る、オノレ大司教。

「はい」

「聞いての通りですが、一応あなたにも、お尋ねしておきます。このバグジー陛下が、もしもどうしようもないぼんくらで、甲か斐い性しよう無なしの亭主だった場合、あなたはおいそれとはやり直せませんが、それでも──」

　ぐいっと、間合いを詰めた。

「それでも、あなたは後悔しないと言えますか？」

「しません」

　ノーイは微笑んだ。

「ちっとも……。だって、バグジーは、七つも歳とし上うえのあたしを、心から愛してくれると言ってくれたんですもの」
















「宜しい」

　大司教は頷いた。

　それからやおら、参列者一堂の方を振り向き、

「主は……心から若き二人を祝福されましたぞ」

　と、両手を広げて言った。

「末永く、二人に幸あれ。アァメン！」

　その瞬間、会場の温度は、沸点に達した。




「よかったですなあ……陛下」

　哨しよう戒かいのため、カナンの衛星軌道上を周回する戦艦『ドローメ[image: ]』のブリッジでは、ナ・バァム・ドムがモニターからの中継画像に、思わず貰い泣きしていた。

「このバァム……心より陛下の幸さきを、言こと祝ほぎ致しますぞ……」

「あの大司教、なかなかの人物です」

　と、レーゲルフ。

「あまりの若さ故ゆえ、当初からこの婚礼に付き纏まとっていた不安な空気を、瞬時にして綺麗さっぱり振り払ってしまわれた。あの二人には、これ以上はない神父でしょう」

「まったくだ」

　とバァム。

「僭せん越えつながら陛下に成り代わり、礼を言いたいくらいだ」

「しかし、バァム様……」

　上から下までしげしげと、上官を見る。

「その燕えん尾び服ふく、なかなかお似合いではありませぬか」

「そうか？」

　明るいグレーで、大きめの襟えりに銀色をあしらった燕尾服姿で、照れ笑いするバァム。

「地球の民族衣裳など、終しゆう生せい着るなどとは思ってもみなかったが、こうしてみると、なかなか悪いものでもないな……」

　わざわざ仕立てさせただけのことはある。

「おっ、始まりましたな」

　中継画面に視線を戻すレーゲルフ。

「あれが地球の、ライスシャワーとかいう……」

「俺もやってみたかった」

　と、バァム。

「あの陛下の、幸せそうなお顔を見ろ」

　画面の中には、参列者たちから容よう赦しやなく米を浴びせられながら、それでも微笑む新郎新婦がいる。

「まだ先だが、結婚もまんざら、悪いものではないな」

「そうですね」

　と、レーゲルフ。

「おっと、画面にばかり気を取られているうちに、衝突しますよ」

　同じ衛星軌道上を、向こうからやって来た巡じゆん洋よう艦かんと、危あやうくぶつかるところだった。

　両艦は結果として程よい距離ですれ違い、所属は別ながら同じ任務に就ついていた双方の艦長は、さっと敬礼して別れた。




「今のは？」

「バァム提督ですね」

　と、副官のマハティール大佐は言った。

「よく、すれ違いますね」

「任務御苦労……といったところだ」

　と、大将に昇進したチョン・ソヨンは呟いた。

「いつか、敵同士として見まみえることもあるのかな？」

「さあ……。それより提督、花嫁がブーケを投げますよ」

　人情はいずこも同じ。警備そっちのけでついつい中継画面に見入ってしまうのは、どの陣営も変わりない。

「誰が拾うんでしょうね？」

「さあ……」

　画面の中では今まさに、ノーイが、ブーケを投げる。




　放物線を描いた花束が、ゆっくりと落ちる。

「もらい！」

　ほとんど両手で受け止めかけたのは、ユーリアだった。

「甘い！」

　なんと、それをブロックショットしたのは、この日のためにと目め一いつ杯ぱいドレスアップしたガラティアではないか。

「何すんのよ、おばさん！」

「百年早いわ、小娘風ふ情ぜいが!!」

　目の色が違う。

　ブーケは再び空中に舞い上がった。

　それを狙ねらおうと身構える中には、イツマもいる。

「悪いがもらうぞ、ガラティア」

「いいえ」

　ガラティアは首を振る。

「たとえ大統領命令でも、こればかりは譲れません」

　二人がジャンプし、僅わずかの差でガラティアが取った。

「やりぃ！」

「くそっ!!」

　心しん底そこ悔くやしがる、イツマ。これに限っては、かつての上じよう司しも部下もない。




「やっぱりな……」

　と、モニターを見上げながら、ソヨン。

「あいつが取ると、思ってた」

「そうですか？」

　とマハティール。

「ああ」

　ソヨンは頷いて、

「ガラティアはハイスクール時代、微重力バスケの女子リーグで、無敵のリバウンド王だったんだ」

「道理で……」

『ヤッホー！　取ったわよ!!』

　モニターの中で大はしゃぎするガラティアが、不意にこちらに向かって、Ｖサインを作った。

『次はあたしたちの番ね。ソヨン、見てる～!?』

「あんにゃろ、年とし甲が斐いもなく……」

　舌打ちしながらも、ソヨンの表情は嬉うれしそうだった。










　第七十八章　ファイナル・スピーチ




「うげえ、まだ料理が続くのか……」

　ほとんど戻しそうになりながら、ナイフとフォークを放り出す出席者たち。

「スレイの奴……」

　延えん々えんと続く料理の皿を見ながら、『亀』テーブルのベルファルドは呟つぶやいた。

「自分の食欲を基準に、メニューを決めたな」

「持って帰れないかしら」

　と、チッコリーナが言った。

「あまりにも美お味いしいので、残すに忍びなくて──」

「後で、テイクアウトにしてもらおう」

　と、ベルファルドは愛妻に向かって微笑ほほえんだ。

「我が社の社員食堂では、とてもじゃないがこんな贅ぜい沢たくは無理だよ」

「そうね」

「ところで、ＪＪダブルジエイは本当にいいのかい？」

「ええ。プラティープさんはああ見えて、実は子供好きみたいよ」

「おいおい、仮にも帝国の宰さい相しように、子守をさせるなよ」

「まあ、そうだったの……」

　さすがに後悔するチッコリーナ。

「そんなに偉えらいの？　だったら、ついでにハルミの方も預かってもらえばよかったわ」

「ハルミ、パパの側そばがいいもん！」

　娘のハルミは、ベルファルドを見上げた。

「でも、パパはもうひとりの、ハルミの方が好きなのよねえ……」

「う──」

　愛まな娘むすめに痛いところを突かれ、スピカ産チョウチンヒラメのムニエルを喉のどに詰まらせるベルファルド。

「あなた……」

　チッコリーナは冷ややかに言った。

「この際だから言っておきますけど、家庭を壊さない程度になさいませ。ま、国家元首としての対面上、秘書が美人なのは結構なことですけれど──」

　真綿でくるんだ針でチクリとひと刺し。これは効きいた。

「あ、ああ……。場所柄相応ふさわしい話題に変えよう……」

「じゃあ」

　チッコリーナは言った。

「披ひ露ろう宴えんと新婚旅行のやり直し、宜よろしくね」

「子連れでかい？」

「ええ。そうよ」

　豪華な婚礼を見ているうちに、ムラムラと野心がぶり返してきたものらしい。

「これと較くらべれば、あまりにもみすぼらしいお式でしたわ」

「確かに……。だが、今となってはあれもいい想い出だ」

「ハルミ、覚えてな～い」

「ははは、確かにおまえは、いなかったみたいだね」

　父親の表情で、微笑ほほえむ。

「あの時は、スレイもいなかった……」

　服ふく役えき中だったのだ。

「今度は三人で、やり直したいもんだ」

「え～、御ご歓かん談だん中のところ、度たび々たび恐きよう縮しゆくではございますが──」

　司会役のクックマイヤー大蔵大臣──立板に水なので、適任だ──が言った。

「ここで新郎新婦の、再々々々々々入場。本日六度目の、お色直しでございます」

「いよっ！」

「待ってました!!」

　スポットライトを浴びながら、華麗なドレスに身を包んだノーイとバグジーが現れる。

「まあ、あれは──」

『鶴』テーブルのユリコが、瞳ひとみを輝かせた。

「ラアルゴンの婚礼衣裳ね。なかなか似合うじゃない」

「ああ」

　その隣となりで、タイラーは頷うなずいた。

「若い頃の……アザリン様を見ているようだ」

「本当に……」

　ユリコも心なしか、涙ぐむ。

「バグジーにはあなたとアザリン様と、両方の血が流れているのよねえ……」

「それだけじゃないぞ」

　と、タイラー。

「ヤマモトくんの血も、シア・ハス提てい督とくの血も、カヤマの血も、流れておるのじゃ。ワシの好きな者たちの血脈が、全部ひとつに──。そこにまた、ノーイの血が加わる……」

「ええ」

　頷くユリコ。

「結婚って、思えば素す敵てきなことですよねえ……」

「もちろん、おまえの血もな、ユリコ」

「ええ、それでは──」

　新郎新婦が席に着いたところで、クックマイヤーは言った。

「ここで本日のファイナル・スピーチ。最後のスピーチといえば、やはりこの方しかいらっしゃらないでしょう！　あまりに御高齢のため、一時は御出席すら危あやぶまれた元がん祖そ無責任男……。そう、ジャスティ・ウエキ・タイラー氏に、締めていただきましょう！　皆様、盛大なる拍手をもって、お迎えください!!」

　拍手と歓声。小さな教会の脇に特設された、二千人収容の式場が沸いた。

「タイラーだ……」

「あの老人……」

「生きていたんだよなあ、まだ……」

「ああ」

「出席してよかったよ。この機会を逃のがしたら、もう──」

「よしなさいよ。おめでたい席で縁えん起ぎでもない」

「でも、確かに『間に合った』って気はするよなあ……」

　感かん慨がいは、人それぞれであろう。

　しかし、そんな声には無む頓とん着ちやくであるかのように、自走式車椅子に乗った老人は、スポットライトの中、壇上に向かった。

　途中で『亀』テーブルを通る時、ベルファルドと目が合った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　体調は……」

「すこぶるよい」

　と、老人。

「今日のために、命懸けで節せつ制せいしておったわ」

「くれぐれも御無理をなさらないように」

「案ずるな。それより、かねてよりの打ち合わせ通り、頼むぞ」

「はい」

　頷くベルファルド。

「任まかせてください。見事に演じてみせますよ」

「その必要は、ない」

　と、老タイラー。

「普段のおまえ通りに、やればな」

　車椅子はスロープを通過し、壇上に。

「おいおい……あれかよ」

　実物を見た来客の間から、軽いどよめき。

「生きた化石……って洒しや落れになんねえぞ」

「あんなんで、スピーチできんのかよ」

「ただでさえ幾いく許ばくもない余よ命めいを、ますます縮めるんじゃないの？」

「どうでもいいけど、ここで倒れないで欲しいなあ……」

「はいはい！　お黙り!!」

『壽』テーブルからの鋭するどい一声と、それに続くたった一人の拍手が、ギャラリーを黙らせた。

「その通り！　もう二度とはない貴重なスピーチなんだよ。黙って聞かないか!!」

　声の主は、タイラーの娘、キサラであった。

　水を打ったようにしんとする、式場内。

「親おや父じ、あんたにしてあげられるのは、これくらいさ」

　キサラは壇上の父親に向かい、言った。

「この恩、そのまま墓に持って行くんじゃないよ」

「済まんの、キサラ」

　老人は微笑んで、軽く咳しわぶいた。

「では、始めさせて貰おうかの」

　つっと、老人は──、

　車椅子から、立ち上がった。

「立った！」

　と、思わず叫ぶ孫のエド。

「自分の足で……」

　と、イツマ。

「立ちやがった!!」

　仰ぎよう天てんする、スレイ。

「なんでえ、心配させやがって。元気じゃねえか」

「あなた……。タイラーさんが立ったわ！」

　と、チッコリーナ。

「あなたの話じゃ、ついこの前まで絶対安静だった、あのタイラーさんが──」

　返事はない。

　思わず、夫の座っていた席を見る。

　もぬけの殼だった。

「あなた……」

「パパ、トイレ」

　と、ハルミが言った。

「がまんできないんでちゅって、しょうがないパパね」




「この年寄に、最後の話す機会を与えてくれた、スレイに感謝する」

　と、老人は言った。

「とはいえ、百三十年近く生きてきて、さすがに立ったまま長話をするのはちと辛つらい。さりとて、二分や三分では、ワシの言いたいことは到とう底てい語り尽くせん。そこで──」

　と、タイラーは背後を振り向いた。

「若い頃のワシに、代わりに喋しやべって貰うとしよう」

　会場の照明が、一瞬落ちた。

　バックライトが点灯し、若い男のシルエットが浮かぶ。

　それは、惑星連合宇宙軍の制服を着た、若きジャスティ・ウエキ・タイラーのシルエットであった。

「紹介しよう」

　と、老人。

「もうひとりの、ジャスティ・ウエキ・タイラーくんじゃ」

　スポットが当たる。

　会場の一いつ劃かく、『福』『松』『菊』テーブルの辺りでどよめきが起こった。

　そこは、高齢者を中心にしたテーブルである。

「あれは──まんまではないか……」

「うむ……あの頃のままだ」

　老人たちがしきりに頷うなずく。

「時計の針が、百年も戻ったのか……」

「まさか……。しかし、生き写しじゃ」

「さあ──」

　壇上の若いタイラーは、右手を挙あげて言った。

「いっちょ、ブワ～ッとやるかァ！」

「あなた……」

　と、チッコリーナが呟つぶやいた。

「あなた……」

　と、ユリコが呟いた。

「そうら、始まったぞお」

　会場の後ろの方では、ＪＪダブルジエイを抱えたプラティープが、あやしながら微笑ほほえんでいる。

「御曹司、パパの一世一代の晴れ姿、ようくその瞳ひとみに焼き付けておくんだぞ」

「生き写しだけど、本物よりも若じやつ干かんいい男だね」

　と、キサラが言った。

「いいえ」

　と、ユリコ。

「本物のジャスティの方が、少しスマートだったわ」

「楽しい趣向だ」

　と、イツマ。生まれて初めてイブニングドレスを着たので、肩と背中がスースーとしてなじめなかったのだが、たちまちにしてそれも忘れた。

「さあて、何が始まるのか……」

『頑がん張ばれ、ベルファルド』

　と、スレイは心の中で友に声援を送った。

『銀河広しといえども、おまえにしかできねえ役だぜ』




「僕はジャスティ・ウエキ・タイラー」

　と、スペースブルーの制服に身を包んだベルファルドは、言った。

「さっきまでラアルゴンのドム提てい督とくを相手に戦っていたのだけど、ワープした拍子に妙みようなところへ来ちゃった。日付を見て驚いたなあ……百年後だって。しかも、僕の孫の、そのまた孫の結婚式だって。冗談だろ。僕はまだ、孫どころか子供もいないよ。来月、宇宙軍一の美人であるユリコ・スター中尉と結婚するんだけどね……」

「そうだよそうだよ」

　思い出したかのように、キサラが相あい槌づちを打った。

「おまえは結婚しても、まるまる三年間、子宝には恵まれないんだよ。その代わり、最初に授さずかるのは珠たまのような天使だけどね」

「よく言うわ」

　と、隣で妹のノリカが呆あきれる。

「へえ……。こうして見ると、僕の子孫も増ふえたなあ……」

　壇上から会場を眺ながめ回し、ベルファルド、否いな、百年前のタイラーは言った。

「子供……孫、曾孫……玄孫まで。へえ、新郎は、僕の玄孫だってえ！　しかも、彼は、あのアザリンちゃんの曾孫でもある!?　僕の心の恋人の、あのアザリンちゃんの」

　会場の一部から、苦笑とも失笑ともとれない笑いが漏もれた。

「やり過ぎじゃ」

　と、小声で昔の自分に向かって言う老タイラー。

「セーブせい。そのネタは、若い奴にはウケん」

「ちょっと、寒かったかな……」

　照れ笑いする青年タイラー。

「あの笑顔──」

　と、ユリコ。

「そう。そんなんだったわね……。あたしにいつも、見せてくれていたのは──」

「知らなかったよ」

　と、キサラ。

「母さんは、特別だったのね……。狡ずるい」

「そんなことはないでしょう、キサラ母さん」

　エドが言った。

「母さんにだけ見せていた、笑顔もあったはずですよ」

「あたしの物もの心ごころのつかないうちにね」

　と、キサラ。

「そして、きっと三歳までに使い果たしたのさ」

「じゃあ、僕から、僕の子孫に贈る言葉を──」

　青年タイラーは、懐ふところから巻かれた紙を取り出した。

「百年後の自分から、さっき手渡されたんだけど、これが結構長いんだな……」

　今度はウケた。

「ええと……汚きたないなあ。読めないよ」

「直じき筆ひつじゃ」

　と、小声で老タイラー。

「おまえなら、読めるはずじゃ、自分の筆ひつ跡せきでもあろうが──」

「僕の字は、ここまで汚くない……。なになに……バグジー。でかした!!　素す晴ばらしい花嫁だね。さすがは僕の直系、僕に似て面食いだ。ノーイ、ありがとう。よくバグジーを選んでくれた。もっとも君に、選せん択たく肢しはあったのかな？　なかったのかな？　どちらでもいい。とにかく君たちは、ごく自然に愛を育はぐくんできたのだし、これからもそうだろう。色々と、言葉には尽くせぬ苦労があったことは、僕も知っている。そうだ……僕も知っている。ようく知っているぞ！」

　最後の一ひと言ことは、ベルファルド自身の言葉だった。

　新郎新婦を見る。

「負けるなよ」

　頷く二人。

「ラアルゴン原理主義？　馬ば鹿かげたことだ。しかし、結果としてそれがバグジー＝スレイ帝国という新しい体制を生み、混乱の末にではあるが銀河に新たなる秩序と安定をもたらし、ひいてはこの若いカップルが苦難の中で、真実の愛を育てる苗なえ床どことなったのだから、結果として原理主義者の連中も、間接的には仲人なこうどのようなもの……と言えるかも知れないね。スレイ……よくぞバグジーを護まもってくれた。心から……礼を言いたい」

「よしてくれ」

　スレイは涙を拭ぬぐった。

「俺は、俺のやりたいように、やっただけよ」

「バグジー……」

　青年タイラーのスピーチは続く。

「おまえにひとつだけ、忠告しておきたい」

「はい」

　バグジーはいかにも皇帝らしく、背筋を伸ばした。

「子供はいくら作ってもいい。しかし……悪いことは言わん、それはノーイとの間だけにしておけ。このワシ……いや、僕がいい例だ。僕を見ろ。自分の本当の子供三人だけでもいい加減苦労しているのに、その他にあちこちに拵こしらえて、おかげで撒まいた種を刈り取るのに、この歳としになっても苦労している。老骨に鞭むち打って、百歳も若い自分自身の影と血で血を洗う殺し合いをせねばならなかった……。おまえは……この僕の……轍てつだけは、絶対に……踏むな」

「酷こくじゃないか」

　と、イツマは憤ふん慨がいした。

「ベルファルドに、あれを読ませるなんて……」

「続きを聞きましょう」

　と、アキヅキが言った。

「御おん大たいには、考えあってのことでしょうから──」

「特に……そうやって自分の都つ合ごうだけで作られた、祝福されぬ子らの、心しん中ちゆうを思う時……僕は、僕は……」

　ベルファルドの声が揺れ、巻紙を持つ手は小刻みに震えた。

「自分の生しよう涯がいの、どんな栄光をもってしても償つぐない切れぬ過あやまちであったと感じる……。心から彼らに謝あやまりたいが、謝って、済むものではないのだ……ないのだ！」

「そうだよ」

　と、スレイ。

「本当に、そうだよ……」

「僕……ワシは……銀河中に多大な迷惑をかけて、かけまくった揚あげ句くに、もうじき消える……。だが、罪は消えない。残された子らに、大いなる祝福があることを、ただ祈るのみである……」




「できた！」

　と屋根の上でシズマは叫さけんだ。

　彼のこれまでの最高傑けつ作さくが、完成したのだ。

　テクニックは、さほど弄ろうしてはいない。技術的には、シズマのこれまでの作品と比較しても、やや稚ち拙せつである。だが、それだけに魂たましいが籠こもっていた。

　老タイラーを中心に、スレイ、イツマ、そしてベルファルドの笑顔──。

　最高の、満面の笑顔である。




「スレイ……」

　と、青年タイラーは、スレイを見た。

「おまえには、感謝しておる。牽けん引いん車しやとして、よくここまで皆を引っ張ってくれた。おまえがいなければ……今日の銀河はなかった」

「よせやい」

　とスレイ。

「まったく、買い被かぶりやがってよ。俺は、ただ夢中で──」

「イツマ……」

　今度は、イツマを見る。

「ようやく自分を見付けたか。長い自分捜さがしだったの……」

「これからですよ」

　と、イツマ。

「何もかも、これからなんですよ。恋も、仕事も──」

「そして……ベルファルド」

　青年タイラーは、虚こ空くうを見た。

「代役、御苦労さん。これからは、自分として、思いのままに生きるがよい……。何を言ってるんです！」

　ベルファルドは、不意に叫んだ。

「僕はいつだって、自分だった。自分で、自分だけで、自分らしく、自分の信じる道を生きてきた。自分にしかできない、自分を──。人ひと真ま似ねなんかじゃない!!」

「パパ……かっこいい……」

　ＪＪが、そんな父親を見て呟く。

　その彼の頰ほおに、熱い滴しずくが落ちた。

「あれえ？」

　思わず見上げる。プラティープが泣いていた。

「おじちゃん、かなしいの？」

「ち、違う……」

　と、グジャグジャになりながら、プラティープ。

「ええ話やあ！」

「最後に──」

　青年タイラーは、会場中に向けて、言った。

「皆さん、僕の話に、最後まで付き合ってくれて、ありがとう。本当にありがとう……。ワシはこれで、思い残すことなく──」

　青年タイラーが、不意にニカッと笑った。

「また、暴あばれられる!!」

　満場、割れんばかりの大拍手。

「やられたなあ……」

　と、イツマ。

「なんだかんだ言って、あの人にはいつも、いいところを持っていかれてしまうんだ。最後の最後まで、主役さ」

「宜よろしいんですか？」

　と、アキヅキが尋ねた。

「こんな、お開きで？」

「いいのさ」

　と、イツマは言った。

「さあ、明日からはまた、忙いそがしくなるぞ」

「そうですね」

　さり気なく、アキヅキはイツマの剝むき出しの肩に、絹のストールを掛けた。

「私も、なんだかまた、やる気が湧わいてきましたよ。死にそうになっても、元気をくれる人ですねえ……」

「凄すごいだろう？　我が高こう祖そ父ふは」

　得意げに言う。

「ええ」

　頷うなずくアキヅキ。

「あなたにもしっかり、遺伝しているみたいですね」

「みなさん！」

　デジタルカメラを構えたランスロットが、叫んだ。

「せっかくタイラー閣かつ下かが二人も揃そろわれたのだから、一緒に囲んで記念撮影をしましょうよ」

「悪い考えでは、ありませんね」

　と、アキヅキ。

「ですが、そのカメラから、弾たまは飛び出したりしないでしょうね」

「必要とあらば、飛び出させることもできますよ」

　とランスロット。

「これはいざという時の、警備用でね。でも、ちゃんと写真も撮れるんです」

「頼みますよ」

「はい、並んで──」

　主要人物が、集まった。

「綺き麗れいに頼むよ」

　と、イツマ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、ランスロット。

「この大きさで、こいつは二億画素の高性能なんですから──」

「あっ、よく見たらそれは、ウチの製品じゃないか！」

　まだタイラーのコスプレをしたままの、ベルファルドが言った。

「いいえ。これは帝国ブランドです。ＯＥＭですよ」

「技術提供料、ちゃんと払ってくれよ」

　思わず笑み。

　そこで、すかさずシャッターが光った。

「あ……目、瞑とじちゃったかも知れない」

　と、ユーリア。

「いいんだよ。おまえなんかどうでも」

　と、スレイ。

「ふんッ！」

　そのスレイのエナメル靴の甲を、思い切りパンプスのヒールで踏み付けるユーリア。

「痛え！」

「当然でしょ」

　とユーリア。

「銀河一の好こう漢かんか何か知らんが、乙おと女め心ごころを知らん奴じゃ」

「悪かった……」

「やれやれ」

　老タイラーは苦笑した。

「スレイよ、女にからきし弱いのは、お前にも遺伝したか──」

「プリント出来ました!!」

「早い！」

「さすがはベルファルド・コーポレーションの新製品……」

「帝国ブランドです」

「だから、ＯＥＭだろ」

　セピアで焼かれた写真が人数分プリントされて、その場で手渡される。

「なんで今日び、わざわざセピアなんだ？」

　とスレイ。

「この方が、褪たい色しよくしないんですよ」

　と、ランスロット。

「それに、いかにも記念写真っぽくて、いいでしょう？　百年経たてば、凄すごい価値が出ますって……」

「後でカラーも、貰おう」

　と、タイラー。

「さすがに百年後にも、この写真を見ようとまでは、ワシは図ずう々ずうしくない」

　それから、新郎新婦を見た。

「バグジー、ノーイ」

「はい」

「百年後は、おまえたちに任まかせた」

　と、セピアの集合写真を、二人に手渡しながら言った。

「百年あと、この写真をまた二人で一緒に、見られるとよいの」

「はい」

　と、バグジーは言った。

「きっかり百年後、その時の感想を、あなたの墓ぼ前ぜんに報告すると、約束します」

「忘れるな」

　と、タイラーは言った。

「約束じゃぞ。遠いの……」










　エピローグ　ここで会ったが百年目




「帝国軍艦隊、離り脱だつします！」

　との報告に、

「くそっ！」

　と、ナッソーは思わずコンソールを叩たたきつけた。

「またあいつとは、決着がつかなかったか……。まあ、今日のところはこれくらいにしといてやる」

「戦力の大半を失った提てい督とくの台詞せりふとも思えませんね」

　と、副官ゼナは冷ややかに言った。

「何とでも言え」

　と、不機嫌の極きわみのナッソーこと、ナサニエル。曾そう祖そ父ふの、長い長いミドル・ネームのひとつを貰もらったのだ。

「ギームの奴は、もっとボロボロだぜ」

「進歩がありませんわ」

　と、ぶっきら棒だが美人には違いないゼナは言う。

「どうしてお二人が闘たたかう時はいつもこう、双方とも無意味に戦力を消しよう耗もうしてしまうのでしょう？　もう少し、頭脳的に作戦を立てる余地があると思うのですが」

「あいつに小細工は、一いつ切さい通用しないぜ」

　傷付いた戦艦のブリッジで、ナッソーは呟つぶやく。あらゆる人種の血を、数世代に亘わたってブレンドしていった結果、もはや彼の髪の毛の色を一ひと言ことで形容するのは不可能だ。強しいて言うなら、やや赤茶けた朽くち葉ば色いろといったところだが、光の加減によっては栗色に見えないこともない。肌の色はそれ以上に複雑だった。

「それに、これも、先祖代々の血かなあ……」

「因いん縁ねんですからね」

　と、ナッソーより二つ歳とし上うえ、今年二十八歳になるゼナ・カオル・アキヅキは言った。

「そしてこの私が、不本意ながらもあなたの副官になったのも、曾祖父の代からの因縁……ですか」

「嫌いやならいつでも、辞やめていいんだぞ」

　と、ナッソーは言った。

「タイラー家の次期当主で、次の大統領選では圧勝間ま違ちがいなしの、このナサニエル・タイラーを見限れると言うのならな」

「見限れるものなら、とっくに見限ってます」

　と、ため息交まじりにゼナ。

「しかし、一生あなたをサポートしろというのが、父の遺ゆい言ごんですから──」

「お互い、遺言ってやつには縛られるなあ、ゼナよ」

　と、かつてはいっぱしの不良だったこともあるナッソーは言った。その抜ばつ群ぐんの統とう率そつ力りよくで、暴走族の頭ヘツドまでやったタイラー家の嫡ちやく子しは、彼が初めてだった。

「優等生だったオリヴァー兄あに貴きが事故で死ななきゃ、俺にお鉢はちが回ってくることなんて一いつ生しよう涯がいなかったってえのによ……。次はおまえがやりなさいなんて、くたばる三日前のひいばあちゃんに名指しで言われちまうとよう……」

「先代様は、何な故ぜかあなたを猫ねこ可か愛わいがりしていらっしゃいました」

　とゼナ。

「不思議です。解げせません」

「不思議でもなんでもねえや」

　と、ナッソー。

「俺はこう見えても、幼稚園の時の知能検査でＩＱ二四〇あったんだし、ガキの頃は、そりゃ素直ないい子だったんだぜ。神しん童どうと言われたもんよ」

「今は見る影もありませんね」

「うるせえ！　今でも習い覚えたヴァイオリンは弾ひけるぜ」

「今度、ぜひ聴きかせてください」

　と、心にもなくゼナ。

「僭せん越えつながら、私がピアノの伴奏を──」

「嫌いや味みな女だぜ」

　と、ナッソー。

「そりゃ、あんたは弁護士になっていなきゃ天才的なピアニストとして名を馳はせていただろうし、今でも時々、ディスクを出してるけどな……」

「私が本当にやりたいのは、タイラー家当主のサポートです。それが代々、佐さ王おうの家系たるアキヅキ家の人間に課せられた使命ですわ。それ以外の選せん択たく肢しはありません。できれば、あなた以外の当主に付きたかったところですが、巡めぐり合わせだけは仕方ありません」

「言ってくれるよ……」

　ナッソーは窓の外を見た。

「巡り合わせか……そいつは言えるなあ。俺だって、できればギームと同じ時代には生まれたくなかった……。あいつさえいなきゃ、俺の一人勝ちだったのによ」

「そうでしょうか？」

「ギームは天才だぞ。本物の！」

　ナッソーはやたらとライバルを持ち上げる。相対的に自分自身を褒ほめているのである。

「はい。それは……。彼は百年に一人の、天才的な提督です」

「そのギームと、俺は結構互ご角かくにやるだろが」

「ええ、確かに……。その点だけを買われて、あなたは常に前線の軍司令官……。逆に言えば、ギーム・パンセラ・スレイという存在がなければ、あなたはとっくに更こう迭てつされています」

「おまえって、本当に嫌味な女だなあ……」

　ナッソーの唇くちびるが、微かすかに微笑ほほえんだ。少々にやけたところさえなければ、銀河で五本の指に入るハンサムと太たい鼓こ判ばんを捺おしてもいいのだが──。

「ま、もっとも、その嫌味なくらいに正直なところが、おまえを馘くびにできねえ理由でもあるんだが──」

「亡なくなられた先代は、どうしてあなたを次期当主に御指名されたのでしょう？」

「俺が、どこか似てるからだとよ」

　と、ナッソー。

「誰にです？」

「ひいばあちゃんが若い頃、好きだったスレイとかいう漢おとこによ」

「では──」

　些いささか驚きを禁じ得ないゼナ。

「ギームの、曾祖父で、事実上帝国の創設者である、あのドン・レオ・スレイですか……」

「そうよ」

「どうやら──」

　ゼナはナッソーをしげしげと見た。

「それは、先代の買い被りのようですね……」

「かもな」

　ナッソーは苦笑した。

「しっかし、今度という今度こそは、ひいばあちゃんの墓ぼ前ぜんに、勝利の報告をしたかったなあ……」

　そう言ってナッソーは、胸ポケットから一枚の写真を取り出した。

「百年前の、写真だぜ」

　そう言って、今も鮮明なセピア写真を指差す。

「結婚式の集合写真だ。ほれ、こいつが若い頃のひいばあちゃん……美人だろ？」

「ええ」

　ゼナにも異存はない。

「もっと若い頃は、男装の麗人だったんだぜ。ちょっと信じられねえけど、俺も見てみたかったなあ……。そいで、こいつが──」

　別の一人を、指差す。

「ギームのひいじいちゃんの、ドン・レオ・スレイ……。こうして見ると、確かにちょっと俺に似てるかな？　俺の方が数段ハンサムだけどな」

「はあ……」

　肩を竦すくめる、ゼナ。

「因ちなみに──」

　と、やはり写真に写っている、別の一人を指差す。

「これが私の父方の曾祖父の、キリヒト・アキヅキです。それからこれが──」

　画面の隅すみの方に写っている、ガラティアを指差した。

「母方の、曾祖母ですわ」




「これと同じ写真を、ナッソーの奴も持っているはずだ」

　と、若き帝国執しつ政せい官かんギーム・パンセラ・スレイは言った。

「ちょうど、百年前の今日なんだ。この近くのカナンという惑星で、この写真の撮られた結婚式があったのは──」

「はい。存じております」

　と、副官のメットは頷うなずく。こちらは初老の、いかにも実じつ直ちよくそうな男だ。

「今でもあの教会には、シズマ・ウエキ・タイラー画が伯はくの描かれた、記念のフレスコが残っておりますなあ……」

「ああ。星間重要文化財としてな。国宝でもいいくらいだ」

　ギームは頷く。顎あごが細い。

「新しん郎ろう新しん婦ぷが、その下で愛を誓ちかい合った桂かつらの樹きも、まだ枯れずに残っているそうだ。こちらも重文に指定された」

「教会や樹は残っても、人は変わりましたなあ……」

　と、しみじみ呟つぶやくメット。

「もう、あの結婚式に出席された方で残っていらっしゃるのは、当時の新郎新婦……つまり、バグジー上じよう皇こう陛へい下かと、ノーイ太たい皇こう太たい后ごう陛下のお二人だけになってしまわれました……」

「悲しむな。両陛下がまだ御ご健けん在ざいでいらっしゃることを素直に慶べ」

「はい……」

「今頃両陛下は、何を思われていらっしゃるんだろうか……。それにしても、御ご成せい婚こん百周年を、戦勝で飾れなかったことが返すがえすも口くち惜おしい」

　ギームはその、紅あかい唇くちびるを嚙かんだ。どうして俳優にならなかったのかと思われる程の美び形けいである。当年とって二十三歳。髪の毛は黒く、瞳ひとみも黒い。肌だけが、抜けるように白かった。一見すると華きや奢しやだが身長は一九〇センチあり、これはおととし死んだ曾祖父に似たのであろう。

「あまり御自分を責めなさいますな、ギーム様」

　とメット。

「仕方がありません。まさか、あそこまで追い込まれた敵が、あんな途と方ほうもない、起き死し回かい生せいの奇策に打って出ようとは、三十年間戦争をやっている、私でさえ──」

「悔くやしいのはそこなのだ」

　とギーム。

「私はつくづく、詰めが甘い。ナッソーがタイラー家の直系だということを、忘れていた……。奴の中にジャスティ・ウエキ・タイラーの血は脈々と生きている」

「ですな……」

「巷では、私を天才と呼んでいるらしい」

　ギームはふっと自じ嘲ちようした。憎いほど絵になる。

「しかし、私に言わせれば本物の天才は、むしろナッソーだよ」

「そんなことはございません」

　メットは言った。

「お二人とも、掛け値なしの、天才でございます」

「無理するな」

　微笑む。

「あまり私を持ち上げても、いいことはないぞ」

「いえ……。私は祖父スリチャイの代から、戦場でスレイ家の将軍をサポートするのが役目……。あなた様の先々代、先代、そしてあなたと、三代に亘って補佐して参まいりましたが、ようやくにして、心から補佐し甲が斐いのある提督に、巡めぐり合いました。

「それにしては、痛み分けばかりだがな……。領土も、取ったり取られたりだ」

「それは、同じ時代にたまたま、本物の天才が二人も生まれ合わせてしまったからです」

　メットは言った。

「偶然とは、恐ろしいですなあ……」

「いや、違うな」

　と、ギームは静かに微笑み、言った。

「天才は二人ではない。三人だ……」

「三人……」

「三人目は、ほれ、そこにいる」

　少し離れた、宇宙空間を指差す。

「ベルファルド・コーポレーションの偵てい察さつ艦隊ですな」

　とメット。

「我々が共倒れになるのを、狙ねらっておるのでしょうか？　不ぶ気き味みです」

「ああ、不気味だ」

　ギームは呟いた。

「もしかしたら、私とナッソーが鷸いつ蚌ぼうの争いを繰り広げている間に、ちゃっかりあの漢おとこに、漁ぎよ夫ふの利りを攫さらわれてしまうかも知れないなあ……」




「で、どんな結婚式だったんです？」

　と、写真を片手にフリントは尋ねた。

「はい」

　スーツ姿の美人秘書は頷いて、言った。

「それはそれは、盛大な、一ひと言ことでは言えない婚礼でした」

「わかんないよ」

　フリント・ベルファルドは苦笑した。

「もう少し、ぼんくらの五代目若社長にもわかるように言ってよ。なにしろ、あの結婚式に出席した人間で生き残っているのは、もう我が社では君だけなんだから……」

「人間ではございません」

　と、秘書。

「いいや、人間だ」

　とフリント。

「僕は君のことを、人間以外のものだと思ったことは一度もないよ、ハルミさん」

「ありがとうございます……」

　ハルミIVは深々と頭を下げた。

「でも……本当にこれ、一世紀も昔？」

　と、セピアの写真に小さく写った、百年前の彼女を指差す。

「本当に、少しも老ふけていないね」

「仕方がありません。アンドロイドですから──」

「ごめん。そういう意味で言ったんじゃないんだ」

　スーツ姿がどことなく様さまにならない若社長である。

「僕は、ただ……」

　うなだれる。

「いいんですよ」

　微笑むハルミIV。

「わかっておりますわ。あなたのことなら、何もかも……」

「済まない。君がいてくれて、本当に助かる」

「社長！」

　二人の若者が、血けつ相そうを変えて戦艦の中に設けられた特別出張社長室に飛び込んで来たのは、その時である。

「どうした。騒そう々ぞうしいな……」

　フリントは落ち着き払った口調で言った。

「そんなに慌あわてても、能率はさして変わらないぞ」

「これを見てください。さっきの戦闘中に帝国軍の新型戦艦を写した、偵察艦隊からの電送写真です」

　年少の、小柄な青年が数枚のプリントを、デスクの上に広げ始めた。ベルファルド・コーポレーションの優すぐれた技術のお陰で、電送したにも関わらず細部まで鮮明だった。

「我が社の最新鋭戦艦『エクシード』級のフロントグリルのデザインを、無断で盗とう用ようされました！」

「本当だ、似ているね」

　とフリント。

「だけど、それがどうしたの？」

「おわかりになりませんか、社長。事の重大さがッ！」

　青年は喰くい下がった。

「我が社の血と汗の結晶が、パクられたのですよ。由ゆ々ゆしき事態です!!」

「そういうものなのか？」

　若社長は青年を見る。

「マット……いや、ゲーゼギング専務」

「ケーゼギンクです！」

　と、マットは叫さけんだ。

「もう……。父ふ祖そ四代にも亘って仕つかえてるんですから、いい加減に僕の名みよう字じくらい覚えてくださいよ！」

「済まんすまん」

　フリントは頭を搔かいた。

「で、どうするの？」

「取り敢あえず、内容証明を送りつけてやります」

　と、弁護士バッジを付けたもう一人の青年が言った。いかにも頭が切れそうだ。

「これだけの材料と私の腕があれば、国家間裁判に持ち込もうと絶対に勝てますよ。断言してもいい。帝国の国家予算の半分くらいは賠ばい償しよう金きんを取り立ててやります」

「頼もしいなあ……」

　と、青年弁護士を見るフリント。

「創立当初、我が社の唯ゆい一いつの弱点は有能な顧問弁護士がいないことだった……。でも、君のひいおじいさんが我が社に『とらばーゆ』して来てくれて、その問題は一いつ挙きよに解決したよ。まったく、君の一族がいてくれなかったら、どうなっていたことか……。感謝しているよ、チュリアカーン弁護士」

「サマンと呼んでください」

　サマン・チュリアカーンは襟えりを正した。

「ただし、今回も報ほう酬しゆうは高いですよ」

「いいとも。それだけの実績は上げている」

「それにしても帝国も、墜おちたものです」

　サマンは言う。

「こんなプライドのない……。ドン・レオ・スレイが生きていたら、こんなことはさせなかったでしょう。雷かみなりが落ちたところです」

「そうだね」

　頷くフリント。

「裁判の準備に移りますか？」

「頼む。問題はなさそうだね」

「はい。しかし、この醜しゆう聞ぶんを流せば、帝国側もスキャンダルで報復してくるでしょうなあ……。裁判の大勢に影響はないものの、些いささか不愉快ですよ」

「いちばん不愉快な想いをするのは、チュリアカーン弁護士ではないですか？」

　マット・ケーゼギンク専務がサマンを見た。

「いえいえ、もう慣れました」

　とサマン。

「なにせ、私の曾祖父は、社長のひいおばあさんに横よこ恋れん慕ぼして、星間不倫劇までやらかした漢おとこですから──」

「当時はドラマにまでなったんだって？」

「映画です」

　と、苦笑するサマン。

「未み来らい永えい劫ごう消えない、一族の汚お点てんですよ」

「いいじゃないか」

　フリントは言った。

「プラティープ・チュリアカーンは、妻さい子しある身で心から、娘ほども歳としの差のあるハルミ・ベルファルドを愛していたんだろう？」

「ええ。妻子を帝国に残して亡ぼう命めい……。こちらも既すでに一児の母であったあなたのひいおばあ様との間に不ふ義ぎの子まで成す……。私の祖父ですが──」

「ロマンティックでいいよ」

「あなたにそう言っていただけると……」

「帝国は常に、我が社に対して攻撃的に、そのスキャンダルを煽あおり続けてきました」

　と、マット。

「この一世紀、事ある毎ごとにです。もういい加減、時効ですよ」

「帝国が喜びそうな我が社のスキャンダルなら、他にもありますわ」

　と、ハルミIVが言った。

「社長秘書が実はアンドロイドで、歴代社長の不倫相手を務めてきた……というのも黄金パターンです。初代創設者から五代目社長にまで一台のダッチワイフで事足りるなんて、なんて物持ちのいい会社だって……」

「不愉快だな」

　と、温和を絵に描いたようなフリントの表情が俄にわかに曇った。

「そんなことはもう言わせない。もし言ってきたら、たとえ三流ゴシップ紙の記事であっても、帝国に厳重抗議してやる」

「ありがとうございます……」

「繰り返して言うが、ハルミさん。僕は君のことを悪あし様ざまに言う奴は絶対に赦ゆるさない。君は、人間なんだ。歳をとらないだけの……。何度でも言うぞ」

「社長……」

　ハルミIVの瞳が潤うるんだ。

「共和国のマスコミにだって、心ないスキャンダルを流す連中はいる……」

　窓辺に向かって歩きながら、フリントは言う。

「ブルース・スウェインや、ケンゴ・フジキが生きていたら泣くよ。共和国のジャーナリズムもここまで墜おちたかってね」

「ええ」

　頷くサマン。

「わけても赦せないのは、初代社長はクローンだという誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようですよ」

「クローンがどうした！」

　と、フリントは言った。窓から銀河を見る。

「僕を見ろ、僕は、クローンの、そのまたクローンだぞ。そのことを、心から誇りに思っているけどね……」

　振り向いた。

「さあて、わざわざ銀河を三つに分けた創設者には申し訳ないけど、今度は僕が、銀河を統一してやろうかな。ブワ～ッと！」

　フリント・ベルファルド＝タイラーはそう言って、オリジナルと寸分違たがわぬ白い歯を見せた。





『無責任シリーズ』　全完












　仮想対談

　　　　─────シリーズを終えて








♠：デビル吉岡　平

♧：エンジェル吉岡　平







♠：終わったな。

♧：終わったね。

♠：とにかく、終わってよかったじゃないか。

♧：うん。まあね。よくぞここまで、続けてこられたと自分でも思うよ。

♠：書き始めた頃は、まさかこれほどの長なが丁ちよう場ばになるとは思ってもみなかったな。

♧：ああ。でも、なんとなくこうなる予感はしていたんだ。もうこれほどのロングシリーズは書けないだろうけど……。続けるエネルギーがないよ（笑）。

♠：結局、タイラーに始まりタイラーに終わったシリーズだった。

♧：彼を上回るキャラクターは遂ついに登場させることができなかったとも言える。ここまで最初のキャラのイメージで食い繫つなぐことになろうとは、些いささか作家としてのプライドも傷付くものではあるんだけどね。

♠：まるで元祖ウルトラマンや初代ゴジラを超えられない後続シリーズみたいだな。

♧：まあ、最初に現れたキャラがいちばん強いというのは、シリーズ作品の鉄則ではあるね。最初のキャラにはそれだけイメージが凝ぎよう縮しゆくしている訳だから……。

♠：それで十年商売する方も商売する方だよ（笑）。

♧：十年かあ……。二十代の最後と、三十代の大半を費ついやした訳だ。作家として、おそらく最もエネルギーのある時期をね。

♠：そうだよな。でさ、訊きくけどさ。

♧：うん。

♠：このシリーズ全部を通して、結局俺たちが言いたかったテーマって、何だったんだろうな？

♧：それは結局、人間ってのはいつの時代になっても、やる事は変わらないってことじゃないか。それと、何代も何代も、同じことを繰くり返すということ。

♠：たったそれだけのことを、文庫本数十冊かけて描いたと（笑）。

♧：そうだよ。もうひとつ、いつの時代になっても、脈々と滅ほろびないものがあるから、人間は安心して次の世代に夢を託たくして、死んでいけるということかな。

♠：深いね。

♧：そうだね。つまり、この作品は僕にとっては、人生のシミュレーションみたいなものだった……ということ。これを書けたお陰かげで、随ずい分ぶんと楽になったものがある。もうこれで、いつ死んでも、人生のモトは取ったぞって。

♠：かと言って、まだ死にたくはないけどな（笑）。

♧：何言ってんの。だから、これから稼かせぐんだよ。

♠：だけど、これを超えるのは至し難なんの業わざだよ。

♧：超えなくていいんじゃないの？　まあ、これが名実共に、代表作でしょ。

♠：そう言ってしまって、いいの？

♧：漱石だって結局、いちばん読まれているのは『我輩は猫である』なんだから、それでいいと思うな。『無責任シリーズ』は吉岡平の『我輩は猫である』と……。

♠：『こころ』や『明暗』に相当する作品はこれから書く訳だ。

♧：書ければね。ただ、そんなに急に暗いトーンにはいかないと思うよ。まあ強しいて言えば、『三四郎』に相当する話を、これから書こうか……という段階かな？

♠：そうか。ところで、思えばこの十年間にけっこう色々なことがあったな。

♧：うん。結婚、アニメ化……。この二つはやはり、作品に与えた影響が小さくはなかったな。

♠：前者は女性キャラの造型に与えた影響という点で、無視できんしな（笑）。

♧：後者はやはりキャラクターに与えた微妙な変化……という点で、やはり無視できない。

♠：正直、原作初期のタイラーの面おも影かげ……つまり植木等のイメージって、最後の方では微み塵じんもないのな。

♧：それは仕方がないねえ……。やっぱ、アニメのキャライメージは無視できんのよ。どう抗っても、見る（読む）人の数が違う。

♠：ぶっちゃけた話、アニメ化は両もろ刃はの剣だった。しかし、おまえさんの偉いところは、転んでもただでは起きんところよ。

♧：そう言ってくれるのはおまえくらいだよ。

♠：後半ではアニメのイメージをちゃっかり利用したろ。ベルファルドの性格なんて、まんまアニメ版タイラーだぜ（笑）。

♧：それは狙った。

♠：つまり、アニメから入って来てくださったお客さんを逃がさないように……という配慮なのな。

♧：そういうことだよ。

♠：狡ずるいよな（笑）。

♧：アニメスタッフも色々と狡かったから、おあいこだよ（笑）。

♠：今だから言うけど、あのアニメ化は色々な意味で、時期尚しよう早そうだったな。

♧：ああ。こちらも色々と不慣れなこともあったし……。不本意な点もあったが、功罪という点でなら、絶対『功』の方が大きい。少なくとも、僕はそう信じてるよ。ま、今ならアニメ化の話がまた来ても、あの時の経験を活いかしてだな。

♠：あんなアニメ化バブル、もう来ねえよ（笑）。

♧：今の自分を、五年前にタイムスリップさせたい（笑）。色々と昔の自分にアドバイスしてやれるのに……。

♠：あの頃のおめーは、聞く耳持たねえよ（笑）。天てん狗ぐだし……。しかし、昔の自分にアドバイスしたいという気持ちは、タイラー老のベルファルドへの気持ちとして、作品中に滲にじみ出ていたな（笑）。

♧：結局僕は、どんな経験も作品中でモトを取るタイプなんだよ。

♠：人生のシミュレーション小説というのは、そういう意味だったか……。

♧：執筆した時間が、ちょうど十年で、作品世界で流れた時間が、二百年とちょっと……。

♠：百年、また百年……ってな。

♧：そうだね。

♠：俺、百年ってすごく残ざん酷こくなスパンだと思うのな。今生きてる人間も百年経たつとだいたい死んでる……（笑）。

♧：それはそうだよ。

♠：自分で言うのも何だけど、その百年の重みが、よく描けた作品だと思うのな。

♧：その百年ごとに、コピーを繰り返していくタイラーが、ある意味で狂きよう言げん回まわしな訳でね。

♠：俺、わかったよ。あの世界でタイラーは、これから延々と、コピーを重ねていくのな。

♧：そう。クローン版オーバーロードなの。時の監視役。

♠：すると、それはこれから……。

♧：百代続く。一万年後、ジェーンが戻って来るまで（笑）。

♠：壮大ですなあ……。

♧：その一方で、イツマやスレイも、ちゃっかりクローンを残していそうだ。

♠：当然キサラも。銀河中クローンだらけ。

♧：そのうちクローン同盟ＶＳオリジナル連合……という対立構造になる（笑）。

♠：そういう後付けの設定を作品に投影していく天才だね、俺たち。

♧：いや。天才じゃない。ただし天才的（笑）。もう確信犯。

♠：書いてるうちに伏ふく線せんがうまく繫がって……。

♧：あちこちに思わせぶりに伏線を張っておく……。この布ふ石せきのお陰で何度助けられたことか……（笑）。

♠：こう考えていくと、タイラー自身もオリジナルじゃなくて、誰かのクローンだったりして……。

♧：いや。実はそうなんだよ。今思い付いた設定だけど、実はそう（笑）。

♠：これで外伝が一本書けるな（笑）。

♧：冗談はさておき、もうこのシリーズはいちおう、ここでおしまい。

♠：もう書かないの？

♧：あとは間を埋める外伝を何本か、要望があれば書くくらい。行き詰まった時のために……。

♠：実はもう、これだけ増えたキャラクターの整理がつかなくなったからと、正直に言ったらどうだ（笑）。

♧：なんの。まだ三代くらいは続けてもいいんだけど、キリがない。それに、もういいでしょ。さすがに読者の皆さんにも僕らの手口は読めたろうし……。

♠：まあな。でも、手口は読めてもなかなか真似しようという気にはならんな。

♧：確かに吉岡平の亜あ流りゆうは出ないねえ……。

♠：だから俺たち自身、既に亜流だっちゅーの！（笑）

♧：でも出て欲しい。出れば確実に、僕らファンになるのに……。そもそも、自分が読みたい話がどこにもないから、仕方なく自分で書き始めたんだぜ。だから早く、このスタイルを誰かに継承して欲しいのよ。さすがに自分で書くのは、もう疲れた。

♠：心にもないことを……。

♧：まあ、書くのは止めないけど、同じスタイルと嗜し好こうの作家に早く出てきて欲しいのは事実。こうなりゃ、自分のクローンでも造るかあ……。

♠：うざったそうだな、それ（笑）。

♧：まあ、ぼちぼち次のことも考えないとね……。暫しばらくは充電するけど、次回作に期待してくださいってことで。

♠：亜流出て来～い、ってか？
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